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　陽が傾かたむき、スピーカーから子供に家に帰るように促うながす音楽が流れ始める頃、夕飯の材料を買い求める主婦たちの目の色が変わる。

　それはここ、千葉県の片隅にあるスーパー、はなまるスーパーマーケットも例外ではなく、夕方のタイムセール目当ての奥様方がお買い得の商品はなにかと目を光らせていた。

『本日もはなまるスーパーマーケットにご来店ありがとうございます。ご来店のお客様へ本日のお買い得商品、夕方タイムセールのご案内です』

　すると、この時間を狙って来店した奥様方へと、店内放送を通じて今日のお買い得商品が案内される。

　店の入り口付近にあるサービスカウンターでマイクを握にぎるのは、髪かみを短く切り揃そろえた精せい悍かんな顔つきの青年、胸の名札には「住すめ良ら木ぎ勇ゆう悟ご」とある。年の頃は十代後半に見えるが、腕には「店長代理」と書かれた腕わん章しようを巻いていた。

　青年、勇悟はずれそうになった腕章を軽く直すと、良く通る声でアナウンスを始める。

『精せい肉にくコーナーより、しゃぶしゃぶにしてもよし、生しよう姜が焼やきにしても美味しいチリ産の豚バラ肉が一○○グラムなんと六八円、特別価格、六八円でご提供させて頂きます』

　その言葉に、店の中にいた主婦たちが一斉に精肉コーナーへと集まり、新たに並べられようとしていたパック詰めされたバラ肉を我先にと取っていく。

『鮮せん魚ぎよコーナーより、お子様の弁当のおかずに焼き鮭などはいかがでしょうか？　今日は北海道産の天然の鮭、甘口が一切れ、特別価格五八円となっております』

　我先に豚肉のパックを取り合っていた主婦たちが、今度は鮮魚コーナーへと殺さつ到とうする。

『加工食品のコーナーより──』

『生活実用品のコーナーより──』

　勇悟の放送に合わせて主婦たちが一斉に動く様は、初めてこの店を訪れたものが見たら、なにかの訓練ではないかと見み紛まがうだろう。だが、これこそがこのはなまるスーパーマーケット最近の名物、店長代理によるお買い得商品のアナウンスだった。

　はなまるスーパーマーケットでは、新聞などに挟まっている折込みチラシの他にも、特定の時間になれば、放送でお買い得商品を教えてくれるタイムセールがある。

　このタイムセールは、チラシに載っているセール品よりもさらに安く商品が手に入れられるのが魅み力りよくなのだが、始まる時間が日によってまちまちで、それゆえにもしこのタイムセールに巡り合えたら、放送される商品はすべて買うのがこの店を訪れる客の常識となっていた。

『あっ、ただいま、青せい果かコーナーに緊急入荷があったようです──』

　その後も、勇悟が歌うように次々とお買い得商品をアナウンスし、それに合わせて目の色を変えた主婦たちが店内を駆け巡る様子が見受けられた。




　その日の閉店後、勇悟が閉店作業をしていると、突然背中を強く叩かれた。

「勇悟君、お疲れ～」

「ゲホッ、お、お疲れ様です」

「店長代理、今日の放送も最高だったよ」

「お疲れ様です。店長代理の放送のお蔭で、今日も最高の売り上げでしたよ」

「お父さんよりアナウンスの才能があるんじゃない？　明日も期待しているよ」

「今日の放送も最高だったよ。明日もその調子で頼むよ。店長代理」

「はい、ありがとうございます」

　帰宅するスタッフたちが次々と勇悟に労ねぎらいと感謝の言葉を告げていく。

　その一人一人に、勇悟は笑顔で応えていった。

　勇悟の父親は、脱サラしてスーパーマーケットの経営者になった変わった経歴の持ち主で、どうせ店を開くなら日本でも有数のスーパー激戦区で店を開こうと、いくつものチェーン店が鎬しのぎを削けずっているこの地を選ぶような好戦的な性格をしていた。サラリーマン時代に培つちかった人じん脈みやくと、十年以上連続で社内での営業成績一位を取り続けた能力を駆く使しして、最高のスタッフと近隣の店にも負けない商品ラインナップを揃えた。そして破格のお買い得商品を次々と打ち出し、あっという間にはなまるスーパーマーケットをこの地区で一位、二位を争う店へと成長させた。

　しかし、それだけで勇悟の父親は満足しなかった。

　さらなる高みを目指すために、スーパーマーケット全ぜん世せ界かい行あん脚ぎやの旅に出ると宣せん言げんした勇悟の父親は、今年の大学受験に失敗し、浪ろう人にん生せいとなった勇悟に「店長代理というポストを用意したから、俺の代わりに店に立っていろ」と一方的に言うと、勇悟の母親を連れてどこかへ行ってしまったのだ。

　それに対し、一年間の浪人生活を認めてもらったという負い目があった勇悟は、父親からの命令に逆らうこともできず、はなまるスーパーマーケットで働くことにした。

　だが、いきなり店長代理というポストを任された事は予想外だった。

　そんな突然の事態に戸と惑まどう勇悟を、各部門のチーフが見事にフォローし、導いてくれるので今のところは店長代理としてどうにかやっている。

（……いや、正確には、やっていると言っていいものかどうかも怪しい）

　勇悟は自じ嘲ちようしながらかぶりを振ると、大おお袈げ裟さに嘆たん息そくする。

　なぜなら、勇悟の父親が用意したスタッフが優秀すぎて、勇悟の所まで仕事が全くやってこないのだ。熟じゆく練れんの域にまで達しているスタッフたちは、いちいち上に伺いを立てなくても自身の裁さい量りようで物事を判断して行動し、最高の結果を出し続けているのだ。

　もはや完成されつくした店の中に、部外者である勇悟の居場所はなかった。

　そんな中、どうにか見つけた仕事が、店内にいる客にお買い得商品をアナウンスするというものだった。

　これは元々、それぞれの部門のチーフが好き勝手にやっていたものだが、それを一つにまとめ、適切なタイミングで放送することで、効率的に店内にいる客を誘導するという目的で勇悟が始めたものだった。これにより、混雑時における店内の事故を減らすことに成功した。

　この勇悟の功績を、店のスタッフは大いに喜んでくれたのだが──

「…………はぁ」

　スタッフ全員が帰宅したのを確認した勇悟は、店の戸締りをする前に最終チェックをするため、誰もいない店内を歩き回る。

　ロッカールームから自分の手荷物を持って来ると、各部屋を廻まわって施せ錠じようを行い、火の周りを確認、誰か残っていないかと念のために照明が半分落ちている売り場へと出る。

　しんと静まり返った店内は、誰もいないとやたらと広く感じた。

　店内をぐるりと一周した勇悟は、無言のまま売り場の中央へ進み出ると、大きく息を吸う。

　そして、

「俺は、アナウンスをするために店長代理になったんじゃねえんだよおおおおおおっ!!」

　突然、店内を揺るがすほどの声量で叫び声を上げた。ついでに近くの什じゆう器きに八つ当たりしたい衝しよう動どうに駆られるが、それだけはどうにか避ける。

「確かに、俺は親父のように頼りにならないかもしれない！　店の事はなにも知らないし、経営の事なんてさっぱりだ！」

　鬱うつ憤ぷんを晴らすように、勇悟は叫び続ける。

「これでも店のためになにかできないかと、家にある資料を読み漁り、頭の中で様々なパターンのシミュレーションを行ってきたんだ！　試させてくれとは言わないけど、せめて話くらいは聞いてくれてもいいだろっ!!」

　企画書を独学で学んでどうにか形にし、各部門のチーフに読んでもらおうとお願いしてみたが、誰も取り合ってくれなかった。

　素人が考えた企画など、見るだけ時間の無駄だという理由からだ。

　話を聞いてもらえないのでは、なにが悪くて、どういった改善点があるのかもわからない。ならば皆の仕事ぶりを見て学ぼうと、朝早く起きて、仕入れのために市場まで付いて行ったりもした。だが、荷物番をさせられただけで、目め利ききのなんたるかどころか、見学すらできなかった。挙句の果てには「そんな事はしなくていいから、一日中マイクだけを握っていてくれればいいから」とまで言われた。

　つまり、感謝の言葉を口にしても、誰も勇悟のことなど頼りにしていないのだ。

　名目だけの店長代理という立場に満足できるほど、勇悟は大人ではなかった。

「クソッ、見ていやがれ！　いつか必ず、絶対にこの店を超える立派な店を持って、あの人たちを絶対に見返してやるからな！　その時になって泣いて頼んだって、絶対に雇やとってやらないんだからなああああああああああぁぁぁぁっ!!」

　店が震ふるえるほど全力で叫んだ勇悟は、大きく肩で息をしながら流れてきた汗を拭ぬぐう。

「はぁ、はぁ、はぁ…………帰ろう」

　ひとしきり叫んで少し冷静になった勇悟は、荷物を持ち直して全ての灯りを消すと、しっかりと戸締りをして店を後にした。




　まだ肌寒い四月の夜空を、のんびりと眺めながら最寄り駅まで徒歩で移動すると、時刻はすでに午前一時近くになっていた。

　勇悟はプラットフォームにあったベンチに力なく座ると、何度目になるかわからない溜ため息いきを吐つく。

「…………はぁ、こんな生活がこれからも続くのか」

　贅ぜい沢たくを言える立場ではないのだが、鬱うつ屈くつした気持ちを抱えたままでは、帰って勉強をしても集中できそうにない。どうにか家に帰るまでに気持ちを落ち着けなければならない。そう思っていると、ポケットが小さく震えだす。

「んっ、こんな時間に着信？」

　勇悟は震えているスマートフォンを取りだすと、相手の確認もせずに電話に出る。

「もしもし？」

『おう、どうした？　なんだか辛しん気き臭くさい声だな』

「なっ!?　その声は親父か!?」

　思わぬ相手からの電話に、勇悟の声が上ずる。

「な、なんだよ。こんな時間に電話してきて」

『こんな時間って、今は昼……ああ、そっちは夜中なのか。いやなに、なんだかウチのバカ息子がうじうじ悩んでいるんじゃないかな～って思ったからさ』

「んなっ!?」

　突然の電話にも驚いたが、電話をかけて来た理由を聞いて勇悟はさらに驚いた。

　勇悟の父親は昔から異常なほど人の気持ちの機き微びに敏さとく、他人が悩んでいたり、困っていたりすると目め聡ざとく気付き、親身になって相談相手になっていた。

　どうやら父親のお節介な能力は、距離などお構いなしに作用するようだった。

『それで、悩みがあるんだろ？　話してみろ。ひょっとしたら力になれるかもしれんぞ』

「……わかったよ」

　こうなったら父親は話すまで絶対に引き下がってくれないし、丁度誰かに相談したいところだった。

　勇悟は大きく息を吸って覚悟を決めると、父親に悩みを打ち明けた。




『……なるほどな』

　勇悟の悩みを聞いた父親は、勇悟の気持ちが理解できるのか、電話の向こうで何度も頷うなずいているようだった。

　だが、その後に続く言葉は、勇悟が期待していたものとはかけ離れたものだった。

『気持ちはありがたいが、時間の無駄だからお前は勉強だけしていろ』

「店のためにあれこれ考えるのが無駄だっていうのか？」

『そうだ。そんなことをしている暇ひまがあるなら、単語の一つでも覚えてろ』

「なん……だと……」

　父親の容よう赦しやない言葉に、勇悟は頭に血が一気に上るのを自覚する。

『素人が考えた企画など、試す価値も聞く価値もない。頼むから俺の店の人間に余計な手間を取らせないでくれ』

「そ、そんなのやってみないとわからないじゃないか！」

『い～や、わかるね。そんなに自分の力を試してみたいなら、店を出て行って、自分の力を試させてくれるところでやるんだな。まあ、お前にそんな度胸があればだがな』

「いっ、言ったな。だったらこっちも勝手にさせてもらうぞ！」

『おうよ、できるもんならやってみろよ。なんなら店の方は俺の方から話をつけといてやるから、どこにでも行っちまいな！』

「上等だ。あんな店、今すぐ出て行ってやるよ！　それで、俺の力がどれほどのものか、見せてやるからな！」

　勇悟は夜中であるのも忘れて全力で叫ぶと、通話終了のボタンを押して電話を切った。

「はぁ……はぁ……ああっ、クソッ！」

　勇悟は苛いら立だちを紛らわすように吐き捨てると、滑り込んで来た最終電車、常じよう磐ばん線せん各かく駅えき我あ孫び子こ行いきの電車に乗り込んだ。

　車内に入って一息吐くと、緊張の糸が切れたせいか、どっと疲れが込み上げてくる。

「……あ～、これはマズイかも」

　いつもなら立って過ごすのだが、突如として襲い掛かって来た強烈な睡すい魔まに抗あらがえず、勇悟は吸い寄せられるように座席に着く。

　程なくして、勇悟は舟ふねを漕こぎ始めてしまった。





　　　　　※






「……………………ハッ!?」

　肌を刺すような冷気に、勇悟は意識を覚かく醒せいさせる。だが、目を開けたのに全く視界が利きかず、自分がどこにいるのかもわからなかった。

「こ、ここは……」

　突然の事態にパニックに陥おちいりそうになるが、ふと伸ばした手が電車の座席の毛け羽ば立だった感触を摑つかみ、自分が電車で眠ってしまった事を思い出した。

　という事は、ここは我孫子駅と天てん王のう台だい駅えきの間にある車両倉庫だろうか。

　どうして駅員が終点で眠っている勇悟を起こしてくれなかったのか……。

「後で怒られない……よな？」

　少し躊躇ためらったが、勇悟は思い切って非常用のドアコックのレバーを引いて手でドアを開けると、おそるおそる外へと出た。

「寒っ……」

　外へ出ると、車内にいる時よりも寒さは一層増し、ジーパンに薄手のパーカーという格好ではとてもじゃないが寒さを防げそうになかった。

　電車に手を這はわせながら進み、先頭車両まで辿り着くと、車庫の上部にある窓から月明かりが差し込んできて、僅わずかではあるが視界が確保できた。

　程なくして出入り口と思われるドアを見つけた勇悟は、鍵かぎがかかっていないことを確認して外へ出る。

「………………………………は？」

　錆びついた扉を抜け、目に飛び込んで来た景色を見て、勇悟は間抜けな声を上げた。

　扉の先には、なにもなかった。

　よく見慣れた住宅街の景色も、街を照らす街灯の一つもない。そこに広がるのは、見渡す限りの闇だった。

「そ、そんな馬鹿な!?」

　車庫をぐるりと一周し、反対側へ回り込もうとした勇悟はさらに驚きの声を上げる。

　もしかして、という予感がなかったわけではない。

　ここで戻れば日常に戻れるはずだ。そう一いち縷るの望みを託して反対側へ回ったが、そこには最初に見た景色同様、どこまでも深い闇が広がるだけでなにもなかった。

　それでは、あの電車は一体全体どうやってここに来たのだろうか。試しに近くの草を掻かき分わけてみるが、線路らしきものはどこにもなかった。

「一体、なにがどうなっているんだ？」

　尽きない疑問にどうにか答えを見出そうとあれこれ思案していると、さらなる変化が訪れる。

　目の前にある車庫が、まるで色素が失われていくように消えはじめたのだ。

「んなっ!?　ま、待って！」

　このままではなにもない平原に取り残される。危機感を覚えた勇悟は、慌あわてて車庫の中へ戻ろうと手を伸ばすが、その手は車庫を捉えることはなく、空しくすり抜けてしまう。

　驚きよう愕がくの表情を浮かべている勇悟の前で、車庫は跡あと形かたもなく消え失せてしまった。

「そん……な」

　家に帰る最後の望みともいえる車庫と電車がなくなってしまい、勇悟は途方に暮れたようにその場に膝ひざをついて項うな垂だれる。

「…………ん？」

　すると、視界の隅でなにかが光ったような気がした。

　見間違いかと思ったが、こんななにもない暗闇で見間違う可能性はかなり低い。そう思った勇悟は、立ち上がって違和感を覚えたほうに目を凝らす。

　すると、遙か彼方に小さな赤い光が揺れているのが見えた。

「あれは……火だ」

　正確には篝かがり火びのようだった。

「よかった。どうやら人がいるみたい……だ…………」

　思わず安あん堵どの溜息を吐く勇悟だったが、火が近づき、全貌が明らかになるにつれてその顔がみるみる青くなっていく。

　それは、全身を銀色の甲かつ冑ちゆうで固めた正体不明の人物だった。腰に一振りの剣を下げ、鎧の重さを感じさせないように泰たい然ぜんと闊かつ歩ぽしている様は、まるで中世ヨーロッパからタイムスリップして来た本物の騎士のようだった。

　騎士は誰かを捜しているのか、時折止まっては辺りを窺うかがうような様子を見せていた。

（な、なんだかよくわからないけど逃げよう）

　予想より怪しげな人物の登場に、嫌な気配を察した勇悟は、そそくさと逃げることにする。腰を浮かせ、中腰のまま移動を開始しようとすると、

「しまっ──!?」

　踏みしめていた草がガサガサと盛大に音を立てた。

　勇悟がダラダラと冷や汗を流しながら、振り返ると、

「ヒッ!?」

　剣を抜き甲冑を盛大に鳴らしながらこちらに向かって駆けてくる不審人物を認めた。

　恐怖を覚えた勇悟は、脱だつ兎との如く駆け出そうとする。

　しかし、一歩目を踏み出そうとしたところで、

「あだっ!?」

　自分の足に引っかかり、勇悟は無様にも転んでしまう。

（は、早く起き上がらないと……）

　そう思う勇悟だったが、焦あせりからか、立つことすらままならない。

　そのまま羽をもがれた蛾がのようにもがいていると、

「動くな」

　不審人物に追いつかれてしまったのか、すぐ後ろから声が聞こえた。

「手荒な事はしたくない……そう言えば、わかるな？」

　くぐもった声なので性別はわからないが、不審人物の言葉に、勇悟はゆっくりと振り返ると、両手を上げてカクカクと壊れた人形のように何度も頷く。

　勇悟が大人しくなったのを確認した不審人物は剣を腰の鞘さやに戻すと、頭を覆おおっている冑かぶとを取って素顔を晒さらす。

　中から現れたのは、熊の様に毛むくじゃらのむさくるしい男……ではなく、夜の闇にも負けないサラサラと流れる美しいブロンドに、意志の強さを窺わせる凜りんとしたつり目に、吸い込まれそうな美しい緑色の瞳ひとみを持つ、まるで死んだ戦士の魂をヴァルハラへと導く、戦いくさ乙女おとめを思わせる見み目め麗うるわしい女性だった。

　女性は冑を被っていたせいで乱れた長い髪を手て櫛ぐしで直すと、驚愕の表情で固まっている勇悟に良く通る声で話しかける。

「貴き殿でんが望のぞむ者ものか？」

「…………え？」

　間抜けな顔で立ち尽くす勇悟に、女性が再び、今度は少し強い口調で問いかける。

「聞いていないのか？　貴殿が望む者かと聞いている！」

「の、望む者って……ちょ、ちょっと待って！」

　どんどん近づいてくる女性の端たん整せいな顔立ちを見て、勇悟は百ひやく面めん相そうをしながら顔の前で腕を振る。

「そ、その……望む者って言われても全然意味がわからないんだけど……そもそも、ここは一体、どこなの？　もしかして、日本じゃないのか？」

「……なるほど、どうやら貴殿は望む者に間違いないようだな」

　訳がわからず、混乱した様子を見せる勇悟を見て、女性はなにか得心がいったように頷く。

「では、行こうか」

「へ？　い、行くってどこに？」

「我が主の元だ。そこで貴殿がここへ呼ばれた理由を語って下さる手筈になっている」

　すでに決定事項なのか、女性は一方的に告げると、近くに繋いでいた馬に華か麗れいな身のこなしで乗り、勇悟に後ろに乗るように指示する。

　そう言われても、勇悟は「はい、そうですね」と簡単に頷けなかった。知らない人にはついて行ってはいけない。そんなことは幼稚園児でも知っている常識だからだ。

　逡しゆん巡じゆんする勇悟を見て、女性が苛立ちを露あらわにしながら口を開く。

「早くしろ。ここら辺りは狼の縄張りだと聞いている。つい最近も、旅人の一家が狼の群れに襲われて一家まとめて無残に殺されるという事件が起きたばかりだ」

「わ、わかりました。乗ります。乗りますから置いてかないで下さい！」

　慌てて女性の後ろに乗ろうとする勇悟だが、馬なんて一度も乗ったことがないので、乗り方がわからなかった。

「うくっ、よっ、あれ？」

「……やれやれ」

　何度も馬に乗ろうと挑戦しては失敗する、そんな不様な姿を晒し続ける勇悟を見て、女性は小さく嘆息すると、手を伸ばして勇悟が上るのを手助けしてくれた。

　ようやく馬の背に収まった勇悟は、呆れたように三さん白ぱく眼がんで睨にらんでくる女性にお礼を言う。

「あ、ありがとうございます……その……」

「エリスだ。エリス・オネット。それで、貴殿の名は？」

「そういえばまだ名乗ってなかったですね。俺の名前は住良木勇悟と言います」

「しゅ、しゅめら……ぎゆ……ご？　すまない、もう一度、教えてくれないか？　できれば、ゆっくり発音してくれ」

　どうやら勇悟の名前は彼女、エリスにとって発音しづらいものらしい。

「なら勇悟と呼んで下さい。勇悟は俺個人の名前で、住良木は家族毎の名前なので」

「なるほど、ユーゴ殿だな。しかと覚えたぞ。宜しく頼む、ユーゴ殿」

「殿……なんて堅苦しい呼び方しなくていいですよ。勇悟と呼び捨てて下さい」

「むっ、そうか。ではユーゴと呼ばせてもらおう。代わり、といってはなんだが、私の事もエリスと呼び捨ててくれ。それに、喋り方も遠慮する必要はない。ユーゴは客人として持て成すよう、我が主から言われているからな」

「わかりま……じゃなくて、わかった。こちらこそヨロシク、エリス」

「うむ。それでは行くぞ」

　勇悟の言葉にエリスは笑顔で頷くと、手た綱づなを捌さばいて馬を走らせ始めた。




　馬に乗ること数十分、勇悟は巨大な城壁を越えた先にある一軒の屋敷へと連れて来られた。

　意い匠しようを凝こらし、細やかな装そう飾しよくが目を引く白はく亜あの宮殿を思わせる見事な屋敷を見て、勇悟は思わず感かん嘆たんの溜息を吐く。

「……凄いな」

「フフッ、さあ、参ろう。だいぶ遅くなってしまった」

　勇悟の正直な感想にエリスは小さく笑うと、口を開けた姿勢のまま固まっている勇悟を屋敷の中へと招き入れた。

「ようこそ、おいで下さいました」

　扉を抜け、巨大なシャンデリアが吊り下がっている豪ごう奢しやなエントランスに入ると、一人の少女が勇悟を迎えた。

　年の程はおそらく十代半ば、腰まで届く流れるような見事な緑の黒髪に、小動物を思わせるつぶらな瞳を持つ愛くるしい顔立ちをした少女は、勇悟の前に進み出ると、いかにも貴族のお嬢様然とした可愛らしいピンク色をしたロココ調のドレスの裾すそを摘つまんで優ゆう雅がに一礼して自己紹介をはじめる。

「はじめまして、お客様。わたくしはソレイユ・モナカ・グレンツェントと申します。本日は我がグランマート王国、シャルール地区までご足労いただき、本当にありがとうございます。よろしければ、お客様のお名前を伺ってもよろしいでしょうか？」

「あっ、はい。俺の名前は住良木勇悟と言います。どうぞよろしくです……あっ」

　住良木という苗字は、発音しづらいらしい事を思い出し訂正しようとするが、

「シュ……ではなく、ス……スメラギ・ユウゴ様、ですね。えっと、スメラギ様とお呼びしてもよろしいですか？」

　少女、ソレイユは多少苦労したようだが、見事に発音してみせた。

　あれ？　おかしいな……勇悟がエリスの対応との差に首を傾げていると、ソレイユが悲しそうに目を伏ふせる。

「あの……もしかして、お名前を間違えてしまいましたでしょうか？」

「え？　い、いや、合ってます。あの、ソレイユ……様は俺の名前、簡単に発音するんですね」

　敬称はどうしようかと迷ったが、ソレイユに倣ならって様と呼ぶことにする。

　そんな勇悟の小さな葛かつ藤とうなど歯し牙がにもかけず、ソレイユは小さく力こぶを作ると、はじける様な笑顔を見せた。

「ええ、それは大切なお客様の名前ですもの。これくらい、当然です」

　その眩しい笑顔とソレイユの健けな気げさに、勇悟は思わず顔が赤くなるのを自覚する。

　ソレイユは勇悟の背後に回ると、背負っていたバックパックに手を伸ばす。

「さあ、長旅でお疲れでしょう。お飲み物を用意していますので、こちらへどうぞ」

「あっ、そんな……大丈夫ですから」

「いえ、お気になさらずに。わたくし、こう見えて力持ちなんですから」

　恐縮する勇悟に、ソレイユはバックパックを半ば強引に剝ぎ取るように手にすると、もう片方の手で勇悟の手を引いて歩きだす。

「さあ、参りましょう」

「え、ええ……」

　ソレイユにまるで子犬のような愛らしい目で見つめられ、どう対応していいかわからない勇悟は手を引かれながらも、助けを求めるようにエリスを見やる。

　しかし、エリスは肩を竦すくめて苦笑するだけで、手助けしてくれる様子はなかった。

　おとなしく言われるままにしていろ、ということだろう。












　確かに、これほどの純粋な好意をぶつけられては、それを無下に断るのも憚はばかられるので、勇悟はおとなしくソレイユにされるがままにしようと決めた。

　もう夜も深いし、仕事の疲れもある中での移動だったので、できれば一刻も早くここに呼ばれた理由を聞いて休みたかったが、それはまだまだ先になりそうだった。




　勇悟はソレイユに引っ張られて屋敷の一階奥、応接室へと招かれた。

「さあ、その席に着いて下さいまし」

　ソレイユは勇悟を部屋の奥、上座の位置に座らせると、とっておきだという特別なお茶を淹いれてくれた。

「あっ、美味しい……」

「そうですか。それはよかったです」

　頰ほほを紅こう潮ちようさせる勇悟を見て、ソレイユが微笑を浮かべる。

　ソレイユが淹れてくれたお茶は、今まで飲んだどのお茶よりも良い香りで、その芳ほう醇じゆんな香りを勇悟は暫しばらくの間、堪たん能のうさせてもらった。




　充分にお茶を堪能した勇悟は、手にしていたカップをソーサーに置き、脇へどけると、改めてソレイユに向き直る。

「それでは、俺が呼ばれた理由を聞かせてもらえますか？」

「わかりました。そうですね……」

　ソレイユはおとがいに手を当てて、なにから説明したものかと思案する。

「……スメラギ様は望む者、という言葉はご存知ですか？」

「いえ、ここに来るまでにエリスから耳にはしましたが、その意味までは……」

　エリスに何度質問しても、ついぞその意味までは教えてくれなかった。

　かぶりを振る勇悟を見て、ソレイユは鷹おう揚ように頷く。

「では、先ずそこからお話ししましょう。望む者とは、この世界に古いにしえから伝わる、異界の者に助力を要よう請せいする仕組みのことです」

「正確には、思考同調による多た次じ元げん干かん渉しよう空くう間かん生せい成せい術じゆつ法ほうの俗ぞく称しようだ」

　エリスが横からソレイユの言葉を補足する。

「思考同調による、たじ……なんだって？」

「多次元干渉空間生成術法だ。解りやすく言えば、ここではない世界との扉を繋げる特別な力、と考えればいい」

　思考同調による多次元干渉空間生成術法、通称望む者は、この世界に住む七割以上の人間が信仰しているリブラ教の神、ポルトーネの秘術を用いて行う召しよう喚かん術じゆつである。

　この召喚術は、儀式の依頼者が特別な儀式で魂を異世界へと飛ばし、自分と志を同じくする者を探して、この世界へと呼ぶ奇跡の力だという。

　過去には、敗戦が迫った国が一いつ騎き当とう千せんの猛も者さを召喚して国を勝利へと導いてみせたり、作物が育たない不毛な地を、召喚された地質学者が緑豊かな土地へと変えたり、荒れ狂う海を大量の荷物と共に渡る今までにない造船技術を教わったりと、異世界から召喚された者によって世界の常識が変わったという事例がいくつもあり、その伝承は各地に伝えられているという。

「な、なるほど……」

　全く理解できなかったが、要はゲームとかで見る召喚術のようなものだろうと勇悟は結論付ける。

　となれば、この後待っている展開は──

「いやいやいや、絶対に無理です」

「え？」

　勇悟の突然の言葉に、ソレイユが形のいい眉まゆを顰ひそめる。

「だって俺、なんの特技もない普通の浪人生ですよ？　高校は帰宅部だったし運動も得意じゃない。ましてや戦闘能力なんて皆無に等しい。どう足あ掻がいたところで、俺には強大な魔物を倒したり、囚とらわれの姫を魔王から助けたりするなんてできっこないよ！」

「…………」

　確信をもって告げられた勇悟の言葉に、ソレイユは暫しばし呆ほうけていたが、

「クスクス、大丈夫ですよ」

　口元に手を当てて上品に笑うと、諭さとすように勇悟に話す。

「スメラギ様は、間違いなくわたくしの求めるお力を持っています」

「お、俺を買ってもらえるのはありがたいですが、その根拠は？」

「はい、根拠はスメラギ様がわたくしの望む者、だからです」

　そう言うとソレイユは右手の甲を、勇悟に見えるように掲げる。

　ソレイユの右手の甲には、水すい滴てきのような痣あざが三つ、放射状に広がるように刻まれていた。

「これは、召喚に成功した者に刻まれる痣なのですが、スメラギ様にもこれと同じ痣が刻まれているはずです」

「え？　あっ、本当だ!?」

　ソレイユの言葉に従い、勇悟が自分の右手の甲を見てみると、そこにはソレイユと同じ三つの水滴の痣が刻まれていた。

　これがあるからこそ、ソレイユたちと普通に会話できるのだと言う。

「そうか……エリスが俺を見て望む者だと気づいたのは……」

「ユーゴの右手に主と同じ痣があったから、というわけだ」

「なるほど……でも、俺はどうしてあんなところに召喚されたんだろう？」

　漫画やアニメなどでよく見る異世界への召喚は、召喚した者の傍そばに呼び出されるのが普通だと思われる。時々、事故などで思わぬところへ飛ばされるという話もあるようだが、勇悟もその口だったのだろうか？

「そ、それについては大変申し訳ありませんでした」

　ソレイユは深く頭を下げると、勇悟が遠く離れた地に呼び出された理由を話す。

「実は、わたくしの目の前に召喚する予定だったのですが、どうやらスメラギ様が物凄い速さで移動していらしたようで……予定していた場所とはだいぶ離れた場所に召喚されてしまったんです」

「ああ……」

　その言葉に、勇悟は得心がいったように頷き、肩の力を抜く。

　つまり、電車で移動している最中に召喚されてしまったので、予定されていた位置よりだいぶ離れた場所に呼び出されてしまったようだ。

「幸いにも召喚された場所はこちらで把握していましたが、夜遅くにあのようななにもない場所に突然呼び出されて、さぞ怖い思いをされたでしょう？」

「え、ええ。とりあえず狼に出くわさなくて良かったです」

「狼……ですか？　この辺りで狼が出るなんて話、聞いたことありませんが……」

「ええっ!?　そ、そんな、確かに狼が出るって……」

　勇悟が慌てた様子でソレイユの後ろに控えるエリスを見やる。

「……そんなことを言ったかもしれんな」

　目を向けられたエリスは、ぶっきらぼうにそう答えると、気まずげに視線を逸そらす。

　どうやら、あの時のエリスの言葉は噓うそであったようだ。

「ま、まあ……こうしてソレイユ様と出会えたからよかったけどね……」

「も、申し訳ありません。エリスには後で言っておきますから」

「いえ、大丈夫ですから。それよりも本題をお願いします」

「……わかりました」

　ソレイユは再度頭を下げると、居住まいを正して真しん摯しな態度で話しだす。

「スメラギ様、お願いします。どうかわたくしが治めるこのグランマート王国、シャルール地区が再び活気を取り戻せるよう、半年後の決算までに地区が抱える借金を返せるように、お知恵を貸していただけないでしょうか？」

「ちょ、ちょっと待った！」

　申し訳ないと思いつつも、勇悟はソレイユの話に割って入る。

「地区を治めているって……ソレイユ様が？」

　見た目と態度から、庶民とは違う身分、貴族であることは薄々感付いていたが、まさか地区の代表だとは思っていなかった。

「……もしかして、ソレイユ様って俺より年上だったりします？」

「無ぶ礼れい者もの！」

「あだっ!?」

　勇悟の質問にソレイユが答えるより早く、エリスが反応を示す。

「我が主は、今年で御年十三になられる淑女だ。そんなこと一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。それを自分より年上とは……このっ、痴しれ者ものが！」

「ヒッ!?　す、すみません」

「女性に対してそのような侮ぶ辱じよく、謝って済む問題では……」

「エリス、控えなさい！」

　憤ふん懣まんやる方ない様子のエリスを、ソレイユが声を上げて諫いさめる。

「スメラギ様は、わたくしたちの事情も、この世界の情勢もなにも知らないのです。ですから思いもよらない齟そ齬ごが生じることも十二分に考えられます。その度にエリスが癇かん癪しやくを起こしては、まとまる話もまとまらないじゃないですか」

「そ、そうですね。一騎士に過ぎない私ごときが出過ぎた真似でした」

　ソレイユに咎とがめられ、エリスは何度も頭を下げて謝罪の言葉を口にする。

　エリスが自分より遙かに年下のソレイユに平へい身しん低てい頭とうで謝る姿を見て、勇悟はソレイユが本当に地区の代表なのだと思うようになった。

　ソレイユはエリスを「これ以上はめっ、です」と可愛く諫めると、勇悟に笑いかける。

「すみません。普通に考えたら、わたくしみたいな小娘が代表なんておかしいですよね？」

「いえ、そんな……」

「気にしないでください。批判には慣れていますので」

　何度も同じ憂うき目めに晒されているのか、ソレイユは悲しそうに微笑ほほえむと、自分が代表になった経けい緯いを話す。

　ソレイユが代表を務めているのは、グランマート王国にある五つの商業地区の一つ、シャルール地区である。

　グランマート王国は、巨大な河川、リヴァーレ河のほとりにある自然豊かな国で、その恩恵に預かろうと人が集まり、街道が整備され、近くに巨大な河川があるということで海運も発達。やがてその交通の利便性から流通の拠点となった国だ。

　物が、人が集まる巨大都市となったグランマート王国は、商人たちにとって大きなビジネスチャンスが得られる地となり、各地から商業拠点を作りたいという申し出が出てくる。そうしてやってきたのがシャルール、バリエンテ、クァンダル、ノーヴル、アンブルの五つの地の商会で、それぞれの商会はグランマート国王から商業地区を与えられ、そこでグランマート国内に住む人々、この地にやってくる行商人、世界を流浪する旅人相手に商売をすることとなった。

　そうやって互いに切せつ磋さ琢たく磨ましながら商業地区を発展させてきたのだが、徐々に五つの商業地区に実力差が出始めてきた。

　しかも、一つの地区だけ、一際後こう塵じんを拝はいするようになってしまったのだ。

　その問題の地区こそが、このシャルール地区だという。

「シャルールの商人は、北の出身のせいか、奥手で人と争うのが苦手な方が多いのです。雪の中で争いなんて起きたら、皆、あっという間に死んでしまいますからね」

　ソレイユは困ったように眉根を寄せると、諦てい観かんしたように笑う。

　このままでは地区の存亡にかかわると、事態を重く見たソレイユの父親は、状況を打開するために昼夜を問わず働き、金策のために各地へ奔走した。しかし、いくら働いても結果は出ず、むしろ金策の際に借りた借金がみるみる増えていく一方だった。

　さらには国王に無理を言って召喚の儀式まで執り行ってもらったのだが、ソレイユの父親は誰の召喚にも成功しなかった。

　その結果が、さらにソレイユの父親を追いつめることになる。

「その時のお父様は見ていて本当に辛かったです。顔色は常に悪く、些さ細さいなことで怒りを露にして周りに当たり散らしていました。そうすることで、さらに評判が悪くなり、自分が追い詰められていくことにも気づけずに……」

　だが、それでもソレイユの父親は諦めてこの地を去るという選択だけはしなかった。

　それは、このシャルール地区に住む全ての商人を路頭に迷わせ、北の祖国の地位を貶おとしめることになるからだ。

　だが、事態は一向に改善することなく、最悪の結末を迎える。

「ある日、わたくしが食事を持っていくと、すでに冷たくなっていたお父様を見つけました」

　死因は極度の過労、ということだった。

　地区のトップの死亡に、シャルール地区は今度こそ本当に終わりかと思われた。

「ですが、エリスが商人の皆さんに必死に地区の存続を呼びかけ、お父様の娘であるわたくしを地区の代表に推すことでどうにか一つにまとめて下さいました」

「代表に推すって……それで他の人は納得したのですか？」

「……納得もなにもないだろう」

　勇悟からの質問に、エリスが感情を押し殺した声で告げる。

「ここが商人のための特区だとしても、代表になるにはそれなりの身分が問われる。主の御母上は、主をお産みになって直ぐに亡くなられ、ご兄弟は他にいないのだ。なれば、主が後を継ぐのが道理だろう」

「だからって……こんな年端もいかない少女に任せるより、他に適任の人物を本国から呼んだりしなかったのですか？」

「それこそ無理な話だ。地区が抱える借金を今期の決算までに返済できなければ、この地区は、貸元であるバリエンテ地区に併へい合ごうされることになっているのだ。こんな沈みゆく船の舵を今さら取りたがる人間が他にいると思うか？」

　自分でそう言いながらも、エリスは唇を引き結んでソレイユに深々と頭を下げると「言葉が過ぎました。申し訳ありません」と謝罪の言葉を口にした。

　エリスの忸じく怩じたる思いが痛いほどわかるのだろう。ソレイユは部下の非礼を責めることなく気丈な態度で勇悟を見据えると、話を進める。

「そういうわけです。もはや本国はわたくしたちを見捨てたも同然。ですが、わたくしは……わたくしたちは、このシャルールを諦めたくないのです。生まれ育ったこの地に、お父様が必死になって守ろうとしたこの地に、もう一度花を咲かせたいのです！」

　言葉に相当熱が籠こもっていたのか、ソレイユは知らぬ間に流れていた涙をハンカチで上品に拭うと、改めて頭を下げる。

「どうか……お願いします。スメラギ様のお力をどうかわたくしたちにお貸し下さい」

「私からもお願いする」

　ソレイユの隣に立つエリスもまた、頭を下げて勇悟に願い出る。

「…………」

　頭を下げ続ける二人を見て、勇悟はどう答えていいかわからず、困惑していた。

　この世界に召喚された要因は、ソレイユの願いと自分の願いが一致したからだという。

　そう言われて思い当たることがなにもない、といえば噓になる。

　数時間前、駅で自分の力を試させて欲しいと叫んだばかりだからだ。

　しかし、あれだけ父親に啖たん呵かを切ったにも拘かかわらず、父親から任された店を無責任に放り出して別の案件に従事できないのが、住良木勇悟という人間だった。

　まだ明確な答えを出せない勇悟は、戸惑いながら口を開く。

「その……少し時間をもらってもいいですか？」

「そ、そうでしたわね。突然、こんなことを言われても困りますよね」

　ソレイユは性急に結論を求め過ぎたことを謝罪すると、今夜はこの屋敷で休むように勧める。

　しかし、勇悟が欲しいのはただの時間ではなかった。

「あの……申し訳ないんですけど、一度、家に帰ってもいいですかね？」

「えっ？」

　その質問に、途端に泣きそうになるソレイユを見て、勇悟は慌てた様子で話しかける。

「い、いや、別に断るとかそういうんじゃなくてですね……俺としても受けたい気持ちはあるんです。ですが、今、あっちの世界で任されてる仕事があって、それを途中で投げだすわけにはいかないので、一度帰ってせめて事情だけでも話しておきたいのです」

　筋だけは通しておくのがせめてもの道どう義ぎだと思って告げた勇悟の気持ちだったが、対するソレイユたちの表情は優れなかった。

「あの……大変申し上げにくいのですが」

　意を決したようにソレイユが告げる。

「スメラギ様の願いを叶えて差し上げたいのは山々なのですが、今すぐの一時帰還は、難しいのです」

「ど、どうしてですか？　も、もしかして、もう帰れないのですか!?」

「い、いえ……そういうわけではないです」

　思わず青ざめて立ち上がる勇悟を、ソレイユが落ち着くように促す。

「ご心配なさらずとも、スメラギ様が望まれれば、いつでも帰れます。ですが、スメラギ様が帰ってしまうと、もう一度こちらに来ていただくのが非常に困難なのです」

　ソレイユ曰いわく、この召喚術は誰にでも行えるものではなく、召喚の目的などの精査のため領主以上の貴族が、その国の王の承認を得て初めて執行が許される特別な術法となっている。

　さらに、儀式を行うための条件が厳しいという。星の配置や月の満ち欠けはもちろん、気温から時間までありとあらゆる条件が揃わないと儀式が行えないのだという。

「しかも、この召喚術にはある欠点があるのです」

「欠点……ですか？」

「はい、条件が揃いしだい、儀式は幾いく度どとなく行われているのですが、その……成功する可能性が非常に低いのです」

「ど、どうして……」

「この召喚術は召喚をする人、される人、双方の願いが一致しなければ成功しないのです。しかも、その願いはとても純粋で強い願いでなければ駄目なのです」

　多くの人は、願う力が足りない、もしくは同じだけの願いを持った人がいないせいで召喚が上手くいかないらしい。

　顔も合わせたことのない二人がお互いを強く望むことで成功する召喚術。これこそが望む者と呼ばれるようになったゆえんというわけだった。

「今回、わたくしがスメラギ様を召喚できたのも、まさに奇跡なのです。再び召喚の儀式を行っても、スメラギ様をお呼びできるか……それどころか、誰も召喚できない公こう算さんの方が大きいのです」

「そう……だったんですか」

「……そんなにお気になさらないでください」

　苦く悶もんの表情を浮かべている勇悟に、ソレイユがことさら明るい声で告げる。

「無理を言っているのは重々承知しています。スメラギ様には、スメラギ様のご都合があるでしょうから、わたくしたちのことはお気になさらず、ご自身の思うように行動なさってください」

「ソレイユ様……」

「さあ、もうすっかり遅くなってしまいました。これ以上の話は明日にしましょう」

　ソレイユは手を叩いて話を打ち切ると、部屋から退出するために立ち上がる。

「あ……」

　立ち去ろうとするソレイユに、このままなにも言わずに見送るのは失礼だと思った勇悟は、反射的に立ち上がって声をかける。

「あのっ!?」

「はい、なんでしょう？」

　ソレイユは、先程の会話などなかったかのように、にこやかな笑顔で振り向く。

　その笑顔に、すっかり毒どく気けを抜かれてしまった勇悟は、

「その……おやすみなさい」

　それだけ言うのが精一杯だった。

　勇悟の思わぬ一言にソレイユは一瞬、面食らったような顔をしたが、

「はい、おやすみなさい。良い夜を」

　微笑を浮かべ、優雅に一礼すると、粛しゆく々しゆくとした足取りで応接室から退出していった。




「ふぅ……」

　濡れた髪を乾かした勇悟は、溜息を吐くと寝室に設しつらえられたベッドに身を投げる。

　エリスに案内された寝室は、一人では持て余す程に広い空間に、一目見ただけで高価なものと分かる調ちよう度ど品ひんが設えられ、さらに浴室やトイレまで備え付けられている、寝室というより一流ホテルのスイートルームのような部屋だった。

「…………広過ぎて全然落ち着かないな」

　庶しよ民みんである勇悟にとってこの部屋は余りにも身の丈に合わないもので、普段生活している六畳間の部屋と、硬い安物の布団がこんなにも恋しくなるとは思わなかった。

　だが、今はそんな事を気にしている場合ではない。

　ソレイユからの依頼を受けるか否かの結論を、早急に出さなければならないのだ。

「あ～もう、どうしたらいいんだ！」

　気持ちとしては、ソレイユを助けたい。あんな可か憐れんな少女に助けを求められてなんとも思わない男なんていないだろう。それに、この街で自分の力が通用するかを知りたいという気持ちもある。そもそも勇悟がそれを望んだからこの世界に召喚されたのだ。

　だが、ソレイユの手助けをするという事は、店の人たちに黙って何日も姿を消すという事になる。それで勇悟の評価が下がるのは仕方ない。だが、勇悟に後を任せた父親が、勇悟の身勝手な判断のせいで従業員の人からの信用を失うかもしれない。そう思うと、簡単に結論を出せないでいた。

　そんな今後の方策に勇悟が唸うなり声を上げながら頭を捻ひねっていると、

「うわっと!?」

　なにか硬いものがお尻に当たる感触に、勇悟は思わず飛び起きる。

「……ってなんだ。スマホか」

　いつの間にかズボンのポケットからスマートフォンが落ちていたようだ。

　勇悟はスマートフォンを拾い上げると、いつもの癖くせで画面を開く。

「あれ？」すると、一件のメールが着信しているのに気づいた。

　まさか、異世界に飛ばされたはずなのにメールの着信が、と思って中を開いてみると、父親からのメールだった。

　着信した時刻を見てみると、勇悟と話をした数分後のメールのようだ。つまり、このメールはこの世界に来る前に着信したことになる。

　あんな電話の切り方をしてしまった以上、あまりメールを見る気がしないのだが、無視するのもどうかと思い、勇悟はしぶしぶながらメールソフトを起動する。

　そこに書かれていたのは、想像していたものとは随分違っていた。

　簡かん潔けつに言うと、それは父親から勇悟への激げき励れいの言葉だった。

　やりたい事をやらせてもらえない。その口惜しい気持ちは十分理解できる。もし、勇悟が本気で家を出て、自分のやりたいことをやるのであれば、それを全力で応援してやる。店のこともこっちで処理しておいてやるからなにも心配する必要はない。

　ただ、一度家を出たら、自分が決めた目標を成し遂げるまで、再び家の敷しき居いを跨またぐことは許さない。それだけの覚悟がないのならば、おとなしく店長代理としてはなまるスーパーマーケットで働き、大学進学を目指すこと。

　そして最後に、勇悟の真面目さは買っているが、いつも肝心なところで詰めが甘いところを心配している。そのせいで受験も失敗したのだから、そのことをしっかりと自覚して、先を見据えて行動しろと結んであった。

　メールを読み終えた勇悟は、スマートフォンの電源を切ると、無む造ぞう作さに放る。

「…………フン、だったら最初から素直にそう言えばいいだろ」

　父親の話に耳を貸さず、感情だけで散々喚き立てた勇悟が言えた義理ではないのだが、どうやら父親は勇悟の気持ちを汲み取ってくれたようだ。

「となると後は、俺しだい……というわけか」

　異世界に召喚されるほど懇こん願がんした店の責任者になれるチャンスだ。大学に進学するのも大事だが、ここでソレイユの頼みを断ったら、次に同じようなチャンスが訪れるのは何年先になるかわからないし、もしかしたら永遠に来ないかもしれない。

「そうだ、これはチャンスなんだ。俺の力がどれぐらいのものか、俺の案が通用するかどうか試す絶好の機会じゃないか」

　勇悟は犬けん歯しを剝き出しにして笑うと、ベッドの中に潜り込む。

「借金なんてあっという間に返して、俺の力がどれほどのものか見せつけてやるよ」

　勇悟は、どこか遠い地で勝手気ままに振る舞っているであろう父親に、一方的に宣せん戦せん布ふ告こくすると、明日に備えるために眠りにつくことにした。













「本当に、我がシャルール地区のためにお力を貸していただけるのですか？」

　翌朝、朝食の席で協力を申し出た勇ゆう悟ごの話を聞いて、ソレイユの顔に喜き色しよくが浮かぶ。しかし、すぐに表情を曇らせると、探るように勇悟に尋たずねる。

「……ですが、本当によろしいのですか？　元の世界でお仕事があるのですよね？」

「それについては大丈夫です」

　ソレイユからの質問に、勇悟は爽さわやかな笑みを浮かべて答える。

「昨日の夜、俺が本当にやりたかった事がなんなのかを、もう一度考えてみたんです。そしてそれは、俺がいた世界ではチャンスすら与えてもらえないのです。ソレイユ様の願いに応えることだけが、俺がやりたい事を叶えられる唯ゆい一いつの方法だと気づいたんです」

「スメラギ様……」

「ハッキリ言いますと、俺は未熟者です。ですが、やるからには全力を尽くして、必ずや地区が抱える借金を返してみせます。ですからどうか俺をここで使って下さい」

　そう言うと、勇悟は深々と頭を下げる。

「……わかりました。スメラギ様の言葉を信じます」

　頼もしい言葉にソレイユは大きく頷うなずくと、勇悟の傍そばまで歩み寄って手を取る。

「こちらこそ、どうかよろしくお願い致します。我が地区を、スメラギ様の手しゆ腕わんでどうか導いて下さい」

「お任せください。どうせなら、この地区をこの国で一番の地区にしてみせますよ。やるなら徹底的に、です」

「フフッ、期待していますよ」

　力こぶを作って豪ごう快かいに笑う勇悟を見て、ソレイユは慈母のような笑みを浮かべた。




「さあ、それでは朝食に致しましょう」

　ソレイユが卓上にあったベルを鳴らすと、部屋の中にメイドが入って来て朝食を並べていく。

　出された料理は、手作りのパンにジャガイモと燻くん製せいにした豚肉。味付けは塩と香こう辛しん料りようのみという非常にシンプルなものだった。机の上にはバターとハチミツ、それとトマトで作られたであろう赤いソースがあり、これらはお好みで、ということらしい。

　部屋中に立ち込める良い香りに、勇悟は思わず溢あふれてきた唾つばを飲み込む。

「……それでは、いただきます」

「はい、お召し上がりください……お口に合うといいのですけど」

　ソレイユが心配そうに見つめる中、勇悟はジャガイモにトマトソースを少し垂らし、フォークで突き刺して口へと運ぶ。

　ただの芋を蒸かして塩をまぶしただけの料理、そう高を括くくっていたのだが、

「──っ!?」

　一回咀そ嚼しやくした瞬しゆん間かん、勇悟は驚きで目を見開いた。

　まず、味が今まで食べてきたどのジャガイモよりもクリーミーで濃厚なのだ。それでいて味に嫌な癖くせがなく、咀嚼する度にジャガイモに含まれるデンプンが糖に変わるのか、深い甘みが口の中いっぱいに広がり、思わず頰ほほが緩むのを自覚する。

「…………美味しい」

　口に物を入れたまま喋るのは失礼だとわかっていても、そう言わずにいられなかった。

「そうですか、よかったです」

　嬉しそうな勇悟を見て、ソレイユの顔が綻ほころぶ。

　笑顔のソレイユを尻目に、勇悟は目の前の料理を次々と口に運ぶ。そのどれもが信じられないくらい美味しく、味付けは塩だけで充分だった。

　料理の余りの美味しさに、勇悟の体がもっと、もっと食べるように訴えかけてくる。

「あ、あの……これ、もっと食べても？」

　勇悟からの質問に、ソレイユは口に手を当てて上品に笑う。

「クスッ、はい、もちろんです。どうぞ遠慮なくお召し上がり下さい」

「で、では、遠慮なく……」

　勇悟はゴクリと喉のどを鳴らすと、残った料理に手を伸ばし始めた。




　朝から大量の食べ物を平らげた勇悟は、膨ふくれたお腹を擦さすりながらまずは現状を知りたいとソレイユに申し出て、シャルールの商業地区へと出向くことにした。

　街の中の治安は、小さな子供が一人で出歩いても大丈夫なくらい良いそうだが、万が一を考えてエリスが同行してくれた。

　ソレイユの屋敷を一歩出たところで、勇悟は思わず感かん嘆たんの溜ため息いきを漏らす。

「……凄いな」

　昨日は暗闇だったので気づかなかったが、レンガが敷かれた道に等間隔に植えられた街路樹、左右に見える家々も、細やかな装そう飾しよくが目を引く屋敷と呼ぶに相応しい造りをしていた。

「も、もしかして、この世界の人々って皆あんな家に住んでいるのか？」

「フフッ、そんな訳ないだろ。この国は王が御お座わす城を中心に、それを囲むようにここ、貴族が住む貴族街が、そして、貴族街の外に我がシャルール地区を始め、商業地区がある平民街と呼ばれる地域が広がっているんだ」

「そうなんだ……」

　エリスの案内に従って首を巡らせると、ソレイユの屋敷を遙かに上回る大きさの、城と思われる巨大な建築物が見えた。

　あれほどの巨大な建築物に住む王とは、一体どんな人物なのだろうか。疑問に思った勇悟は、エリスに聞いてみることにする。

「……ちなみにこの国の国王ってどんな人なの？」

「うむ、それなのだがな……実は、一度も拝はい謁えつしたことがないのだ」

「えっ？　ないの？」

　勇悟の疑問に、エリスは大きく頷く。

「うむ、ない。どうやら王はかなり気難しい人のようでな……王の姿を見たことがあるのは、それぞれの地区の代表と側近のみらしいのだ」

　他にもグランマート王は、実は極度の人見知りだとか、過去に人前に出られなくなるほどの大おお怪け我がを負ったとか、見るだけで人に恐怖を与えるような強こわ面もての偉い丈じよう夫ふであるとか、人前に出ないのをいいことに、あることないこと様々な噂があるという。

　それでもこの国をしっかりとまとめ、地区の代表からは絶大な支持を得ているのだから、その手腕は中々のものだそうだ。

「いずれにせよ私たちの与り知らぬことだ。それより今は先を急ごうではないか」

「……そうだな。行こうか」

　勇悟は小さく嘆たん息そくすると、シャルール地区へと向けて歩きはじめた。





　　　　　※






　貴族街と平民街を隔へだてるゲートを通過すると、貴族街の絢けん爛らん豪ごう華かな屋敷とは打って変わり、石や木で造られたシンプルなデザインの家が所ところ狭せましと並ぶ住宅街が広がる。さらに進むと目的地であるシャルール地区、白で統一された石造りの町並みが見えてきた。

　商業地区の目抜き通りへと勇悟を連れて来たエリスは、開店準備をしている店主たちをちらっと見ながら口を開く。

「それで、これからどうするつもりだ？」

「今日一日は、街を視し察さつしようと思う。後、他の地区、できれば残りの四つの商業地区、全てに足を延ばしてみたい」

　他の地区、と聞いてエリスが眉まゆ根ねを寄せる。

「どうして他の地区にも行く必要があるのだ？　視察ならここだけでも十分だろう」

「いや、それだけじゃ駄目だ。この街の経営が上手くいっていないなら、なにが駄目なのかを知る必要があるんだ。そのためには、他所の視察は必須だよ」

　強い口調で勇悟が言い切るが、エリスはどこか浮かない表情のままだった。

「だ、だが、それは卑ひ怯きようではないのか？　私はそれぞれの地区の関係を、互いに高め合う好敵手だと思っている。だからこそ正々堂々と商売を行い、人の腹を探るような疚やましいことはすべきではないと思うのだ」

「なるほど、それがエリスの考えなんだね？」

　勇悟からの問いに、エリスは力強く頷く。

　まさに騎き士し道どう精せい神しんを重んじる、質しつ実じつ剛ごう健けんなエリスらしいと勇悟は思った。

「エリスの考えは騎士としては立派だけど、商人としては失格だよ」

「むむっ……では、立派な商人とはどのような商人なのだ？」

　エリスからの質問に、勇悟は人差し指を立てて持論を展開する。

「これは親父からの受け売りだけどね。商売で一度ついた優劣を覆くつがえすのは、生なま半はん可かなことではないんだ。それこそ、命を懸けて必死に努力したところで覆すことができず、廃業するのも珍しいことじゃない。だから商売を続ける上で大切なことは……」

「……大切なことは？」

　エリスからの質問に、勇悟は深呼吸を一つしてから告げる。

「プライドを捨てること。そして、どれだけ罵ののしられようとも、馬鹿にされようとも、生き残るためならどんな手も使う。時に泥水を啜すする事も厭いとわないしたたかさが大事なんだ」

「プライドを捨てる……時には泥水を啜る……だと。まさか、そんな人に後ろ指をさされるようなことを平然とするのが、商人の正しいあり方だとでも言うのか？」

「うん、まさに騎士道精神とは正反対の精神だね」

「むむぅ、ユーゴが言うなら……だがしかし、それでは私の騎士としての理念が……」

　勇悟の言葉を聞いたエリスは、渋面を作って唸うなりはじめる。

　自分の信念を曲げるのがよっぽど許せないのか、頭を抱えてしまったエリスを見て、勇悟は微び笑しようを浮かべながら提案する。

「じゃあさ、俺が商人として行動するから、エリスはそんな俺を騎士の立場からフォローしてくれないか？」

「なんだと？」

「俺はこの世界の事情についてまだよくわからないから、色々と行き過ぎちゃうこともあると思うんだ。だから、そうならないように監視して欲しいんだ」

「そ、そうか……そうだな！」

　得心がいったのか、エリスは大きく何度も頷く。

「わかった。ユーゴが疚しい事をできないよう、騎士である私がしっかり監視するから、ユーゴは商人として安心して視察してくれ」

「……お手柔らかに頼むよ」

　元気を取り戻したエリスを見て勇悟は大おお袈げ裟さに肩を竦すくめると、開店準備が整ったであろう店に向かって歩き始めた。




　最初に訪れた店は、地区の入り口付近にある青せい果か店てんだった。

　年季の入った外観の青果店は、壁の至る所にヒビが入っており、店内もこれといった照明がないせいか薄暗く、お世せ辞じにも食べ物を扱う店としては相応しくない。さらに品しな揃ぞろえも決して豊かとはいえず、仕入れた商品を適当に積んだだけだった。これではどんな良い商品を仕入れても、店が繁はん盛じようすることはないだろうと勇悟は思った。

　対策は後日に話し合うとして、勇悟は上下紺色の作業着に緑のエプロンを身に着けた店主に声をかける。

「こんにちは、少しお話ししても……って、うわっ!?」

　しかし、店主の顔を見た途端、勇悟は驚いて思わず飛び上がる。

「エ、エリス。こ、ここ、こここんなところに猛もう獣じゆうが!?」

　震ふるえる手で勇悟が指さす先には、勇悟より遙かに大きく、白い毛皮に黒い縞しま模も様ようが入った獣、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆとして指定されているホワイトタイガーがいた。

　勇悟の声に反応して振り向いたホワイトタイガーは、黄色い目で勇悟たちを見据えると、のっそりと立ち上がる。

　ネコ科独特の射い抜ぬくような鋭い瞳ひとみと、口の端から覗く鋭い牙を見て勇悟は戦せん慄りつを覚える。そのまま後あと退ずさりしてエリスの背中に隠れると、怖こわ々ごわと彼女に声をかける。

「は、早く、その腰の剣であいつをどうにかしてくれ！」

「落ち着けユーゴ、ってこら!?　どこを触っている！」

　腰にしがみつきながら喚く勇悟に、顔を真っ赤にしたエリスが怒ど鳴なる。

「よく見ろ！　こいつのどこが猛獣だっていうんだ！」

　エリスは勇悟の顔を摑つかむと、力任せに前へと引っ張りだす。

「や、やめろ！　いくらホワイトタイガーが絶滅危惧種だからといって……」

「よう、もしかしてあんたが、ソレイユ様が召しよう喚かんしたっていう異世界の人間か？」

　勇悟が顔を上げると、ホワイトタイガーが愛あい想その良い笑顔で話しかけて来た。

「……へ？」

「俺はこの店をやってる白びやつ虎こ族ぞくのシルドラって言うんだ。ヨロシクな」

　よく見るとつぶらな瞳を持ったシルドラと名乗ったホワイトタイガーは、身に着けている緑のエプロンの裾すそで手を拭くと、勇悟に手を差し出す。

「へっ？」

　差し出された手を見て、勇悟は一瞬どうしたらいいのか、わからなかった。完全に捕食されると思った猛獣から、まさか友好的な対応をされると思っていなかったからだ。

　話を聞く限りこのホワイトタイガー、白虎族のシルドラはこの店の店主らしい。

　肉食動物である虎が野菜を取り扱うのはいかがなものかと思ったが、それよりも出され続けている手を握り返さねばと思い、勇悟は震える手でどうにか手を握り返す。

「ど、どうも……」

　握あく手しゆの仕方や目の動きで勇悟の疑問を察したのだろう。シルドラがなにか得心がいったかのように頷くと、勇悟に質問する。

「兄ちゃん、俺みたいな亜あ人じん種しゆを見るのは初めてか？」

「あっ、はい……初めてです」

　勇悟が素直に告げると、

「そうか、やっぱりな」

　シルドラは大きく頷いて、胸に手を当てて改めて自己紹介を始める。

「俺は虎型の亜人種の一つで、白虎族という種族の者だ。見た目は虎と似てはいるが、中身はあんたのような人と殆ほとんど変わらない。もちろん、趣しゆ味みや嗜し好こうも人のそれと変わらない。当然ながら野菜だって食う。俺が青果店をやってるのも、そういう理由だ」

　だが、それでも全てが人間と一緒、というわけではないらしい。

　例えば、白虎族は人よりも優れた腕わん力りよくを備えてはいるが、代わりに瞬しゆん発ぱつ力りよくや持じ久きゆう力りよくは普通の人よりも劣る。他にも犬型の亜人は鼻がよく利いたり、馬型の亜人は速く長い距離を走れたりと、その動物の特徴をそのまま引き継いでいるらしい。しかし、その特徴は本物の獣と比べるとかなり劣るので、基本的には普通の人との差異は僅かだという。

「まあ、この世界には俺みたいな亜人種は結構いるんだが、獣扱いをされると、正直傷つくからやめてくれよ？」

「あっ、その……すみません」

　初めてシルドラを見た時の反応を思い出した勇悟は、居住まいを正すとシルドラに改めて向き直る。

「初対面にも拘わらず無礼な態度を取ってしまい、申し訳ありませんでした。俺はソレイユ様からシャルール地区の復ふつ興こうを任されました住すめ良ら木ぎ勇悟と申します。名前が発音し辛かったら、どうぞ勇悟とお呼び下さい」

「お、おう。ユーゴだな。ヨロシク」

　突如として人が変わったかのように態度を豹ひよう変へんさせた勇悟を見て、シルドラが冷や汗を流す。

「そ、それで、今日はこの店になんの用で？」

「今日は視察です。まずは皆さんの仕事の様子など、色々と見させてもらうつもりです。特になにかをお願いすることはないですから、いつも通り仕事をなさって下さい」

「いつも通り……といっても、後は客が来るかどうかの話だからな」

　すでにやることは全てやった。そう示すようにシルドラは両手を上げると、店の奥から椅い子すとなにやら箱を引っ張り出してきて椅子の上に座る。

「まあ、客が来るとしても、当分先だろうがね」

　この時間は余程やることがないのか、シルドラは椅子の上で大きな欠伸あくびをすると、箱から細長い木片を取り出して手際よく削り始める。

「ああ、これ？　店だけじゃ稼ぎが少ないから内職やってんの」

　この木片は、削った先に馬の毛を植えて歯ブラシにするのだという。シルドラは他にも籐で籠かごを編んだり、糸を巻いたりなど、様々な内職を行っているという。

「…………」

　そのやる気のない態度にシルドラを叱しつ責せきしたくなる勇悟だったが、今日は視察に徹するのだと自分に言い聞かせ、改めて青果店の中へ向き直る。

「シルドラさん、このお店の商品はどこから仕入れているのですか？　やはり、それぞれの地区で独自のルートとかあったりするのですか？」

「いや、仕入れは基本的に市場からの買い付けだ。他にも特定の農家と提てい携けいしている地区もあるみたいだぜ」

　その他にも行商人が遠くの地区から持ってくる各地の特産品や、地区毎で生産された工芸品、自国から取り寄せた衣料品などもあるが、食料品に関しては、殆どの商品が市場から仕入れられているという。

「なるほど……」

　仕入れ先が同じなのに、地区毎で結構な差がついているのは衝撃的だった。商品の質に差が少ないのであれば、普通は自分の家から近い場所で買うような気がするが──

（まあ……その理由は、なんとなくわかるような気がするけどね）

　今は問題を指摘するよりも、少しでも状況を打破する材料を見つける方が先決だと思った勇悟は、近くにあった商品を指差しながらシルドラに尋ねる。

「……ところで、ここにある商品をどれか一ついただいてもいいですか？」

「え？　あ、ああ。どうせ売れ残るから一つと言わず、二つでもいいぞ」

　シルドラは商品を一つ、真っ赤に熟れたトマトのような野菜を勇悟へと渡す。

「これは？」

「それはトラムというこの国で最もポピュラーな野菜だ。そのままか、煮込んでソースにするのが主な食べ方だ。収しゆう穫かく時じ期きになると、どの家でもこいつを使って一年分の自家製ソースを作るもんだ」

「ああ、あれか」

　朝食をいただいた時、食卓の上にも赤いソースが置かれていたのを勇悟は思い出す。

「それじゃあ、いただきます」

　そのまま食べられるというシルドラの言葉に従い、勇悟は真っ赤な果肉を口に含む。

　トラムを一口齧かじると、中から果汁が溢れてきて口の中に独特の酸味と甘みが広がる。味としてはトマトに近いが、トマトよりも酸味が強く、より旨うま味みが凝ぎよう縮しゆくされたような印象だった。今朝食べたソレイユの食事もそうだが、この世界の食材は、勇悟が今まで食べてきたどの食材より味が濃厚で、旨味が段違いだった。

「……めちゃくちゃ美味しいじゃないですか」

「なにを言っているんだ。当たり前だろう」

　勇悟の呟つぶやきに、シルドラが目くじらを立てる。

「こんな身なりだが、野菜の目利きには自信があるんだ。常に最高の野菜を取り揃えている自信はある。だが、なぜか売れないんだ。毎日売れ残った商品を廃はい棄きしなければならない俺の気持ちがユーゴにわかるのか。ああん？」

「ちょっ……シルドラさん。近いです。あと、顔が怖い……ですって」

　凶悪な犬歯を剝き出して詰め寄ってくるシルドラに、勇悟は思わず後退る。

「むっ、す、すまない」

　恐怖で涙目になっている勇悟を見て、正気を取り戻したシルドラが謝罪の言葉を口にすると、がっくりを肩を落とす。

「……お話、ありがとうございました」

　どうにかそれだけ告げた勇悟は、なにか言いたげな顔をしてこちらを見ていたエリスを伴って青果店を後にした。




　シルドラの店から外へと出ると、他の店も続々と開店していた。

　しかし、肝心の商品を買い求める客の姿は全くなかった。

　決して人通りがないわけではない。ここはいくつかある城壁の出入り口から近い所にあるので、今の時間と夕方の人通りはそれなりらしい。

「そうか、人通りが全くないわけではないんだな」

　通り過ぎる人たちを眺めながら、勇悟は安あん堵どの溜息を吐つく。

　人が全く通らないのとそうでないのとでは、今後の対応が全く変わるからだ。

　今後の方策に一筋の光明が見えたような気がした勇悟は、エリスに明るく声をかける。

「それじゃあ、他の店も一通り調査したら、他所の地区へと足を延ばしてみようか」

「……了解した」

　エリスは真しん摯しな表情で頷くと、次の地区へと向かって歩きはじめる。

　その途中、精せい肉にく店てん、鮮せん魚ぎよ店てん、その他の店へとそれぞれ足を運び、シルドラに負けないやる気のなさに呆れる勇悟だったが、苦く言げんは呈ていせず挨あい拶さつだけして他の地区へと向かった。




　シャルール地区から徒歩で移動すること数十分、グランマート王国内では東に位置する商業地区は、入り口から見える景色から随ずい分ぶんと特徴的な地区だった。

　多くの家が石で造られ、中世ヨーロッパの色が強いシャルール地区とは打って変わり、この近辺は木造の家に屋や根ね瓦がわらといった一昔前の日本を彷ほう彿ふつとさせる地区だった。

　勇悟が寺院の入り口を思わせる巨大な朱しゆ色いろの門、商店街の入り口を呆ぼう然ぜんと眺めていると、エリスが隣に立って説明してくれる。

「ここが五つある商業地区の中でも常にトップを走る地区、クァンダル地区だ」

「これはまた随分と特徴的なところだね」

「クァンダル地区は、遙か東方から海を越えてやって来た者たちによって造られた地区で、あの建物は故国を再現したもののようだ」

「へぇ～、俺の生まれた国もこういう建物があるから、ちょっと親近感が湧くな」

　修学旅行で行った沖縄の首しゆ里り城じようを思い出し、勇悟は感かん慨がいに浸りながら朱色の門をくぐった。




　クァンダル地区へと足を踏み入れると、左右の店から威い勢せいのよい声が聞こえて来る。思わずそちらを見やると、主婦たちが商品を手に店主に詰め寄っている姿が見えた。

「凄いな。午前中からこの繁はん盛じようぶりはウチの店でも中々お目にかかれないな」

　どこか日本を彷彿させるクァンダル地区は、建物だけでなく、そこで働く人々の衣服も日本を思わせる服、着物だった。ただ、勇悟が時代劇で見るような着物より随分と派手な装そう飾しよくが施されている。特に女性の着物は、見る人の視線を釘付けにするのを狙っているのか、やたらと裾の短いものがあったり、腋わきの下が開いていたりと、目のやり場に困るようなデザインもあった。

　思わずいつまでも見ていたい衝動に駆られるが、ここはシャルール地区のため、自身の後学のためにもしっかりと視察させてもらおう。そう思った勇悟がエリスの方を見やると、なにか気になるものでもあるのか、頻しきりに辺りを見渡していた。

　一体、どうしたのだろうか。勇悟がエリスに声をかけようとすると、

「あれ、なんだか珍しい格好の人がいるね」

　それよりも早く、エリスに声をかける者がいた。

「……おやっ？」

　シックな色の着流しを着ている男は、エリスの顔を見て眉を顰ひそめる。

「あなたは確か……」

「ち、違う！　私は断じてシャルール地区の筆ひつ頭とう騎き士し、エリス・オネットではない！」

　突然声をかけられたことに余程焦あせったのか、エリスは自分の地位を大きな声で言うと、脱だつ兎との如く駆け出し、どこかへ行ってしまった。

　あっという間に走り去ってしまったエリスを見て、勇悟は呆れるしかなかった。

「……それじゃあ、自分の正体をバラしているようなものだろ」

「そうね、ちょっと雅みやびさに欠けるわよね～、ふぅ」

「え？　うわあっ!?」

　突然、何者かに耳に息を吹きかけられ、勇悟は慌あわててその場から飛び退く。

　耳を押さえ、赤面しながら相手を見据えると、そこには猫を思わせる切れ長の吊り目に、頭の上で髪の毛をひっつめた女性がニヤニヤとこちらを値踏みするように見ていた。

　しかもよく見ると、女性には普通の人間とは違う特徴があった。

　頭には天を仰ぐように伸びた三角形の尖った耳、お尻には長くピンと張った触り心地のよさそうなフサフサの尻尾、一見すると猫のコスプレをしているようにしか見えないが、この世界においては、コスプレはあり得ない。

　つまりこの女性は猫の亜人種であると思われた。

　勇悟が女性の体をまじまじと眺めていると、女性が蠱こ惑わく的てきな微笑ほほえみを浮かべる。

「ふふ～ん、あたしの体に興味あるの？」












「ええっ？　あ、いや……その、あなたは亜人……なのですよね？」

「あたし？　そうそう、あたしは家いえ猫ねこ族ぞくのホタル。ホタル・キューンっていうんだ」

　女性、ホタルはまるで花おい魁らんのように着崩した着物から零こぼれそうになっている胸を持ち上げるように腕を組むと、唇を一舐めして微笑む。

　勇悟より一回り小さいホタルが上うわ目め遣づかいで覗き込んでくるため、必然的にホタルの豊満な胸の谷間が目に飛び込んでくる。

　勇悟はホタルの胸を直視しないように気を付けながら彼女に質問する。

「お、俺になにか用ですか？」

「うん、実は君と話がしたいんだ。状況が逼ひつ迫ぱくしているシャルール地区がその進退を賭けて召喚したという異世界人である君と、ね？」

「いっ!?　マジで？」

「マジ、マジ。そのためにシャルール地区からずっと後を尾けてきたんだから」

　八や重え歯ばを見せて笑うホタルを見て、勇悟は背中に冷たいものが走るのを感じた。

　勇悟がこのグランマート王国に来たのは、つい昨日の話だ。あれから半日しか経っていないのに、ホタルは勇悟について随分と知っているようだった。

　さらに、

「シャルール地区の騎士様に会えたから話を聞きたかったのに、逃げられちゃったな」

　勇悟たちのもとへ、エリスに声をかけていた男がやって来る。

「まあ、今回は異世界人君だけでもいっか」

　男は驚きで固まっている勇悟の肩を乱暴に引き寄せると、口角を上げて爽さわやかに笑う。

「ねえ？　いいところ知ってんだけど、付き合ってくれないかな？」

「え？　あ、あの……ちなみに拒否権とかは？」

「うん、モチロン、ない」

　男は一方的に告げると、勇悟を無理矢理引ひき摺ずるようにして歩き始めた。

「大丈夫。痛くはしないからさ」

　ゆらゆらと尻尾を揺らしながらホタルがあっけらかんと言ってのけるが、全く信用できなかった。




「う、美味い……」

　出されたお茶を一口飲んだ勇悟は、目を大きく見開いてカップを凝ぎよう視しした。

　男たちに拉ら致ちされるようにして連れられて来たのは、クァンダル地区の路地を一本入ったところにあるお茶屋だった。

「こんなに美味しいお茶、初めて飲みました」

「そうか、そいつはよかった」

　勇悟からの手放しの賞しよう賛さんに、男ははにかむ。

　人数分のお茶を淹いれた男は、勇悟の正面に座って自己紹介を始める。

「さっきは無理矢理連れ出して悪かったね。僕はマサムネ・レクレス。そこにいるホタルと一緒にここ、クァンダル地区を拠きよ点てんに活動する新聞記者だ」

「今日は、新しく異世界から召喚された君に取材したくて話しかけたんだよ」

　そう言って二人は、胸に光る羽ペンを模したバッジを勇悟に示す。

　これが新聞記者だという証のようだった。

「そうだったんですか……」

　二人がちゃんとした身分の人だと知って、勇悟は安堵の溜息を吐く。

「それで、兄さんの名前は？」

「ああ、俺は住良木勇悟と言います。どうぞ勇悟と呼んで下さい」

「ユーゴ君ね……ちなみにどういう字を書くんだい？」

「あっ、はい……」

　マサムネに紙とペンを渡された勇悟は、スラスラと「住良木勇悟」と書いた。

　その字を見たマサムネとホタルは揃って首を傾げる。

「う～ん、見たことがない字だな。どうやらユーゴ君は本当に違う世界からやって来たみたいだね」

「文字を見ただけでそんなことわかるのですか？」

　勇悟の質問に、マサムネは「ちょっと待って」と言うと、店の奥へと消える。

　次に戻って来た時には、一ひと抱かかえもある紙の束がマサムネの手の中にあった。

「今、ウチではこれだけ新聞を出しているんだ」

　そう言って机の上に広げられた新聞は、七つあった。その全ての新聞が、勇悟が見たことがない字、それもそれぞれ違う字で書かれていた。

　これらの新聞は、字こそ違うが内容は全く同じだという。

　その理由を、マサムネが誇ほこらしげに語る。

「我々の言語は一緒だけど、文字は国によって違うんだ。この地へやってくる人は、望んでやって来る訳だけど、故郷を懐かしく思わないはずがない。だから僕たちは、色んな国の言語で新聞を書くことで、少しでも心の拠より所どころになれば、と思っているんだ」

「それは……素晴らしい考えだと思います」

　マサムネの考えを聞いた勇悟は、素直に賞しよう賛さんの言葉を述べる。

「だろ？　だからさ、ユーゴ君の世界の言葉も今度教えて欲しいんだ。多少時間はかかるだろうけど、必ず君専用の新聞を作ってみせるからさ」

「はい、是ぜ非ひとも」

　勇悟は大きく頷くと、マサムネから差し出された手をしっかり握り返した。

「な、なな、なななっ!?」

　すると、どこからか壊れたカセットテープのような奇妙な声が聞こえた。

　勇悟が何事かと思って目を向けると、エリスが真っ赤な顔をしてこちらを睨にらんでいた。

「エリス？」

　明らかに怒りの表情を浮かべているエリスを見て、勇悟は眉根を寄せる。

　エリスは地面を踏み抜く勢いで勇悟へ詰め寄ると、声を荒らげる。

「ユーゴ！　クァンダル地区の人間と仲良くするとはどういう了見だ！　まさか、我々を見捨てるつもりなのか!?」

「はぁっ!?　見捨てるってどういう事だよ？」

「惚とぼけるのか？　クァンダル地区の奴と親しげに会話して……しかも、握手までして、私の見てない所でなにか密約でも交わしていたのか!?」

「そんなわけないだろ。俺はただ……」

「まさか、祖国の雰ふん囲い気きに近いこの地区に惹ひかれたのか？　そ、そそ、それとも、そこの女の色香に惑わされて……わ、私だって胸には多少の自信があるんだ。も、もしユーゴが望むなら……ゴニョゴニョ……」

　自分で言っておいて恥ずかしくなったのか、後半は殆ど消え入るような声になるエリスを見て、席に座っている三人は、

「「「……はぁっ」」」

　揃って盛大に溜息を吐いた。




「な、なんだ。ユーゴの世界の文字を教えてもらいたかっただけなのか」

　マサムネから説明を受けたエリスは、ほっ、と胸を撫なで下おろした。

　だが、対する勇悟は不満げな様子を隠せないでいた。

「全く……少しは俺の事も信用してもらいたいんだけどね」

「す、すまない。私としたことが冷静さを失っていたようだ」

「まあまあ、ユーゴ君。エリスさんの気持ちも察してあげてよ」

　申し訳なさそうに謝罪するエリスを、マサムネがフォローする。

「性根を据えて召喚した人物が、いきなり他所に引き抜かれそうになっていたら、それは冷静でもいられなくなるよ」

「は、はあ……」

「そんなことより、さ」

　曖あい昧まいな返事をする勇悟に、マサムネがことさら明るい声で話題を変える。

「二人が今日、クァンダル地区に来た理由はなんだい？」

「はい、今日は、クァンダル地区の視察に来ました」

　マサムネからの質問に、勇悟はあっさりと本当の理由を告げる。

「俺は、この世界に来たばかりで詳しい情勢とか知らないですからね。全ての地区を廻ってできるだけ多くの情報を集められたらいいな、と思っています」

「つまりは……敵てき情じよう視し察さつというわけか」

　勇悟たちが来た理由を聞いたマサムネの雰囲気が一変する。

　それは隣に控えるホタルも一緒で、緊きん迫ぱくした気配に、辺りの空気がピンと張りつめる。

「…………クッ」

　誰もが沈ちん黙もくを貫く中、最初に沈黙を破ったのはマサムネだった。

　必死に我慢して来たものが、とうとう堪え切れなくなったように肩を震わせ、

「クッ、クククッ……ハハッ、ハーハッハッハッハッ!!」

　突然、堰せきを切ったように大声で笑い出した。

「そうか、あの頭の固い連中の集まりのシャルールに、他所の地区に視察に来るような立派な商人がとうとう現れたか」

　マサムネの予想外の反応に、エリスは戸と惑まどいを隠せないでいた。

「お、怒らないのか？」

「どうして？　商人ならば、相手の情報を入手するのは常じよう套とう手しゆ段だん、シャルール以外のどこの地区でもやっている当たり前の行為だ。視察はグランマートの法律でも禁止していないのに、それを行わないのはどうかしているだろ？」

「ど、どうかしている……」

　自分の信じていた道を真っ向から否定され、エリスは絶ぜつ句くしてしまう。

　青ざめて呆然と佇むエリスを無視して、マサムネが明るい声で話を切り出す。

「それじゃあ、せっかくだから我がクァンダル地区を我々が案内させてもらっていいかな？　情報を専門に扱う我々が、この街の商売の神しん髄ずいをユーゴ君に教えてあげるよ」

「え？　でも……いいのですか？」

　遠慮がちに質問する勇悟に、ホタルが気にするなと大きな胸を揺らしながら笑う。

「モチロン、あたしたちとしても、シャルール地区がこのまま衰すい退たいして撤てつ退たいとなってしまうのは残念で仕方ないわ。それに……」

「それに？」

「クァンダル地区がここまで繁はん栄えいできたのは、異世界人のお蔭だからね。だから、あたしたちは異世界人が現れたら、精一杯恩返ししなさいって言われてるんだ」

　ホタルの話によると、クァンダル地区で発行している新聞は、異世界から召喚された人によってもたらされた印刷技術を使っているという。これにより、大勢の人に情報が素早く、正確に伝えられるようになり、経済の発展に大いに貢こう献けんしたという。

「わかりました。それじゃあ、せっかくですからお願いします」

「任せて。クァンダルの魅力、たっぷり教えてあげるわ」

　ホタルは勇悟の腕にしな垂れるように体を預けると「行きましょ」と言って席を立つ。

　マサムネも移動する勇悟たちに追従するように移動を始めた。




　ホタルたちに連れて来られたのは、クァンダル地区内にある大きな広場だった。

「ここがクァンダル地区で今、一番のホットスポット、鉄板広場よ」

「て、鉄板？　なんだか独特の名前ですね」

　思ったより物騒なネーミングセンスに、勇悟は頰を引きつらせる。

　それにはマサムネも同意なのか、苦笑しながら話す。

「名前はともかく、ここがクァンダル地区の繁栄を象徴しているのは間違いないさ」

　そう言うと、この広場について説明してくれる。

　この鉄板広場は、クァンダル地区で買った肉や野菜といった食品を、広場に備え付けられた鉄板で焼いて食すことができる場だという。鉄板の使用料は無料で、さらにクァンダル地区で販売しているソースや香こう辛しん料りようも無料で使えるという。これが、鉄板広場が賑わっている最大の理由で、この施設を利用することで燃料代だけでなく、味付けのソースや香辛料の代金まで節約できるのだから受けられる恩恵は大きい。

　さらには、気に入ったソースや香辛料を買えるスペースもあり、そちらもかなりの賑にぎわいを見せていた。

「それは、不公平ではないのか？」

　説明を聞いたエリスが疑問の声を上げる。

「ソースや香辛料を無料で提供してしまったら、それらを扱う店主は稼かせげなくなってしまうではないか。他の店主が儲けているのに、一人だけ不利益を被るのを店主は承知しているのか？」

「当然ながら、その辺の事情も解決済みさ」

　エリスの疑問に、マサムネが得意げに答える。

「ここで提供している香辛料やソースは、全て地区の方で一度買い取っているんだ。だから彼らは売り上げが出ようが出まいが、一定以上の収入が保証されているのさ」

「むむぅ……だが、それは商売としてどうなのだ？　商売は客に物を売って初めて成り立つのではないのか？」

「エリス、それは違うよ」

　すると、勇悟がすかさず反論する。

「確かに物を売るのは商売の大前提だけど、時には目には見えない物や価値を売ることだって立派な商売だ。例えば、レストランで給きゆう仕じをしてくれる人は物を売らないでしょ？」

「れす……なんだ、それは？」

「へ？　ああ、ゴメン。俺の言い方が悪かったね。レストランはいわゆる食堂だよ。それと、食堂で料理を運ぶ人の事を給仕と言うんだ。知ってるでしょ？」

「……いや、ユーゴの言いたい事はわかった。だが、少なくとも、シャルール地区にはそういった施設はないぞ」

「はあっ!?」思わず変な声を上げてしまった勇悟が、信じられないものを見るようにマサムネとホタルを見やる。

　すると、二人もエリスと同じように困ったように笑う。

「クァンダル地区にもそういった施設はないよ」

「だ、だったらこの国で暮らしている人たちは、普段の食事はどうしているのですか？」

「どうするって……」

「ねえ？」

　三人は顔を見合わせると、各々の答えを告げる。

「僕は、買って来たのを焼いて食べるな」

「あたしも。たまにソースを変えるぐらいで、焼くか茹でるぐらいの変化しかないな」

「私は基本的に屋敷でメイドが作る料理を食べているから、詳しいことはわからん」

　エリスの答えは論外だが、どうやらこの国の人は本当に簡単な料理しかしないようだ。

　ちなみに、外から来た旅人も、店で食材を買って宿の竈かまどを借りて焼いて食べるのが主で、宿で用意されるのは精々、パンと水ぐらいまでだそうだ。

「まあ、ソースの好みはあるかもしれないけど、どの食材も、ちょっと手を加えればこれ以上ない美味しさになるんだ。だから他の食べ方は必要ないかな？」

「それは……」

　自信を持って告げるマサムネの意見に、勇悟はなにも言えなかった。

　確かに今朝食べた食事は、非常にシンプルな調理法、味付けながら勇悟がこれまでに食べて来た料理に引けを取らない。いや、素材の味そのものに関していえば、圧倒的にこの世界の食べ物のほうが勝っていた。

　料理は、味が未熟、物足りないと思う気持ちを充足させるために発展して来た。この世界のように、全ての食材が極上の味を持っているなら、調理方法が発展しないのも頷けた。

　一応、肉や魚は簡単ながらもいくつかの調理法があるようだが、どちらかというと味を追求したというより、旅のための保存食として進化したようだ。

「僕たち新聞記者はペンで雄弁に語るものだが、ここは論より証拠。もうそろそろお昼だし、今日はユーゴ君たちにとびきりのクァンダルの食材をご馳ち走そうしよう」

「ええっ!?　本当ですか？」

　しかし、その言葉に勇悟より早く反応する者がいた。

「さすがです先輩、嬉しいな。じゃあ、ユーゴ君、せっかくだからとびきり美味しいソースを教えてあげるから行こっ」

　マサムネの提案に、これ幸いとホタルが手を上げて喜ぶと、ユーゴとエリスの腕に素早く自分の腕を絡め、尻尾をゆらゆらと揺らしながら目的の店に向かって歩きはじめる。

　それを見て、マサムネは顔を青くする。

「ちょっと待て！　僕が言ったのはお前じゃねえよ！　お前みたいな大たい食しよく漢かんに飯を奢おごったら、財布の中身が一瞬で溶けてなくなるだろ！」

　慌ててホタルを追いかけるマサムネだったが、ホタルはすでに自分が食べるであろう食材をこれでもかと備え付けられているトレーに盛っていた。




「あ～、久しぶりにお腹いっぱい食べました」

　食べ過ぎのせいか、大きくぷっくりと膨らんだお腹を擦りながら、ホタルは満足そうに微笑んだ。

「先輩、ごちそうさまでした」

「ち、畜ちく生しよう……次の給料日までどうやって過ごそう」

　すっかり軽くなった財布を何度も眺めながら、マサムネは臍ほぞを嚙む。

「…………ユーゴ？」

　そんな二人の新聞記者には目もくれず、まだ少し残っている皿の上の食材を、穴が開く程眺めている勇悟を見て、エリスが声をかける。

「ユーゴ！」

「ああ、ごめん。行儀が悪いよね」

「確かにそれもあるが……一体なにをしていたのだ？」

　訝いぶかしげな視線を向けてくるエリスに、勇悟はジャガイモによく似た食材、ロクイモの蒸し焼きされた物に溶かしたバターを絡めながら口を開く。

「これって今朝、ソレイユ様が用意してくれたものと同じだよな？」

「……そうだが。それがどうかしたのか？」

「いや、どうしたもんかねって思ってさ」

　そう言うと、勇悟は溶かしたバターでキラキラと輝くロクイモの塊を口へと運ぶ。

　口に入れた途端、火傷やけどしてしまいそうな熱気に負けないほどの芳ほう醇じゆんな香りが口全体へと広がり、鼻へと突き抜ける。これだけで意識を持っていかれそうになるが、濃のう厚こうな香りに続いてロクイモと溶かしたバターが織り成す旨味と甘みの波状攻撃がやってきて、勇悟は頰が緩むのを止められなかった。

「……んふ～」

　かつて、こんなにも幸せな気分にしてくれるジャガバターがあっただろうか？

　調理方法は至ってシンプルで、植物の葉で包んだロクイモを、鉄板の上で蒸し焼きにしただけのものだ。

　しかも、ロクイモだけでなく、他の野菜、肉や魚までも勇悟が今まで食べてきたものはなんだったんだと霞んでしまうほど濃厚で、身が締まっていた。

　しかし、それゆえに新たな問題も噴ふん出しゆつしてきた。

　ロクイモを食べ終えた勇悟は、ロクイモが刺さっていたフォークの先を名残惜しそうに一ひと舐なめして呟く。

「ああ……壮そう観かんだね」

　そう言って勇悟が見据える先は、ロクイモが山と積まれた荷車の方だった。

　そこには、今も次々とロクイモに手を伸ばす大量の客と、それが一個いくらであるかを示した看板があった。

　クァンダル地区で販売しているロクイモは、一個四○オール。仕入れがいくらかわからないが、エリスによるとシャルール地区で販売しているロクイモは平均六○オールらしい。

　その差は二○オール。この世界の貨か幣へい価か値ちはわからないが、同じ品質のロクイモがシャルール地区だと二つ買うお金で、クァンダル地区では三つ買えてしまうのだ。

「平均三割も安く買えるなら、それだけでシャルール地区を利用する理由がなくなってしまうよな」

「おい、ユーゴ。なにを言いだすんだ！」

「そうは言うけどさ。商品の値段がここまで違うとは思ってなかったんだよ」

　敗北宣言とも取れる勇悟の言葉を聞いて、エリスが目くじらを立てる。

「それなら我が地区も同様に値段を下げればいいだろう」

「無理だよ。そんなことをすれば、借金を返済する前に商売が回らなくなり、シャルール地区で働く商人全員が首を括らなきゃいけなくなる」

「じ、じゃあ、クァンダルはどうしてそんな値段で販売できるんだ？」

「それはおそらく……マサムネさん、クァンダルが商品をこの値段で販売できるのは、仕入れに秘密があるんですよね？」

「……具体的には？」

「商品を大量に仕入れる代わりに、一個当たりの価格を下げているんですよね？」

　それは、大型店舗ならばどこでもやっている常套手段だ。

　例えば、一個、一○○円で仕入れた商品を二○○円で売ったら儲もうけは一○○円となる。この商品が一日一○○○個売れると、店の利益は一○万円となる。ところがこの商品を一五○円に値下げしたところ一日三○○○個売れることがわかった。こうなると一個当たりの利益率は下がってしまうが、一日の店の利益は一五万円となる。数を売ることで利益総額としては大きくなるので、商売としては成り立つというわけだ。

　この方法で利益を出すには、仕入れた商品を大量に売らなければならない。さらに、ロスを少なくするために、採算が取れるギリギリの量を仕入れる見極めが必要になる。

　単純ではあるが、仕入れさえ失敗しなければ最も着実に稼げる方法だろう。

「素す晴ばらしい。その通りだよ、ユーゴ君」

　勇悟の考えを聞いたマサムネが、手を叩いて勇悟を賞しよう賛さんする。

　自分たちでは到底辿り着けない考えを聞いて、エリスが悔しげに歯は嚙がみする。

「そんな方法で安売りをされては、我が地区に打つ手はないではないか」

「いや、別にそこまで悲ひ観かんする必要はないと思うよ」

「えっ？」

　思いがけない一言に、エリスが思わず目を見開く。

　驚きの目を向けてくるエリスに、勇悟は人差し指を立てて得意げに語る。

「確かにシャルールでは、クァンダルと同じことはできない。そもそもの集客率が違うからね。でも、商品を安く販売する方法は、それだけじゃないのさ……マサムネさん」

「おっ、なんだい？」

「ちょっと相談があるんですが、いいですか？」

「へぇ……なにか面白い案でもあるのかい？」

　前のめりになって聞いてくるマサムネに、勇悟は口の端はしを吊り上げて答える。

「はい、実はですね……」

　そう前置きすると、勇悟は自身の考えを話し出した。




　マサムネと別れた勇悟たちは、クァンダル地区を後にして他の地区へと向かった。

　次に訪れたのは、南部にあるグランマート王国内で最大の敷地面積を持つバリエンテ地区。ここは他所より亜人種が大勢いる地区で、普通の人より一回り大きい彼らに合わせて地区が造られているので、道の広さから建物まで、ありとあらゆるものがシャルール地区と比べてスケールが違った。取り扱っている品も、食料品から衣料品、日用品から工芸品まであり、この地区に来ればなんでも揃うという印象だった。

　次に訪れたノーヴル地区は、貴族街のすぐ近くにある商業地区で、レンガでできた赤せき褐かつ色しよくの町並みは、呆れるほどに美しく、また取り扱っている商品の品質の高さ、そしてその値段に何度も溜息を吐いた。

　最後はアンブル地区。この地区は紡ぼう績せき業ぎようが有名で、食料品よりも衣料品を取り扱う店が多いのがなによりの特徴だった。




　全ての地区を回った頃には、陽もだいぶ傾いて仕事帰りと思われる人の姿がちらほらと見え始めてきた。

「それで、マサムネへの頼みごとになんの意味があるのだ？」

　帰る途中、エリスがマサムネにした依頼について説明を求める。

「まあ、たいしたことじゃないよ。ただの折込みチラシだからね」

　勇悟は印刷代の一覧が載った紙を見ながら話す。

　マサムネへの依頼は、主に二つ。

　一つは、来てくれた客に配るためのチラシの印刷。

　もう一つは、クァンダル地区で発行している新聞の間に、勇悟が指示した内容のチラシを挟んで欲しいというものだった。新聞はそれぞれの地区の商会や有力者を中心に、グランマート王国内でおよそ一千部発行しているという。

　その全てにチラシを挟んでもらうのだから、その手間と印刷代は馬鹿にならない。

　だが、勇悟の説明を聞いたマサムネは、おそらくグランマート王国で初となる試みに、是非とも協力させてくれと申し出てくれ、特別に無償で勇悟の依頼を受けてくれた。

　その代わり、この試みが上手くいったら、いの一番にクァンダル地区で真似させてもらう、という条件付きではあったが──

「これで、少なくとも新聞を取っている一千人には、シャルール地区がこれからなにをするのかを知ってもらえる。これは、とても大きなことだよ」

「……そうなのか？　連中が知ったところでなにかが変わるとは思えんがな」

　どうやらエリスには、チラシがもたらす効果が理解できないようだった。

　エリスのクールな態度に、勇悟は思わず苦笑してしまう。

「これは気付け薬みたいなものだからね。

　きっかけになってくれれば、ってとこだよ」

「本筋は別にある、ということか？」

「まあ、そんなとこ」

　勇悟は肩を竦めて微笑を浮かべた。

　チラシの効果について訝しげな表情を浮かべているエリスを引き連れ、一度報告のためにソレイユの屋敷がある貴族街へ向かって歩いていると、

「あら、スメラギ様にエリス」

　貴族街へと続くゲートの向こうから、ソレイユが声をかけて来た。

「二人とも、今お帰りですか？」

「あっ、はい……それよりソレイユ様は、どこかへ行くのですか？」

　そう言いながら、勇悟はソレイユが手にバッグを持っているのに気づく。

「……もしかして、夕飯の買い出しに？」

「はい、そうです。メイドに頼んでもいいのですが、やはりスメラギ様にお出しするご飯は、わたくしが用意したいのです」

「それは……恐きよう縮しゆくです」

　ソレイユの満面の笑みを見て、勇悟は思わず頰を赤く染める。

「ですが、俺の飯ならソレイユ様に全て任せるわけにはいきません。せめて、荷物持ちぐらいはさせて下さい」

　そう言うと、半ば強引にソレイユからバッグを取り、彼女の隣に並んで笑いかける。

「ついでですから、俺に野菜の目利きとかを教えてくれると助かります」

　バッグを奪われたソレイユは一瞬、驚いたように目を見開いたが、すぐに気を取り直して微笑を浮かべる。

「あっ……はい、わかりました。それじゃあ、行きましょうか？」

「ええ、参りましょう」

　ソレイユが歩きはじめるのを確認した勇悟は、エリスの方を見やると小さく頷く。

　それだけで勇悟の気持ちを察したエリスも頷き返すと、勇悟と並んで歩きはじめた。

　なにかあっても、ソレイユだけは守る。

　二人の気持ちは、完全に一致していた。

　まあ、これだけのんびりした国の中で、問題なんて特に起きないだろう。

　この時の勇悟は、そんな風に思っていた。





　　　　　※






　陽も傾き、空が一面の茜あかね色いろに染まる頃、シャルール地区の商店街はようやく眠りから覚めたように活気が見え始めた。

　午前中に訪れた時は今にも眠ってしまいそうだった店主たちも、さすがに客の前ではそれなりのやる気を見せるようで、内職道具をしまって店先に立っていた。しかし、商人たちは店先に立っているだけで、特に声出しをして集客をしている様子はない。

　来店している人も商人たちのやる気のない態度に慣れているのか、特にこれといった文句を言うこともなく、黙々と商品を買っていく。

　そんな静まり返っている地区内に、突如として天使が舞い降りる。

「見て下さいスメラギ様、このハムの色とツヤ、とても美味しそうですよね」

　精肉店で子供の顔より大きなハムを買ったソレイユは、ツヤツヤと輝く表面を撫なでながらハムについて教えてくれる。

「このハムは、ググリという小さな木の実だけを食べて育った豚さんを加工して作られるハムなんです。肉質は柔らかく、甘みのある脂あぶらが特徴ですので、スメラギ様もきっと気に入ると思いますよ」

「へ～、それは楽しみですね」

「はい、楽しみにしていて下さい。あっ、次はあのお店です」

　興が乗って来たのか、ソレイユは勇悟の手を取ると、次の目的地へと駆けだす。

　それからソレイユは、地区内の店を回って食材や香辛料を買っていく。気が付けば、持ってきたバッグに溢れんばかりの食材が詰まっていた。

　色とりどりの食材を見やりながら、勇悟が口を開く。

「それにしても凄い量ですね。これをソレイユ様が料理してくださるのですか？」

「はい、腕によりをかけますから、期待して下さいね」

　勇悟の問いに、ソレイユは力こぶを作り、真夏の向日葵ひまわりのような笑顔を見せる。

（うっ、可愛い……）

　ソレイユの余りにも眩しい笑顔に、勇悟は自分の顔が赤くなっていくのを自覚する。

　そんな勇悟の気持ちを知ってか知らでか、ソレイユが下から覗き込むように話しかけてくる。

「お買い物は大体終わりましたが、スメラギ様は他に見たいところとかありますか？」

「え？　あぁ……じゃあ、野菜の目利きとか教えてもらえますか？」

「はい、任せて下さい。では、まずは……」

　ソレイユは頷くと、身振り手振りを交えながら野菜の目利きについて話し始める。

　しかし、その話は勇悟の耳には殆ど届いていなかった。

（俺は断じてロリコンではない。どちらかといえば、ソレイユ様よりはエリスの方に魅力を感じる……はずだ）

　そう思う勇悟だったが、ソレイユの健けな気げで献けん身しん的てきな態度を見ていると、自分の考えが根底から覆されてしまうような気がした。

「……ラギ様、聞いていらっしゃいますか？」

　ソレイユの魅力にやられて赤くなっていた顔を扇あおいでいる勇悟に、ソレイユから注意の言葉が飛ぶ。

「え？　ゴメン……なんて？」

「もう、スメラギ様が教えてほしいとおっしゃるから、美味しいお野菜の見極め方をお話ししているのです。どうして聞いて下さらないのですか？」

「ゴメン、ゴメン、もう一回説明してもらっていいかな？」

「もう、しっかり聞いて下さいよ。いいですか？」

　頰を膨らませ、遺い憾かんの意いを示しながらも、ソレイユは丁てい寧ねいに質の良い食材の見極め方を教えてくれる。

　小さい体を目一杯使って説明するソレイユに、勇悟やエリスだけでなく、これといった愛あい敬きようをふりまかない店主や、不ぶ愛あい想そうな買い物客までもが微笑を浮かべていた。

　それからも、小さな教師となったソレイユが熱弁を振るっていると、

「おっ、なんだか今日は珍しく賑わってんじゃねぇか」

　大地を揺るがすような雄々しい声が響いた。

「な、なんだ……」

　勇悟が声のした方へと目を向けると、シルドラの小さな店の入り口を塞ぐような巨漢が立っていた。

　黒いチュニックを突き破りそうなほどの逞たくましい胸板に、金色に輝く髪……というよりはたてがみと呼ぶべき物を持つこの巨漢は、どうやらライオンの亜人のようだった。

「……ラビア・オデイシアス」

　巨漢、ラビアの姿を認めたエリスが、絞りだすように声を上げる。

「なにしに来た。ここは、お前のような奴が来るところじゃない」

「おいおい、ここは公共の場だぜ。俺様が現れても文句を言われる筋合いはないぜ。それと、今日は将来、俺様の妻になる女の顔を見に来たんだぜ」

　ラビアはくぐもった笑い声を上げながら舌なめずりをする。

　その言葉にソレイユは勇悟の背中に隠れると、縋るように勇悟の服の裾をギュッ、と摑む。

「……ソレイユ様？」

「すみません。でも、今はこのままいさせて下さい……」

　ソレイユがここまで怯おびえている理由は、言うまでもなくラビアにあるようだった。

「ん？　なんだ、俺様になにか用か？」

　勇悟の視線に気づいたのか、ラビアが勇悟へと目を向ける。

「お前、見たことない奴だな……それに、俺様の女を後ろに控えさせているとは、どういう了見だ。ああん!?」

「クッ……」

　本物のライオン以上に迫力ある眼光に射い抜ぬかれ、思わず膝ひざを屈しそうになる勇悟だったが、背中で小さく震えているソレイユの存在が勇悟に力を与えていた。

　ここで逃げたら、男が廃すたる。

　勇悟は己にそう言い聞かせると、腹に力を入れてラビアを見据える。

「あなたは誰ですか？　ここになんの用事があって来たのです？」

「ああん、お前こそ誰だよ？」

「俺は……勇悟。ソレイユ様に召喚され、この地区を救うと約束した者だ」

「ほう、お前が……」

　勇悟の名前を聞いた途端、ラビアの顔つきが変わる。

「そういうことなら、こちらも名乗らないわけにはいかないな。俺様の名前は、ラビア・オデイシアス。グランマート王国、序列二位のバリエンテ地区の領主、レーヴェ・オデイシアスの嫡男で、お前の後ろに隠れているソレイユの婚約者だ」

「え？」

「…………」

「だんまりか……まあいい、どうせ、すぐ俺様のものになる」

　泣きそうな顔のソレイユに、優ゆう越えつ感かんに満ちた表情のラビアが断じる。

「今年度の決算までにこの地区の借金が返せなかったら、ソレイユは俺の嫁になる。そう約束したのはどこの誰だったかな？」

「ち、違います。決算までに借金を返済できなかったら、シャルール地区がバリエンテ地区に併へい合ごうされるだけです。それに、期日までまだ半年あります」

「地区ごと俺の物になるという意味では同じだろ。それに、借金もまだ半分も返せてないのに残りの期間で完済なんてできるわけないだろ。見てみろよ。この地区の有あり様さまをよ！」

　ラビアは両手を広げると、周りの人々を挑発するように叫ぶ。

「やる気のない店主に、碌ろくに揃そろってもいない商品、買いに来る客も冴えない顔をした負け犬ばかりだ。こんな塵ごみ溜ためのような地区に将来などあるわけない。ましてや借金を返す当てなんてあるわけないだろ。だから、おとなしく俺様の女になれよ。なあっ？」

　ラビアは鋭い犬歯を剝き出しにすると、ソレイユへと手を伸ばす。

　しかし、その手はソレイユへと届かなかった。

　勇悟がラビアの伸ばした手を握り、ソレイユを庇かばうように立ちはだかったからだ。

「ということは、ソレイユ様はまだ、あんたの婚約者ではないんだろ？」

「ああん？　どういう意味だ？」

「決算まで半年あるんだろ？　それまでにシャルール地区が抱えている借金を返済すればその話は破は談だんになる。違うか？」

「……違わねぇが、本当にそれができると思っているのか？　この地区が抱えている借金は、残り二○○○万オールもあるんだぞ？」

「……そう言われても、俺、この国の貨幣価値、まだよく知らないんだよな」

　勇悟は肩を竦めて苦笑する。

「だけど、俺のやることは変わらない。この地区を蘇らせ、他のどの地区にも負けないくらい繁盛させてみせる。だから期日まではおとなしく待ってろよ。それとも、あんたは借金という枷かせがないと、意中の相手一人、振り向かせられない腰抜け野郎か？」

「てめぇ、言うに事を欠いて……」

　ラビアは牙を剝き出しにすると、吠えるように叫ぶ。

「いいだろう。そこまで言うなら期日まで待ってやる。だが、もし借金が返せなかった時はソレイユだけじゃねえ、てめぇも死ぬまでこき使ってやるから覚悟しとけよ！」

「俺だってお客様を馬鹿にするような商売人の風上にも置けないクソ野郎に負けるつもりはねぇよ。それと、期日までに借金を返されたからと言って吠え面かくなよ！」

　勇悟も負けまいと叫び返すと、ラビアと正面から睨み合う。

　そのまま二人は、無言で睨み合っていたが、

「チッ、覚えてろよ！」

　ラビアが吐き捨てるように言うと、肩を怒らせ、見物客を恫どう喝かつしながら去って行った。




　ラビアが去った後のシルドラの店は、嵐が去った後のように静まり返っていた。

「…………」

　誰もが口を噤つぐみ、まるで時が止まったかのように身じろぎ一つしない。

　そんな静せい寂じやくが支配する中、

「こ、怖かったあああああああああああああああああぁぁっ!!」

　勇悟は我慢していたものを全て吐きだすように大きく息を吐くと、崩れ落ちるように膝をついた。

「スメラギ様、大丈夫ですか？」

「い、一応は大丈夫。だけど、立つのはまだ無理かも」

　勇悟は素直に告げると「情けなくてゴメン」と謝る。

　しかし、ソレイユは小さくかぶりを振ると、勇悟の手を握って微笑を浮かべる。

「そんなことありません。あの方に向かって啖たん呵かを切られたスメラギ様は、その……とっても格好よかったです」

　頰を染め、恋する乙女のような純粋な目で見つめられ、勇悟は堪らず目を逸そらす。

「そ、その、あいつのソレイユ様に対する態度がムカついたので……それに、ここで働いている人や、来て下さっているお客様を馬鹿にするような発言を見過ごすのは、商売人として絶対にできないことですから」

「そう……ですね」

　勇悟の発言に、ソレイユは悲しげに顔を伏せる。

「……ソレイユ様？」

　なぜか今にも泣きだしそうな表情になるソレイユを見て、勇悟は小首を傾げる。

　もしかして、ラビアになにも言い返せなかった自分を思い出しているのだろうか。その真意を確かめようとするが、

「ユ、ユーゴ、す、すす、すまなかった……ずびっ」

　勇悟が口を開くより早く、滂ぼう沱だの涙を流しているシルドラが感極まった様子で話しかけてきた。

「お、俺たち……今までラビアの野郎に言いたい放題言われてきたけど、奴の言葉はあながち間違いではない。俺たちは言われても仕方がない存在なんだって思っていたんだ。グスッ……だ、だけど、さっきのユーゴの言葉で目が覚めた。俺だってラビアみたいな野郎に、ソレイユ様を嫁に取られるなんて絶対に認められねえ。なあ、皆？」

　シルドラが大声で声をかけると、店の前に集まった人々は一様に頷いた。

　いつの間にか、この地区の全ての商人がシルドラの店に集まっているようだった。

「ああまで言われちゃあ、このままおとなしく国に帰るわけにはいかないな」

「そうだな。コケにされて黙っていたら、本当の負け犬になっちまう」

「異世界の兄さん、さっきはよく言ってくれたよ。最近は明るい話題がなくて、鬱うつ屈くつした気持ちだったけど、久々にスカッとしたよ」

　商人たちは、口々に自分たちの想いを語る。

　どうやら彼らも、自分たちの現状に満足してはいない。どうにかして状況を打破したいと思っているようだった。

　そんな商人たちを代表して、シルドラが勇悟に話しかける。

「ユーゴ、今朝は適当にあしらって悪かった。今さらこんなことを言えた義理じゃないかもしれないが、ユーゴに案があるなら、俺たちに力を貸してくれないか？」

　シルドラの言葉に、他の商人たちも力強く頷く。

　その目は今までとは打って変わり、やる気に満ちているようだった。

「ええ、もちろんです」

　勇悟は商人たちを見渡しながら、力強い声で語る。

「シャルール地区を他の地区に負けないくらいに繁はん盛じようさせてみせます。ですが、そのためには皆さんの協力が不可欠です。全員の力で、この地区を盛り上げていきましょう」

　その言葉に、全員の「オーッ！」という威い勢せいのいい掛け声が重なった。




　その日の夜、勇悟はシャルール地区の商人たちを、ソレイユの屋敷へ呼び出した。

「皆さん、お疲れ様です。今日は皆さんに、シャルール地区の再生に必要な基本的な方針をお伝えしたいと思います」

　全員が固かた唾ずを飲んで見守る中、勇悟は指を二本立てて話しだす。

「シャルール地区の再生に必要な要素は二つ。手間とサービスです」

「手間……と」「サービス？」

　その二つがどうして再生に続くのかわからないのか、それとも言葉の意味自体を理解していないのか、全員が小首を傾げる中、勇悟は構わず話を続ける。

「今日一日、少しですが皆さんの仕事ぶりと、他の四つの地区の仕事ぶりを見せていただきました。その中で、俺が思ったことを正直に言いたいと思います……ハッキリ申し上げますと、皆さんの接客は全然なってないです。シャルール地区が低迷している理由の一つは、確実に皆さんの接客態度が原因です」

「接客態度って……あたいたちの接客は他所と比べてそんなに悪いのかい？」

　勇悟の言葉に、ふくよかな中年女性が手を上げて質問する。

「あなたは？」

「あたいはシスネ。精肉店をやっているよ」

　勇悟は中年女性、シスネに「よろしくお願いします」と挨あい拶さつしてから話を切り出す。

「実を言うと、他の地区の接客も、俺の世界から比べたらまだ物足りないです。ですが、他の地区は、皆さんにはない接客の基本ができているのです」

「な、なんだい、それは？」

「それは、笑顔です」

「え……がお？」

　探るように尋たずねるシスネに、勇悟は大きく頷く。

「当たり前の話ですが、接客はお客さんがあって初めて成り立つ仕事です。そして、お客さんと円えん滑かつなコミュニケーションを取る上で一番重要なのは、笑顔なんです」

　そう言うと、勇悟は口角を上げて笑い、続いて口角を下げてしかめっ面をする。

「シスネさんは、どちらの顔で接客をされた方がいいですか？」

「そりゃあ、どちらと言われれば笑顔の方が良いに決まってるだろ」

「ですよね？　大たい概がいの人が笑顔で接客してもらった方が良いと言うでしょう。つまり、販売条件が同じならば、笑顔で接客してくれる店を選ぶということです」

「つまり、あたいたちの接客態度がよくないから……」

「はい、接客態度、つまり皆さんのサービスが悪いせいで何割かのお客さんを逃してしまっています。これは、非常に勿もつ体たいないことです」

　勇悟がそう断言すると、商人たちがにわかに騒がしくなる。

　面と向かってされたダメ出しに、自分たちなりの考えを言い始めたのだ。

「お前たち、いい加減にしないか！」

　商人たちの議論で騒がしくなった場を、鶴つるの一ひと声こえが制する。

「ユーゴの言うことはもっともだ」

「エ、エリス様……」

　思わぬところからの叱責に、シルドラが気まずげに顔を伏せる。

　商人たちが黙ったのを確認したエリスは、よく通る声で商人たちに話しかける。

「今日一日、私はユーゴと共に他地区を見て、我が地区がいかに商売の努力を怠おこたってきたのかを目の当たりにした。我が地区の接客は、他地区と比べると著しく見劣りするし、商品の価格も明らかに高い。お前たちは商品の質なら負けないと豪ごう語ごするが、そんなことは他の地区でも当たり前のようにやっている。それだけでは、他地区の足元にも及ばない。なにかしらの変化が必要なのだ！」

　余程熱が入っていたのか、自分の意見を言い終えたエリスは、肩で大きく呼吸を繰り返していた。

「はぁ、はぁ…………ユーゴ、すまない」

　場の空気を悪くしてしまったと思ったのか、エリスは勇悟に頭を下げて謝罪する。

「商人ではない私がでしゃばる場面でないのは重々承知している。だが、他地区の良さを見てしまった以上、黙っていることはできなかった」

「いや、俺の言いたいことを代弁してくれてありがとう」

　勇悟は黙ってしまった商人たちに向き直ると、静かに話し始める。

「エリスの言った通り、品質の良い商品を揃えることはどこの地区でも行っています。他所はその上で顧客の満足のいく接客や、安い商品を提供しているのです」

「じゃ、じゃあ、どうするってんだよ。商品のレベルは一緒、接客レベルも優秀、さらにウチより安く売られたら俺たちに成す術なんてないじゃないか」

　シルドラが泣きそうな顔で告げると、他の商人たちも揃って頷く。

　そんな商人たちに、勇悟は安心させるように穏やかな声で静かに告げる。

「大丈夫です。そこで、我々が取る対抗策が、手間とサービスなのです。先ほども言いましたが、この世界の接客は、それなりのレベルですがまだまだです。ここを詰めていくことが、他の地区との差を埋める最も有効な手段なのです」

「そ、それは、今の俺たちにもできることなのか？」

「もちろんです。なにしろ手間もサービスも元手が一切かかりませんからね。ですのでまずはサービス面を……シャルール地区に買い物にやって来たお客さん、全ての人が満足して、また来たいと思えるような見事な接客をお願いします」

「そ、それだけでいいのか？」

「はい。地区にお客さんを呼ぶ仕事と、他所に負けない価格で売れる仕入れルートの開拓は、俺の方でどうにかします。ですから、皆さんは改革の第一歩として、どの地区にも負けない最高の接客を提供できるようになって下さい」

「そ、それなら……」

「頑張ってみてもいいかな」

　示された指針に、商人たちが遠慮がちに頷く。

　その態度を、了承と受け取った勇悟は、

「それでは、具体的な接客方法について説明します」

　堂々と宣言すると、今度は接客の仕方について説明し始めた。

　その日、ソレイユの屋敷の明かりは、深夜遅くまで消えることはなかった。
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　翌日、勇ゆう悟ごは地区の生まれ変わりのために動き始めた。

　シャルール地区の入り口すぐにある青せい果か店てんの扉が開くと同時に、勇悟は中へと入って陳ちん列れつを始めようとしていたシルドラへと声をかける。

「シルドラさん、おはようございます」

「え？　あっ、おはよう。な、なんだ、ユーゴか……随ずい分ぶんと早いな」

「ええ、今日は色々と動こうと思いまして……」

　そう言うと、勇悟はソレイユの屋敷から持ってきた物を青果店の中へと入れ始める。

　次々と運び込まれる荷物の数々を見て、シルドラが眉まゆを顰ひそめる。

「お、おい、ユーゴ？」

「いや～、よかったですよ。確か、昼までお客さんは殆ほとんど来ないんですよね？」

「そう……だけど。だとしたら、なにをやるつもりだい？」

「なにって、決まってるじゃないですか」

　勇悟は数ある荷物の山から一枚の布、雑ぞう巾きんを取りだすとパン、と小こ気き味みの好よい音を立てて広げる。

「もちろん、掃そう除じです。さあ、のんびりしている暇ひまはありません。昼までに店内の隅々まで綺き麗れいにしてしまいましょう」

「…………はぁ？」

　勇悟の言葉の意味がわからず、シルドラは思わず間抜けな声を上げていた。




　勇悟の指示の下、全ての店が午前を休止して店てん内ない清せい掃そうを行うこととなった。

　昨日の視し察さつの時になによりも気になったのは、どの店も食品を扱う店舗だというのに清せい潔けつさが圧倒的に不足しているという点だ。勇悟の予想通り、どの店主も普段から殆ど掃除はしておらず、そんな店主たちだけではいつ掃除が終わるかわからなかったので、ソレイユの屋敷に勤めるメイドたちを総動員してことに当たった。

　その甲斐あってか、地区の清掃という作業は昼過ぎに終えることができた。

　だが、これは変化の序章に過ぎなかった。




「……ユーゴ、正気か？」

　すっかり見違えた店内の真ん中で、シルドラは呆あきれたように呟つぶやく。

　暗く、陰いん気きな雰ふん囲い気きに満ちていたシルドラの店は、昼でも煌こう々こうと明かりが照らす眩い店へと変化していた。その要因は、決して広いとはいえない店内に設置された五つの洋灯ランプだった。この洋灯により隅々まで、それこそ蟻一匹の隠れ場所すらないほど影のない店内になっていた。

　この変化はシルドラの店だけではなく、シャルール地区の全ての店で、同様の改装が行われていた。

　洋灯の一つを指で弾きながら、シルドラが訝いぶかしげに尋ねる。

「一体全体、店を明るくすることになんの意味があるんだ？」

「単純な話です。店内を明るくすると、野菜が新しん鮮せんに見えるようになるんです」

　野菜をはじめとする生せい鮮せん食しよく料りよう品ひんは、暗い場所よりも明るい場所、特に照明が当たる場所の方が色が鮮やかになり、見た目がよくなると言われている。最近では肉、魚、野菜といったそれぞれの部門毎に、最も色鮮やかになる専用のＬＥＤ照明を使ってより新鮮さを際立たせることも珍しくない。

　残念ながら、この世界にはＬＥＤ照明のような照明機器はないので、せめてもの代用品として、店中を照らす洋灯を用意したというわけだ。

「次は、商品の陳列の仕方についてもお話しさせてもらいます」

　照明の効果について説明した勇悟は、続けて品出しの仕方についても説明する。

　入り口から一番近いところにトラムのような赤色が眩まぶしい野菜をおいて客の目を引き、続けて葉物の緑、黄色といったコントラストを意識して同じ色が続かないように商品を配置する。商品の置き方も品によって最も美しく、且かつ効率的な積み方をして、見る者が思わず溜ため息いきを吐ついてしまうような美しい売り場を作ってみせた。

　最後にそれぞれの商品に値札を置いた勇悟は、笑顔でシルドラを見やる。

「これが……俺の店、なのか？」

「そうです。店内を清掃して陳列の仕方を変えるだけで、これだけ変わるんです」

「本当だな……それに明るい方が野菜が新鮮に見えるな」

「そうでしょう。明日からは、これをシルドラさんにやってもらいます」

「任せてくれ。こんな物を見せられたら、真似をしないわけにはいかないもんな」

　鼻息を荒くして頷うなずくシルドラに、勇悟は「よろしくお願いします」と頭を下げる。

　一段落ついたので、そろそろ休憩しようかと思っていると、

「わぁ、見違えましたね」

「ソレイユ様、どうしたのですか？」

　突然現れたソレイユを見て、勇悟は姿勢を正して彼女の前に立つ。

「はい、実は……」

　勇悟を前にしたソレイユは、恥ずかしそうに体をもじもじさせながら話を切り出す。

「皆様がお休みなしで働いていると聞いたものですから、ささやかですが、お食事とお飲み物を用意してきました」

　そう言うと、ソレイユは背中に隠していたバスケットを差し出す。

「ほ、本当ですか。ありがとうございます」

　まるで、恋人に初めて弁当を作ってもらったような感覚に、勇悟は思わず赤面する。

　バスケットを受け取って中を開いてみると、そこには焼き立てのライ麦パンとソーセージ、そしてオレンジによく似たフルーツを搾しぼったジュースが入っていた。

「数は沢山用意しましたから、シルドラさんもよかったら食べて下さい」

「お、俺もですか!?　恐きよう縮しゆくです」

　地区の主からの差し入れに、シルドラは背筋を伸ばし、緊きん張ちようした面持ちでお礼を言う。

　そんな様子が可笑しくて、勇悟とソレイユは顔を見合わせて笑った。




「それで、この後はどうするのですか？」

　少し遅めの昼食を摂り、食後のお茶を飲んでいる勇悟にソレイユが質問する。

「この後は、エリスと一緒に近隣の農家を訪ねるつもりです」

「昨日仰おつしやっていた仕入れルートの開拓、ですね？」

「はい、今はエリスに近隣の仕入れ先のリストを作ってもらっています。一日でどこまで回れるかわかりませんが、夕方のお客さんがいらっしゃる頃までには戻るつもりです」

「ユーゴ、待たせたな」

　すると、タイミングよく馬に乗ったエリスが現れ、勇悟を手招きする。

「先方にも話をつけてきた。今なら話を聞いてくれるそうだから行くぞ」

「了解、今行くよ」

　勇悟は残っていたお茶を一気に飲み干すと、カップをソレイユに渡して微笑ほほえむ。

「それでは、いってきます」

「はい、いってらっしゃいませ。エリスも、スメラギ様をお願い致します」

「はっ、お任せを」

　エリスは力強く頷くと、馬の腹を蹴って颯さつ爽そうと馬を走らせた。




　その日の近隣の農家との交渉は、思いのほか上手くいった。

　エリスが事前に話を通してくれていたのと、勇悟が異世界人であると聞いて興味を持ってくれた農家が何軒かあったのが大きかった。

「……あれ？」

　夕方になり、グランマート王国の城門を抜け、シャルール地区に戻って来た勇悟は、地区内が思った以上に静かなことに気づいた。

　昨日、接客の基本を夜遅くまで練習したにもかかわらず、その成果である客を呼び込むための声がまるっきり聞こえてこないのだ。

「……静かだな」

　エリスも同じ疑問を抱いたようで、不機嫌そうに眉を顰めた。

「ちょっと見てくる」

　このまま見ていても埒らちが明かないので、勇悟は馬から少しもたつきながら飛び下りると、シルドラの店へと駆け出した。




「シルドラさん！」

「あ、ああ……ユーゴか」

　現れた勇悟を見て、商品を陳列していたシルドラが気まずげに視線を彷徨さまよわせる。

　ひとまずトラブルに巻き込まれたわけではないと知り、勇悟は安あん堵どの溜息を吐きながら質問する。

「どうして誰も昨日教えた呼び込みをしていないのですか？」

「そ、それは……だな」

　シルドラは指をもじもじさせながら、小さな声で告げる。

「その……恥ずかしくて」

「はへっ？」

「だから、呼び込みなんてやったことないから恥ずかしくてできなかったんだよ！」

　シルドラによると、客の姿がちらほらと見えたのを確認して声を出そうとしたのだが、声を出した途端、いつもの客に笑われるのでは？　と思ってしまい声が出せなかったという。しかも、それは他の店の店主も同じだったようで、結果として誰も呼び込みをせずにいつものシャルール地区となってしまったようだ。

「……そういうことですか」

　シルドラからの報告を聞いて、勇悟は思わず苦笑してしまう。

　シャルール地区の商人は、奥手で商売が下手だという話だったが、ここまでとは思わなかった。

　勇悟はすまなそうに顔を伏せているシルドラの顔を上げさせて、笑いかける。

「大丈夫です。俺が見本を見せますから、見ていてください」

「え？　あ、ああ……」

　呆ぼう然ぜんと頷くシルドラの肩を優しく叩くと、勇悟は店の表へ出て声を上げる。

「さあ、いらっしゃいませ！　いらっしゃいませ！　どうぞ見て行って下さい！」

　勇悟が声を張り上げると、近くにいた人たちが何事だと驚いて勇悟を見やる。

「さあ、いらっしゃいませ！　あっ、そこのダンディーなお兄さん。生まれ変わった店をどうぞ見て行って下さい！」

「ん、私かい？」

「はい、そうです。ささっ、見るだけでもいいですからどうぞ」

　突然声をかけられた立派な髭ひげを生やした眼鏡めがねの中年男性は、戸と惑まどいながらも勇悟に誘われて青果店の入り口へと立つ。

「…………この前来た時とは全然違うじゃないか」

「でしょう？　変わったのは店構えだけじゃないんです。取り扱ってる商品もいつもより美味しそうに見えませんか？」

「そう……言われれば、そんな気もするかもな」

「そうなんです。いつも高品質の商品を用意しているのですが、今日はその中でも飛び切りの商品を用意させてもらいました。今だけのお買い得品ですので、よかったらいかがでしょうか？」

「え？　あっ……じゃあ、トラム三つとヘタス、後はミツマメを一束もらおうか」

「ありがとうございます。シルドラさん、お会計お願いします」

「あっ、は、はい、ありがとうございます。えっと……」

　シルドラは戸惑いながらも、どうにか会計処理を行う。

　シルドラがお釣りの計算をしている間にも、勇悟の営業トークは続く。

「お買い上げありがとうございます。他の店もこの店と同様に変わっていますので、是ぜ非ひとも覗のぞいてみてください！」

「へ～、じゃあ、せっかくだから後で寄ってみるよ」

「はい、ありがとうございます」

「こちらこそありがとう……ところで、もしかして君は、異世界から召しよう喚かんされた……」

「はい、勇悟と申します。これからシャルール地区は、どんどん生まれ変わっていきますので、今後とも、どうかよろしくお願いします」

「なるほど君が……」

　すると、中年の男性は勇悟を値踏みするように凝視してくる。

「あ、あの……なにか？」

「……いや、なんでもない。ただ、僅わずかな日数でシャルール地区をここまで変えてみせた人物に興味があっただけさ」

「は、はぁ……」

「今日はいい買い物をさせてもらったよ。これからはシャルール地区も一見の価値ありだと、私の周りにも伝えておこう」

「──っ、本当ですか。ありがとうございます！」

　勇悟が腰を九○度折り曲げて感謝の意を伝えると、中年男性は野菜の入った紙袋を掲げて去っていく。そして言葉通り、他の店にも顔を出して買い物をしていってくれた。

　その様子を見ながら、勇悟はシルドラへと声をかける。

「どうですか。少しは自信になったんじゃないですか？」

「あ、ああ……ああいう風にやれば、いいんだな」

「そうです。一人で声を出すのは恥ずかしいかもしれません。ですが、地区の皆が声を出せば、それを恥ずかしいと思うことはなくなるでしょう」

「……わかった。まずは俺から、だな」

　シルドラは大きな胸板を見せつけるように息を吸うと、

「いらっしゃいませ──!!　どうぞ、見て行って下さい！」

　大地を震ふるわすような大声で呼び込みを始めた。

　その大声に、近くの人は当然、地区の端の方の店主まで表に出てくる。

　何事かと大勢の視線を集めたシルドラだが、怯ひるまずにさらに大声で叫ぶ。

「今日から新しく生まれ変わったシャルール地区を、どうかよろしくお願いします。どうか皆さん、立ち寄ってみてください！」

　すると、

「い、いらっしゃい。今日は良い魚が入っているよ。晩御飯にどうだい？」

「いらっしゃいませ。あたいの店では、ベーコンがお買い得です。保存も利きますし、旅のお供にいかがでしょうか？」

　シルドラの叫び声が呼び水となり、各店の店主たちが威い勢せいのいい声を出し始める。

　その波はあっという間に地区全体に広がり、普段はなにも買わずに通り過ぎてしまう人たちも、何事かと地区を訪れ、店を覗のぞいてくれたりもした。

「さあ、いらっしゃいませ。シャルール地区へようこそ」

　徐々に増え続ける人々を前に、勇悟は威勢のいい声を張り続けた。

　この日の売り上げは、久しぶりの目に見える黒字となったのであった。





　　　　　※






「スメラギ様、おはようございます」

　まだ陽も昇り切らない早朝、仕入れの成否を確認するため、グランマート王国をぐるりと囲む城壁の上までやって来た勇悟の下へ、エリスを伴ったソレイユがやって来た。

　ソレイユの手にはクァンダル地区で発行されている新聞が握にぎられており、中には黄色い紙に赤字でレタリングされたチラシが挟まれていた。

　新聞から取り出したチラシをまじまじと眺めながら、ソレイユが口を開く。

「この、なにを売るかよりも、いくらで売るかを大々的にお知らせするという案は、素晴らしいですね」

　チラシには真ん中にでかでかと二つの文字が躍り、それを挟むように小さな文字が並んでいる。勇悟には全く読めないが、文面は『本日、シャルール地区にてトラム一個三五オールで販売、お一人様五個まで』と書いてある。真ん中の大きな文字は、トラムの値段である三五オールを示していた。

「本当なら色んな商品のお買い得情報をお知らせするんですがね……まあ、今回は初めてということで、分かりやすさを全面的に押し出してみました」

「なるほど、これならチラリと視界に入るだけでも、意味が理解できますからね」

「後は、これで沢山お客さんが来てくれるといいんですがね……」

「そうですね。あっ……」

　なにかに気づいたソレイユが小さく声を上げる。

　その声に勇悟が顔を上げると、遠くからなにかがやって来るのが見えた。

　それがなにかに気づいた勇悟がソレイユを見ると、ソレイユが決意の眼まな差ざしで頷く。

「戻って来たようですね。行きましょう」

「はい、行きましょう」

　ソレイユから伸ばされた手を摑つかむと、勇悟は仕入れ先から戻って来た商人たちを出迎えるために移動を開始した。




　城壁を下りて門から外へと出ると、商人たちはもうすぐ傍そばまで来ていた。

　馬車群の先頭で手た綱づなを握っていたシルドラが勇悟の姿を認めて手を振る。

「おう、ユーゴ。わざわざ出迎えてくれたのか」

「どうですか。仕入れは上手くいきましたか？」

「ああ、見てくれ。言われた通り変形した物や傷物を一緒に引き取って来たよ。ただ、連中、ここぞとばかり押し付けてくれたから、とんでもない量になっちまったよ」

　勇悟が農家に出した条件は、普段の取引だけでなく、売り物にならないような規格外の商品も一緒に買うから一個当たりの仕入れの値段を安くしてくれというものだった。

　しかし、それが販売目的として利用されるとなると、一歩間違えれば生産農家の信用問題になるという理由で、中々了承は得られなかった。だが、規格外品は決してそのまま販売しないと辛抱強く説得を続け、その入手目的を説明することで、どうにか交渉をまとめることができたのであった。

　では、その目的とは一体、なんなのか？

「それじゃあ、ちょいと配達に行ってくるよ」

　沢山ある馬車の一つ、規格外品のみを乗せた馬車を駆る精肉店のシスネが馬の向きを変えて輪の中から出る。

「なるべく急いで店に戻るつもりだけど、それまで準備の方はよろしく頼むよ」

「はい、お任せ下さい」

　勇悟が快かい諾だくすると、シスネは「じゃあね」と言って馬車を走らせていった。

　シスネが向かう先は、この近辺で畜ちく産さん業ぎようを営む酪らく農のう家かの家だ。

　これが規格外品の活用法の一つ。処分されてしまう野菜を、家畜の飼し料りようとして酪農家に格安で提供するというものだ。

　畑はた作さく農のう家かと畜ちく産さん農のう家かは、畑の作物を家畜に食べられないようにと、互いに距離を置いている。故に、たとえ廃棄する野菜が出たとしても、それをわざわざ酪農家の家まで運ぶ、もしくは畑作農家の家まで野菜を取りに行く畜産農家がいなかった。その橋渡し役を買って出たことで、肉の仕入れ値を安くしてもらうことにも成功し、他の地区にも負けない安値で販売できるようになった。

　まだまだ足りない部分はあるが、どうにか他の地区と轡くつわを並べて競い合うレベルには達したと勇悟は考えていた。

　後は、今日のセールにどれだけの人が集まるか。

　シャルール地区の今後を占う運命の時間は、刻一刻と迫っていた。





　　　　　※






　──そして、シャルール地区の運命を決める一日の幕が開く。

「さあ、いらっしゃい。今日はチラシでも告知した通り、トラムが安いよ！」

　シルドラの勇ましい掛け声と共に、今日の営業が開始された。

　この日のために用意された特設の販売台に、今日の目玉商品であるトラムがこれでもかと山盛りにされていた。

　他の地区で一個五○オール程度で売られているトラムを、約三割引きの三五オールで販売する。さらに、他の商品も事前に調べた他の地区と同様の値段まで落とし、お得なのは目玉商品だけでないことをアピールする。

　それらの情報を、新聞のチラシ以外にもここ数日で毎日のように広告し続けた甲か斐いがあったのか、営業開始と同時に、結構な数の客がシャルール地区に詰めかけて来た。よく見ればチラシを持つ客の姿もあり、新聞広告作戦は一定の成果はあったようだ。

　一番の目玉であるトラムの売り場には、早くも主婦たちが群がっていた。

「押さないで！　在庫は充分にありますから順番にお買い求めください！」

　クァンダル地区には及ばないが、上々の出だしに、遠くで様子を見ていた勇悟は密かに胸を撫なで下おろす。

「ちょっと、このトラム、こんなに安くて味は大丈夫ですの？」

　すると、突如として大勢の喧けん騒そうにも負けない良く通る声で喚わめく客が現れた。

　高級そうな衣服に身を包んだ婦人は、山盛りのトラムを指差しながら叫ぶ。

「シャルールで売ってるトラムが、クァンダルやバリエンテより安い値段なんてありえませんわ！」

「そ、それは、我々がトラムを安く仕入れることに成功しまして……」

「本当に？　大体、あなたたちは……」

　自分の意見に絶対の自信を持っているのか、大声である事ない事喚き散らす困った婦人に、シルドラはどう対応していいかわからないようだった。

「……このままではマズイな」

　どうやらあの客は、早いところ黙らせる必要がありそうだ。

　勇悟は大きく深呼吸して気合いを入れ直すと、熱弁を振るっている婦人へと近付く。

「お客様、どうしました？」

「どうした……って、あなた、見ない顔ね？　ひょっとして、噂の異世界人かしら？」

「はい、勇悟と申します。どうぞ、今後ともよろしくお願いします」

　勇悟が快かい活かつな笑みで挨あい拶さつすると、婦人は少し臆したように身を引く。

　その隙に勇悟はトラムの山へと近づくと、山の中からトラムを一つ摑み、ナイフで一口サイズに切って婦人へと手渡す。

「な、なによ？」

「いえ、どうやらお客様は、相当舌が肥こえているとお見受けしました。ここは是非ともお客様にこのトラムをご試食いただいて、正直な感想を聞かせていただきたく思います」

「フ、フン……おだてても、評価は変わらないわよ！」

　突然の提案に、婦人は憮然とした表情を見せるが、勇悟から一口大に切られたトラムをひったくるように奪うと、乱暴に口に放り込む。

「──っ!?」

「いかがでしょうか？」

　一口食べた時のリアクションで答えはわかっていたが、勇悟はあえて質問する。

　婦人の口から、その答えを言わせようとしたのだ。

「た、確かにこのトラムはそれなりの物らしいわね……でも！」

　まだなにかあるのか、婦人はなおも食い下がる。

「今のは、あなたが選んだトラムだったじゃない。商品を用意した者だったら、良品がどこにあるか知っていても不思議じゃないわ。わたくしが選んだ物で確かめさせて頂ちよう戴だい」

「わかりました。では、どれになさいますか？」

「クッ……」

　堂々とした態度を取る勇悟に、婦人は歯は嚙がみしながらも一つのトラムを手に取る。

　婦人からトラムを受け取った勇悟は、先程と同じように一口サイズに切り分けると、ニッコリと笑って婦人へとトラムを差し出す。

　婦人は震える手でトラムを摘つまみ、口へ含む。

「……………………このトラムは、いくつまで買えるのかしら？」

「おひとり様、五つまでとさせていただいております」

「……じゃあ、五つ貰えるかしら？」

「はい、よろこんで。ありがとうございます」

　婦人はシルドラから袋を受け取ると「また、来るわ」と言って立ち去って行った。

　その背中に、勇悟は元気よく声をかける。

「またのご来店、お待ちしております」

　婦人が立ち去ると同時に、それまで成り行きを見守っていた客たちが一斉に動きだす。

　セールで扱っているトラムが品質の良いものだと証明されたのが大きかったようだ。

「さあ、いらっしゃい。本日はトラムが安いですよ！」












　それから暫しばらくは、勇悟たちは客の対応に追われ続けた。




　好調と思われたセールだが、当初の勢いは長くは続かなかった。

　営業を開始して三時間も経つと、青果店の前にできていた行列はなくなり、時折買い物客が現れる事があるものの、いつもの閑かん古こ鳥どりが鳴く店へと戻ってしまっていた。

　所しよ用ようで席を離れていた勇悟が青果店まで戻ると、まだ大量に残っているトラムを前に、オロオロしているシルドラが心配そうに声をかけてきた。

「ユ、ユーゴ、どうするんだ？　まだ仕入れた分の半分ぐらいしか売れてないぞ」

　ここまでの売り上げは、およそ七万オール。シルドラの店の普段の売り上げは五万オールもいかないから、それだけ今日の売り上げがいかに凄いかを示してはいるが、用意した二五○○個ものトラムを売り切るのは、まだまだ時間がかかりそうだった。

　慌あわてるシルドラに、勇悟は落ち着くように言う。

「この時間にお客さんが減るのは想定内です。それより、夕方にもう一度ラッシュが来るでしょうから、それまで英気を養っていてください」

「お、おう……そうだな。これからだな」

　しかし、シルドラの願いも空しく、夕方になっても思ったより客足は伸びなかった。

　シャルール地区のセールは、売上金額だけ見れば普段の二倍以上を達成できたが、大量仕入れによる仕入れ価格の高こう騰とうが原因で、結果として赤字となってしまった。




　セールの結果は振るわなかったが、勇悟たちの一日はまだ終わりではなかった。

「ただいま戻りました」

「あっ、スメラギ様。お疲れ様でした」

　商業地区の閉店作業の終わりを確認して、売れ残った商品を台車に乗せて戻った勇悟を待っていたのは、三さん角かく巾きんにエプロン姿のソレイユだった。

　ソレイユは勇悟の姿を認めると、パタパタと足音を立てて勇悟の下へとやって来る。

「それで、今日のセールの結果はどうでしたか？」

「う～ん、一定以上の成果はありましたが、まだまだ集客力は弱いようです。仕入れた三分の一ぐらいは売れ残ってしまいました」

「そうですか……悔しいですが、まだまだですね」

　ソレイユは顔を伏せると、エプロンの裾すそをギュッと握にぎる。しかし、俯うつむいている暇はないとすぐに顔を上げると、明るい声で話を切り出す。

「そ、そういえば、例の試作品ができましたので味見していただけますか？」

「え？　もうできたのですか？」

「はい、こちらです」

　ソレイユは嬉しそうに言うと、勇悟の手を引いてキッチンへと向かう。

　キッチンでは屋敷に勤めるメイドたちがエプロン姿で奔走していた。

「こちらが試作品です」

　そう言うと、ソレイユは小こ鉢ばち程ほどの器に盛られた赤いソースを差し出す。

「どれどれ……」

　勇悟はスプーンを受け取ると、赤いソースをすくって口へと運ぶ。

　口へ入れた途端、甘みと酸味の絶妙なハーモニーが鼻へと突き抜ける。甘みに続いて程よい塩分と旨味が口の中に広がり、いつまでも口の中に入れておきたい気持ちになる。

　懐なつかしい味に、勇悟は思わず双そう眸ぼうを細めて興奮したように捲まくし立たてる。

「うん、これは紛うことなきケチャップだよ。ほら、ソレイユ様も食べてみなよ」

「は、はい。では、失礼して……」

　勇悟からスプーンを受け取ったソレイユは、おそるおそる赤いソースを口に運ぶ。

「──っ!?　美味しいです……」

「俺の世界ではトマトケチャップって言うんだけどね。まあ、これは原材料がトラムだからトラムケチャップかな？」

「トラムケチャップですか。素敵なお名前ですね」

　ソレイユの反応を見る限り、ケチャップを作るというアイデアは正解だったようだ。

　これが大量に買い取った規格外品のもう一つの使い道。

　規格外品、といっても味は他の商品と変わらないのだ。ならば、その形を変えてしまえばいい、というものだった。

　そこで目を付けたのが、誰もが自家製でソースを作るというトラムだった。

　この世界のトラムのソースは、基本的にトラムを煮込んでピューレ状にして、塩などで味を調えただけのトラムの甘みを活かしたソースだった。それに対して今回勇悟は、学校の調理実習で作ったケチャップのレシピをどうにか思い出してソレイユに再現してもらったのだった。

　トマトケチャップは、トマトの皮を剝き、こして煮詰めて作ったトマトピューレに砂糖、食塩、酢を加え、クローブ、シナモン、ローリエなどの香こう草そうや、すり潰したセロリやタマネギを入れ、とろみをつけることで作られる。問題は材料が揃そろうかどうかだったが、幸いトラムやロクイモと同じように、それぞれに似た特性の香草、野菜を難なく見つけることができたため、過去に作ったケチャップを再現することは難しくなかった。

「おい、ユーゴ。戻って来たのならこっちも手伝え」

　勇悟が過去の思い出に浸っていると。エプロン姿に大量のトラムを抱えたエリスが不満そうに声をかけてきた。

「こちとらお前のせいで一日中、慣れない作業を強いられて正直ヘトヘトなんだ。しかも、売れ残ったトラムが追加で来たから、さすがのメイドたちも向こうでてんてこ舞いになってる」

　そう言うエリスもかなり悪あく戦せん苦く闘とうしているのか、怪け我がだらけの両手を見せると、大きく溜息を吐いて恨めしげな眼で勇悟を見据える。

「あの売れ残ったトラムを見る限り、ユーゴの案は上手くいかなかったようだな」

「……まあ、否定はしないよ」

「虎の子の作戦は上手くいかず、さらに主にここまでさせといて……これで結果が伴わなかったら……」

「エリス、滅めつ多たなことを言うものじゃありません！」

　余程、慣れない調理をさせられたことが応えているのか、いつもより口調がキツくなっているエリスを、ソレイユが咎とがめる。

「たった一日、思い通りの結果が出なかったからといって、スメラギ様を責めるのはお門違いです。結果は振るわなかったかもしれませんが、集客はいつもの二倍以上までいったと聞いています。そう考えれば、今日の結果は上々と言えるのではないですか？」

　それに、と言ってソレイユはケチャップを一口すくってエリスへと差し出す。

「このソース……ケチャップというそうですが、とても美味しくて驚きました。エリスも一口食べてみたら、きっと考えが変わりますよ」

「はぁ……」

　強気のソレイユにエリスはしぶしぶ頷くと、差し出されたスプーンに口をつける。

「う、美味い!?」

「でしょう？　これならきっと、お客様を大勢呼ぶことができますよね？」

　驚いて固まるエリスを見て、ソレイユは口に手を当てて上品に笑うと「さあ、もうひと踏ん張り頑張りましょう」と言って厨ちゆう房ぼうへと戻って行った。

　ソレイユの健けな気げな姿を笑顔で見送った勇悟は、疲れた様子のエリスに声をかける。

「エリス、慣れない作業で疲れているかもしれないが、このソースは、きっと客を呼ぶ決め手になるはずだ。だから、もう少しだけ頑張ろう！」

「え？　あ、ああ、確かにあのソースの味には驚いた。もしかしてこれが勇悟の言っていた……」

「そう、つまりはこれが手間さ」

　そう言って勇悟はケチャップを指差す。

「この世界には、美味しいソースは沢山ある。だけど、たまにはケチャップを食べたいと思う人は必ずいるはずだ。でも、ケチャップを作るのはめんどくさい……そんな時、誰かがケチャップを作ってくれたら？」

「金を出してでも食べたいと思う、か」

　勇悟の意図をようやく理解したエリスは、何度も大きく頷く。

「確かに、そういうことをしている地区があるという話は聞いたことがない。どこもそんなことをしている暇があったら、商品を一個でも多く売ることに余念がないからな」

「というわけだ。だから、エリスも頑張ってくれよな」

「……善処しよう」

　エリスが頷くのを確認した勇悟は、彼女の肩を軽く叩く。

　明日までに、全てのトラムをケチャップにしなければならないのだ。

「さて、もうひと踏ん張りしますか」

　勇悟は大きく伸びをして気合いを入れ直すと、今も大勢の人の声が飛び交う厨房の中へ向けて歩きはじめた。




「いらっしゃい、本日は蒸かしてホクホク、焼いても揚げても最高の皆大好き、高品質のロクイモだよ！　あっ、そこのお客様、お買い求めはこちらにお並び下さい！」

　シャルール地区の青果店店主、シルドラがその巨体を生かした大きな声で溢あふれそうになっている客を誘導する。

　シャルール地区で安くて高品質の商品が販売されるようになったという噂はすでに広まっているようで、今日も営業開始からそれなりの客がシャルール地区を訪れていた。

　今日もそんな客の期待を裏切らないセール品を用意していたため、シルドラの店は昨日より盛況のように見えた。

　さらに、今日は勇悟主導のある企画が開催されていた。

「あの……」

　買い物を終えた客が、商店街の入り口付近に置かれた簡素なテントで待機している勇悟とエリスの下へやって来た。

　二人組の客は、カバンの中からチラシを取り出して勇悟に見せる。

「このチラシに書いてある通り、知り合いを連れて来たんだけど、なにかくれるんでしょ？」

「はい、こちらになります」

　チラシを受け取った勇悟は、二人の客にそれぞれ、昨日徹夜で作ったケチャップが入った小瓶を差し出す。

「これは今度、シャルール地区から販売させていただくソースの試供品となります」

「なんだ……くれるって、トラムソースなの？」

　残念そうな反応の客を見て、勇悟は待っていましたと言わんばかりに笑みを浮かべる。

「確かに主な原料はトラムですが、このソースは、今までとは一味違ったソースとなっています。ここに同じ物を用意しておりますので、よかったらご試食下さい」

　そう言うと、勇悟はきつね色にこんがり揚あがったロクイモとケチャップを差し出す。

　不敵な笑みを浮かべる勇悟に、二人の客は訝しげな視線を向けながらも、タダで貰えるならば、とロクイモを手に取り、ケチャップをつけて口へ入れる。

「うそっ……」

「美味しい……」

　ケチャップを食べた二人の客は、一様に驚いた表情を見せる。

「わ、私の知ってるトラムソースと全然違う！　これって本当にトラムソースなの」

「はい、これは私の世界では非常にポピュラーなソースで、ケチャップと言います」

「そう、異世界のソースなんだ。で？　これってトラム以外になにが入っているの？」

「はい、それはですね……」

　質問された勇悟は、包み隠さずケチャップの製造方法を教える。

　それを聞いた二人の客は、揃って眉まゆ根ねを寄せる。

「……なんだかめんどくさいわね」

「この味は魅力的だけど、そこまで手間をかけるのは……ねえ？」

「はい、ですから、今後このソースがご入用の際は、是非シャルールにお越しください」

「そうね、そうさせてもらうわ」

「これからは、シャルール地区にも足を運ばせてもらうわ」

　二人の客は満足そうに笑みを浮かべると、手にしたケチャップを大切そうに抱えて帰って行った。

「ユーゴ、やったな」

「ああ、思った通りだ！」

　客を見送った勇悟とエリスはハイタッチをすると、受け取ったチラシに交換済みのハンコを押し、脇に置いてあった籠かごへと入れる。

　二人の客が持ってきたチラシは、クァンダル地区の新聞記者、マサムネに作ってもらったもう一種類のチラシで、昨日、買い物をしてくれた客に渡したものだった。

　その内容は、このチラシをお持ちのお客様は、シャルール地区に来る際に知人友人を連れて来ると素敵な特典を差し上げます、というものだった。

　特典を餌えさに客を呼ぶという、少し卑ひ怯きようかもしれないが確実な集客戦略は思った以上の成果が期待できそうだ。

　その証拠に、

「あの……チラシを見せたらここに行けって言われたんだけど」

「もしかして、素敵な特典って、さっき凄いはしゃいで帰って行った人が持っていたその瓶の事なの？」

「なんでも異世界の味を味わえるって聞いたんだけど……」

　勇悟が待機しているテントへと次々とチラシを持った客が現れ、なにが貰えるかを尋たずねてきたのだった。




　出だしこそ好調だったお友達紹介キャンペーンだったが、程なくして些さ細さいなトラブルが発生する。

「ちょっと、早くしてよ！　こっちは他の地区に行かなきゃいけないんだからね」

「そんなことより、ちゃんと私の分もあるんでしょうね？」

「痛っ!?　ちょっと割り込まないでよ！　あんたは私の後ろにいたでしょ！」

　タダでなにか良いものが貰える。その事実を知った主婦のパワーは凄まじく、その勢いたるや、勇悟たちがいるテントを破壊してしまいそうなほどだった。

「お、落ち着いて下さい。数は十分に用意してありますから！　どうか、どうか順番に並んでください！」

（こ、これは……かなりマズイかも）

　波のように押し寄せてくる主婦の圧力に、勇悟は背中に冷たいものが走るのを感じつつ、必死の形ぎよう相そうで主婦たちを捌さばいていった。




　──すっかり陽も落ち、辺りが暗闇に包まれた頃、

「ありがとうございました。またのご来店をお待ちしております」

　大量のロクイモを手にした客を、シルドラは深々と頭を下げて見送る。

「…………」

　客の姿が見えなくなっても、シルドラはまるでなにかに耐えるように動かなかった。

　シルドラの後ろには、空になった巨大な木箱があった。

「シルドラさん、お疲れ様です」

　そこへ少しやつれた様子の勇悟がやって来る。着ている服はくたびれ、顔や腕にはひっかき傷などの怪我が無数にあり、見るからに疲れているのがわかった。

　勇悟とエリスが担当していた臨時のテントでケチャップを渡す企画は、思った以上の盛況ぶりで終始人で溢れかえっていた。用意したケチャップの小瓶の数は十分だったのだが、一刻を争う主婦たちの熱意を読み間違えていたのがいけなかった。

（俺は詰めが甘いと親父が言っていた理由がわかったような気がした）

　今度からは、もっと広い場所で人数を増やして対応しよう。勇悟はそう心に決めると、青果店の様子を確認し、満足そうに頷いてシルドラへ声をかける。

「やりましたね。今日は完売じゃないですか？」

「…………」

「……シルドラさん？」

　勇悟が声をかけても、シルドラはなんの反応も示さない。一体どうしたのかと、手伝いのメイドと顔を見合わせていると、

「う……ううっ……」

　突然、シルドラが嗚お咽えつを漏らしはじめた。

「シ、シルドラさん。もしかして、泣いているのですか？」

「そうだよ……わ、悪いか!?　この国で商売を始めて十年以上経つが、店の商品が売り切れることなんて今までなくて……うくっ……うっ……」

　それ以上は言葉にならないのか、シルドラは顔を覆おおって静かに泣き続ける。

「……後片付け、やっちゃいますね？」

　小さくなっている白い巨体に向かって勇悟はそう告げると、手伝いのメイドたちに目配せをして店じまいの準備をし始めた。





　　　　　※






　翌日以降も、シャルール地区の売り上げは好調だった。

　勇悟の読み通り、集客が増えたお蔭でセール品以外の売り上げも総じて伸び、さらに、ケチャップの販売を始めたことで地区全体の売り上げは右肩上がりだった。

　そんな折、クァンダル地区の新聞記者、マサムネからシャルール地区の躍やく進しんについて記事にしたいという申し出を受けた勇悟は、地区の入り口まで二人を迎えに来ていた。

「マサムネさん、ホタルさん。本日はご足労いただいてありがとうございます」

「やあ、ユーゴ君。あの日以来だね」

「元気してた～？」

　ホタルが笑顔で差し出してきた手を、勇悟も笑顔で握り返す。

「ええ、ホタルさんも元気そうでなによりです」

「まあね、元気だけがあたしの取り柄だからね……それで、今日は美味しい物を食べさせてもらえるって聞いたけど？」

　ホタルに上うわ目め遣づかいで見つめられ、勇悟は思わず赤面する。

「え、ええ……今度ウチで販売する新商品を試食してもらおうと……」

「新商品!?　それって、ユーゴ君の世界の食べ物ってこと？」

　ホタルは勇悟から身を離すと、開いた胸元に手を入れてある物を取りだす。

「実はあたし、このケチャップにすっかりハマっちゃって。こうして、いつでもどこでも使えるように常備していたりするのよ」

　本当にお気に入りなのだろう。ホタルはケチャップの瓶に、まるで愛しい我が子に接するようにうっとりした表情で頰ほおずりをする。

　そんなホタルの様子を見て、勇悟は唇の端を上げて笑う。

「それは良かったです」

「はへ？」

「今度の新商品は、ケチャップとの相性は抜群だと思いますから」

「ほぁぁぁぁぁ……」

　その言葉を聞いて、ホタルの顔が喜びでみるみる朱に染まっていった。




　場所をソレイユの屋敷へと移し、すでに準備を整えていたソレイユから食堂に案内されたマサムネとホタルを待っていたのは、俵たわら型がたの茶色の物体だった。

「これが、次なる一手となる新商品です」

「…………」

　そう笑顔で宣言する勇悟に、マサムネは微妙な顔をする。

　出された物は茶色一色の塊で、なにやら細かい粉のようなものがこびりついている。どうやら熱加工をしたようで、熱気と油のような匂いがするが、食欲をそそられる程ではない。一体、なにをどう加工したらこのような摩ま訶か不ふ思し議ぎな物体ができるのか想像もできなかった。

　口には出さないものの、明らかに食べるのを逡しゆん巡じゆんするマサムネに対し、

「ねえねえ、これにケチャップをかければいいのかな？」

　ホタルは底抜けに明るい声で勇悟へと質問する。その口角からは今にも涎よだれが溢れそうになっており、一刻も早くこの謎の物体にかぶりつきたそうだった。

「ええ、そうです。かける量はお好みでどうぞ」

「は～い、でもせっかくだから、最初は少し控えめで……」

　ホタルは小さじ一杯程度のケチャップを茶色い物体へとかけると、ナイフとフォークで器用に一口サイズに切り分けて大口を開けて躊躇ためらいなく口へ放り込む。

「ん～～～～～～～～～～～～～っ、美味しい!?」

　茶色い物体を食べたホタルの歓かん喜きに満ちた叫び声が、部屋中に響き渡る。

「凄い、なにこれ!?　外が凄いサクサクなのに中はふんわり柔らか。あっ、これってもしかしてロクイモ？」

「はい、そうです。よくわかりましたね」

「確かにメインはロクイモだけど、中に色々入っているのね……」

　派手にリアクションを取りながらも、記者としての性なのか、ホタルは食べた物について冷静に分析していく。

　その勢いに圧倒されているマサムネに、勇悟が優しく語りかける。

「大丈夫ですよ。多少見かけが悪くても、味は保証しますから」

「……参ったな。そんなつもりはなかったんだけどな……」

　中々手を出さなかった理由をあっさりと見抜かれたマサムネは、苦笑しながら茶色い物体へと手を伸ばす。ホタルに倣ならってケチャップを少しつけ、意を決したように口をつける。

「──っ!?　美味い！」

　一口食べた途端、なにかを考えるより先に、本能のまま感想が飛び出て来た。

　ホタルが口にした通り、外側はサクサクなのだが、決して気になるような硬さではなく、簡単に嚙み切れる。中は話を聞く限りロクイモのようだが、本当にこれがロクイモかと疑ってしまうほど口当たりが滑なめらかで、もはや嚙む必要すらない柔らかさだ。中には食感を損そこねないように小さく切られた肉や野菜が入っており、これが料理の味を引き立たせ、今まで味わったことがないようなハーモニーを奏かなでていた。

　余りの美味しさに、マサムネは二口、三口と休む間もなく食べ、あっという間に一個を食べきってしまう。

「驚いた。まさか、こんな美味しい食べ物があるなんて……これはなんて名前なんだ？」

「それに、これって一体どうやって作ったの？　あたしにも作れるのかな？」

「こ、これは俺の世界の料理でコロッケと言います。作り方は……」

　興奮したように詰め寄るマサムネとホタルに、勇悟は一歩身を引きながらコロッケの作り方について詳細に教えた。

「なるほど、この周りについているのは、乾燥させたパンを細かく砕いたものを油で揚げているのか……」

「聞いておいてなんだけど、コレ、作るのかなりめんどくさいよ～。また食べたいけど、敷しき居いが高過ぎるよ」

　ガックリと肩を落とすホタルに、勇悟は優しく語りかける。

「ええ、ですからシャルールでこれを販売しようと思っているのです」

「あっ、なるほど。じゃあ、販売されたら絶対買いに行くよ」

「僕は……値段しだいだが、これなら多少高くても、客は来るだろうな」

「そうですか。その言葉が聞けただけでも良かったです」

　二人からのお墨付きをもらい、勇悟は胸を撫なで下おろす。

　はなまるスーパーマーケットでの惣菜部門でのバイト経験が活きたことに、勇悟は感かん慨がい深ぶかいものを感じていた。

「それで、ユーゴ君。この事は記事にしていいんだよね？」

「え？　あっ、はい、もちろんです」

　マサムネからの質問に、勇悟は慌てて取り繕う。

「これからシャルールでは、他の地区にはないものとして、手間をメインに売っていこうと思っています。このコロッケはその第一弾としてケチャップと一緒に大々的に宣伝していただけると幸いです」

「わかった。今回のことは、ウチの新聞のトップで扱わせてもらうよ」

「え？　ト、トップって、一面記事のことですか!?」

「モチロン。このコロッケというものは、ひょっとしたら今までの価値観を根底から変えてしまうかもしれないとんでもない代物だよ。だから、僕はそれをこの国に住む全ての人に知ってもらいたいと思っている」

「そうそう、この料理にはそれだけの価値があるから、自信を持っていいよ」

「……あ、ありがとうございます」

　二人からの最大限の賛さん辞じに、勇悟は思わず目頭が熱くなるのを自覚するが、溢れそうになる感情をどうにか抑制して、改めて頭を下げる。

「マサムネさん、ホタルさん、新聞記事の方、どうかよろしくお願いします」

「ああ、良い記事を書いてみせるから任せてくれ」

「その代わり、コロッケに続く新しい商品ができた時には、またよろしくね」

　二人は勇悟と固く握手を交わすと、満足そうな笑顔で帰って行った。




「ふぅ……」

　マサムネとホタルの二人を見送った勇悟は、安堵の溜息を吐く。

「スメラギ様、凄いです！」

　すると、これまで事の成り行きを見守っていたソレイユが興奮した面持ちで話す。

「これで明日からも、お客様に沢山来ていただけますよね？」

「はい。しかも今度は、他の商品みたいに値段を競う必要のない、シャルール地区の独どく占せん販はん売ばい商しよう品ひんですので、成功すれば一気に借金完済の目め処どが立つはずです」

「ほ、本当ですか!?」

　勇悟の言葉に、ソレイユの目が喜びでキラキラと輝きだす。

　その笑顔を見て、勇悟はソレイユの申し出を受けてよかったと心から思った。

　だが、このままでは捕とらぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようとなってしまう可能性もあるので、少し可哀想だが釘を刺すことにする。

「ですが、そのためには事前の準備が、十分な在庫を用意する必要があります」

「はい、わかっております。わたくしも微力ながらお役に立てますよう、頑張ります」

「……それは、大変ありがたいのですが、ソレイユ様のお力を借りるのは、今回だけにしたいと思います」

「えっ……」

　勇悟の思わぬ一言に、ソレイユの目にみるみる涙が溜まっていく。

「そ、そんな……やはり、わたくしのような小娘の力は不要なのですね」

「ち、違います！　そうじゃなくて……」

　落らく胆たんしたように肩を落とすソレイユを見て、勇悟は慌てたように話しかける。

「その……ただでさえソレイユ様は領主としての仕事があるのですから、いつまでもソレイユ様のお力を借りるわけにはいかないんです。そのような生活を送っていてはいつかお体を壊してしまいます」

　ここ数日、ソレイユはケチャップやコロッケの製作を誰よりも率先して行ってきた。その行為自体は非常にありがたいのだが、そのせいで領主としての仕事が滞り、その穴埋めに日付けが変わるまで働かなければならない事態に陥おちいっていた。

　今もソレイユの愛らしい目の下に濃いくまができているのを見て、勇悟は胸が締め付けられる思いだった。

　しかし、そんな勇悟の説得にも、ソレイユは首を縦に振ろうとはしない。

「構いません。わたくしの体のことなど……」

「申し訳ありませんが、私もユーゴの意見に賛成です」

　立ち上がって抗議しようとするソレイユの肩を摑み、エリスが諭さとすように話しかける。

「主はこの地区の代表なのです。その代表が現場で働き、無理をして倒れたと他の地区の商人に知られたら、この地区に住む全ての商人が笑いものになります」

「だったら新商品を誰が作って売るのですか……エリスがやってくれますか？」

「はへっ!?　わ、私に客商売なんて、む、むむ、無理です」

　顔を真っ赤にしたエリスは、音がするくらい激しくかぶりを振りながら否定する。

「だったら、どうするのですか？」

「実は、それについてお話をするために、ある人を呼んでもらっています」

　さらにエリスを問い詰めようとするソレイユに、勇悟が話しかけると同時に、

「ユーゴ様、お客様がお見えになりました」

　メイドが入って来て、来客を告げた。




「それで、あたいにこれを作って売れって言うのかい？」

　呼び出された精肉店の女将おかみ、シスネがコロッケをフォークで弄もてあそびながら眉根を寄せる。

「はい、シスネさんにはコロッケの揚げたてを提供していただきたいのです」

「揚げたてを提供って……そりゃ、確かにこれだけの物があれば、お客さんは沢山来てくれるだろうけど……正直、作り方を聞いたらそれなりの量を、しかも毎日用意するのはあたいには無理だよ」

「それについては、こちらである程度考えています」

　そう言うと、勇悟は具体的な方策について話す。

　事前にコロッケの種とパン粉をソレイユの屋敷に仕えるメイドと、近隣に住む主婦たちを雇って大量に生産し、お店では衣をつけて揚げることだけに従事してもらうこと。

　精肉店は、店内を改装して専用の揚げ場を作り、そこで揚げ物を作ってもらうこと。

　シスネにやってもらう理由としては、今後、第二、第三と新商品の惣そう菜ざいを、肉を使ったものにする予定なので、シスネにやってもらうのが最も適切だということ。

　それらの説明を聞き終えたシスネは「ムムム……」と唸うなってしまう。

　そんなシスネに、勇悟は申し訳なさそうに打開策を提示する。

「すみません。どうしてもシスネさんの労力が増えるのは否めないので、精肉店の人員を増やそうと思うのですが……」

「ああ、それなら心配いらないよ。ここ最近は店も忙しくなってきたから、息子たちにも店を手伝わせるつもりだったんだ」

「そうですか……それでは？」

「仕方ないさね。あたいも商売人だ。売り上げが上がるなら多少の事には目を瞑つぶるさ」

「あ、ありがとうございます」

　シスネの頼もしい言葉に、勇悟は胸を撫で下ろした。

　後はコロッケをいくらで販売するかだが、これはソレイユの意向でかなり抑えられた値段で販売することになるだろう。

　いくら異世界人が考案した珍しくて美味しい料理があったとしても、値段が割に合わなければ、客はあっという間にいなくなってしまう。商売の基本は、商品を数多く売って高い売り上げを達成することだが、それ以上に大事なことは、一度来てもらった客にいかにしてもう一度来てもらうか、リピーターの確保というものが長く商売を続ける上では絶対の条件となる。その上で商品の値段というのは、リピーターになるかどうかの重要なファクターとなるのは間違いない。

　安くて良い物を求めるのは、どこの世界の人間でも同じなのだ。

　その点は、ソレイユに任せておけば先ず間違いはないだろう。

「それじゃあ、シスネさんの店へ改装工事の打ち合わせに行ってきますから、ソレイユ様はコロッケを幾らで販売するか決めておいてもらえますか？」

「わかりました。こちらはお任せ下さい」

　すっかり領主の顔に戻ったソレイユは、にこやかな表情で勇悟を送り出してくれる。

　その頼もしい表情に、勇悟は笑顔で頷き返すと、シスネを促して応接室を後にした。

　これでシャルール再建計画の第二弾も、滞りなく進められそうだ。

　活気を取り戻しつつある商店街に、さらなる起き爆ばく剤ざいになるだろう新商品、そして未だかつてない大規模な宣伝。この二つの攻勢でこの地区はさらなる飛ひ躍やくを遂げるはずだ。

　勇悟は確信に満ちた表情で笑うと、逸はやる気持ちに身を任せるように急ぎ足で歩いた。





　　　　　※






　三日後、精肉店の改装工事を突貫作業で終えた勇悟たちは、いよいよ新商品であるコロッケの販売を、クァンダル地区で発行している全ての新聞一面トップに記事が載るのと共に開始した。

　ケチャップの販売で一目置かれるようになっていたシャルール地区の新商品ということで、その日は朝から行列ができるほどの盛況ぶりだった。昼過ぎには一度売り切れてしまったが、急きゆう遽きよ翌日分のコロッケを追加販売することを決め、販売を再開すると、地区の熱気はさらに増し、陽が暮れる前に地区内の全ての商品が売り切れるという快かい挙きよを成し遂げたのであった。

　この日の売り上げは、言うまでもなくシャルール地区史上、最大の黒字となった。




　各店の店主から一様に感謝の言葉を告げられ、勇悟は意い気き揚よう々ようとソレイユが待つ屋敷へと戻って来た。

　屋敷へ足を踏み入れると、書類の束を抱えたエリスが出迎えてくれる。

「ユーゴ、戻ったのか？」

「え？　ああ、エリスか。た、ただいま」

　気のない返事をする勇悟を見て、エリスが怪け訝げんな表情になる。

「なんだ。私の顔になにかついているのか？」

「い、いや……その……」

　この日のエリスは、屋敷内での事務作業ということでさすがに鎧などの騎士の装備は身に着けておらず、浅あさ葱ぎ色いろのゆったりとしたドレスを着ていた。さらに、銀のフレームの眼鏡をかけており、騎士というよりは学者という言葉が似合いそうだった。

　普段の凜り々りしい姿とはまた違うエリスの一面に、勇悟は顔が赤くなるのを自覚する。

「エリスって、眼鏡かけるんだね？」

「こ、これか？　普段は気にするほどではないのだが、書類作業など、細かい作業をする時はどうしても、な……変かな？」

「いや、そんなことないよ。とっても似合ってるよ。うん……」

　勇悟に顔をまじまじと見つめられ、今度はエリスが赤面する。

「そ、そうか。ユーゴがそう言ってくれるなら、たまには違う格好も悪くないかもな」

「じゃ、じゃあ、これからも色んなエリスを俺に見せて欲しいな」

「えっ？」

　勇悟が何気なく言った一言に、エリスが大きな目を見開いて驚く。

　その様子を見て、勇悟はなにか失言でもあったのかと思案するが、すぐに自分が言った言葉の意味に気づいて慌てたように言い直す。

「あっ……そ、そういう意味じゃなくて、たまには違う格好が見たいなって意味だよ」

「そ、そうだよな。てっきり添そい遂とげて欲しいと言われたのかと勘違いしてしまったぞ。ハハッ……」

「ま、まっさかぁ……ハハハ」

　自分で言っていて恥ずかしくなったのか、二人は揃そろって赤面して俯く。

「「…………」」

　暫くの間、気まずい空気が流れたが、先に気を取り直したエリスが強引に話を変える。

「そ、そそ、それより、戻るのが早くないか？」

「え？　あっ、そ、そうなんだよ」

　とっさの気転に、勇悟はエリスに感謝しながら口を開く。

「実はコロッケの売り上げが好調過ぎて、全ての店の商品が閉店を待たずして売り切れてしまったんだ」

「なんと!?　そ、それは今すぐ主のところへ報告に行こう」

「ああ、わかった」

　勇悟はエリスの隣に並ぶと、エリスが抱えている書類の束を半分受け取り、執務室へと足を向けた。




「エリス、こっちの書類は片付けたから、チェックをお願い」

　執務室に入ると、書類の山の向こうからソレイユの可愛らしい声が聞こえた。

「はい、今すぐに」

　エリスは持ってきた書類を机の上に置くと、足早にソレイユの下へと行って書類を受け取り、さっと目を通しながら口を開く。

「そういえば、主よ。ユーゴが戻りました」

「え？　スメラギ様が!?　いつの間にかそんなお時間だったのですね」

　ソレイユは顔を上げると、慌てた様子で立ち上がり、勇悟の下へと駆け出そうとする。

　しかし、窓の外へと目を向けたところであることに気づく。

「あれ？　まだ夕方……ですよね？」

　本来なら、地区はまだ営業時間中のはずだ。

「もしかして、なにかトラブルが……」

　まさかの事態を想像し、青ざめるソレイユに、勇悟は両手を広げて意気揚々と告げる。

「実は地区の商品が全て売り切れとなったので、今日はもう店じまいしてきたのです」

「……ほ、本当ですか？」

「本当です。コロッケの売り上げが凄くて、それに引っ張られるように他の商品も次々と売れたのが大きかったようです」

「そうですか……それはよかった……です」

　安心して全身から力が抜けたのか、ソレイユは崩れるように椅子に座りこむ。

　未だかつてない成果が出たことにこみ上げるものがあったのか、ソレイユは流れてきた涙を拭ぬぐうと笑みを浮かべる。

「わたくしが不ふ甲が斐いないせいで、今日まで皆さんには苦労ばかりかけてきましたが、ようやく我がシャルールにも明るい話題が……皆さんの努力が報われる日が来ました。これも、スメラギ様のお蔭です。本当にありがとうございます」

「そ、そんな、顔を上げて下さい」

　深く首を垂れるソレイユに、勇悟はかぶりを振り、彼女の手を取って顔を上げさせると、目を見てハッキリと告げる。

「確かに今日の売り上げは凄まじかったですが、これはまだ始まりに過ぎません。ここで気を抜いたら、あっという間にお客様は離れてしまいます」

「そう……ですね。今日みたいな日を、日常にしなければならないのですわね？」

「はい、これからはケチャップだけじゃなく、コロッケもしっかりとした品質と量を確保しなければなりません。俺たちがやるべきことは山ほどあります」

「そう……ですね。まずは一刻も早く今日の仕事を終わらせることにしましょう」

　ソレイユは力強く頷くと、腰を下ろして仕事に戻る。

　いざ書類に向かうと、ソレイユの顔は仕事人のそれになり、黙もく々もくと書類作業をこなしていく。

　その変わりように、勇悟はどんな仕事をしているのかと覗き込む。

　文字はなんと書いてあるのかさっぱりわからなかったが、その文字のパターンから、それがなんの書類かは推測できた。

「これは、会計処理……ですか？」

「はい、そうです」

　勇悟からの質問に、ソレイユが書類から目を離さずに答える。

「地区で働く皆さんには商売の方に専念してもらうために、会計処理などの仕事はこちらで全て受け持っているのです……これぐらいしかわたくしにできる事はありませんから……フフッ」

「どうしました。なにか嬉しいことでもありました？」

「ええ、最近は地区の売り上げがとてもいいので、毎日帳ちよう簿ぼをつけるのが楽しくて仕方ないのです。特にスメラギ様が仰った手間を売るというアイデアは素晴らしいです」

「確かに……この一手は大きな成果に繋がっていますね」

　ソレイユの言葉に、エリスが続く。

「普段なら一個五○オールのトラムがケチャップにするだけで一五○オールに、コロッケも原価は八○オールほどなのに、二○○オールで用意したものが閉店を待たずして完売してしまうとは……今から今日の売り上げを帳簿につけるのが楽しみで仕方ないですな」

「ええ、本当に……」

　ソレイユとエリスは顔を見合わせると、嬉しそうに顔をほころばせた。

　その様子を見て、勇悟があることに気づく。

「……もしかして、エリスも会計処理をやったりするのか？」

「も、とは失礼な。こう見えて私は、主同様、会計処理は完璧にこなす自信がある。主ほどではないが、計算能力は高いから、なにかあった時は頼っていいぞ？」

「なるほど……じゃあ、俺は二人の仕事の邪魔にならないよう、そろそろ退散するよ」

「あっ、はい、ご飯の用意ができず本当に申し訳ありませんでした」

　どこまでも謙けん虚きよなソレイユに、勇悟は思わず苦笑する。

「そんなに気にしないで下さい。ソレイユ様も、根を詰め過ぎないように気を付けて下さいね」

「大丈夫だ。そうならないよう、私が見張っている」

　勇悟の心配を、エリスが心外だと言わんばかりの表情で一いつ蹴しゆうする。

「そうだったな。それじゃあ、エリス。後は任せたよ」

「案ずるな。主の健康管理は、私の最重要任務だからな」

　大きな胸を揺らし、不敵に笑って見せるエリスに、勇悟は軽く手を振って応接室を後にする。

「皆が商売に専念できるように、か……」

　勇悟はソレイユの言葉を反はん芻すうしながら考えを巡らせていた。

　文字が読めないのでどれくらいの精度なのかはわからないが、一つの地区、全ての会計処理を行うのだから、ソレイユの……そしてエリスの計算能力は相当高いのだろう。

　二人の力もなんらかの役に立つかもしれないので、勇悟は心にとどめておくことにした。




　その後もコロッケの評判は概おおむね好評で、続けて売り始めたとんかつや、から揚げといった勇悟の世界ではお馴な染じみの惣菜も飛ぶように売れた。

　資金に余裕が出て来たことで仕入れ数も増やすことができるようになり、短期間でシャルール地区の一日の売り上げは、例を見ないほどの右肩上がりになり、月の売り上げは、五○○万オールを超えるほどになっていた。





　　　　　※






「……これは、どういうことだ？」

　数々の調ちよう度ど品ひんに囲まれた部屋の中央、マホガニーで作られた重じゆう厚こうな机に陣取るライオンの亜人種、ラビアがここ最近におけるシャルール地区の躍やく進しんを絶ぜつ賛さんする新聞記事を握り潰しながら、憎らしげに唸る。

「奴らはすでに死に体、なにもしなくても勝手に破は滅めつして、ソレイユは俺様のものになるんじゃなかったのか？」

　ドン、と机を叩いて苛立ちを露あらわにすると、背面のガラスがビリビリと震える。

　その迫力に、部屋の隅に控えるラビアの部下たちが怯おびえるように互いに身を寄せ合う。

　そんな部下たちの態度が気に入らず、腹いせにどうしてやろうかと思案していると、

「何事だ。騒々しい」

　入り口の扉が開き、金色のたてがみが眩しい巨大な体たい軀くが窮きゆう屈くつそうに入って来た。

　派手な赤色のガウンを着こなす、ラビアを遙かに凌しのぐ立派なたてがみの持ち主は、ラビアの父親でバリエンテ地区を治める領主、レーヴェ・オデイシアスだった。

　レーヴェは丸めて放られている新聞を拾うと、一いち瞥べつしてラビアを睨にらむ。

「こんなものを読んでいる暇があるということは、儂わしが命じた帳簿計算は、当然ながら終わっているのだろうな？」

「え？　あっ……その……」

　普段は横おう柄へいなラビアも、父親の威い厳げんには敵わないのか、その大きな体を目に見えて縮めて小さな声で呟く。

「……すみません。まだ終わってない……です」

「まだ、だと？　儂がお前に命令してどれだけの時間が経ったと思ってる？　あの程度の仕事量、凡ぼん庸ような奴でもとうに終わっているはずだぞ」

「そ、そんなことないだろ。見てくれよこの量、これだけの計算を、たった数時間でやれなんて不可能に近いだろ！」

　ラビアは抗議の声をあげながら机の上に置かれた書類の束を指差す。

　山積みになったその量を見ると、確かに一ひと筋すじ縄なわではいかないことが窺うかがえた。

　だが、レーヴェはやれやれとかぶりを振ると、大袈裟に嘆息する。

「違うな。この手の問題は、今までの経験を活かせばすぐに解けるようになっているのだ。それができないということは、お前が今までなにも学んでこなかったか……」

　レーヴェは氷の眼差しでラビアを射抜くと、冷たく言い放つ。

「お前がどうしようもないクズのどちらか、だ」

「お、親父ぃ……」

　冷酷とも言える評価に、ラビアは泣きそうな顔になる。

　しかし、そんなラビアには一瞥もくれずレーヴェは、獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷に落とすという言葉を身をもって示すように、手にした新聞を広げながら告げる。

「シャルールのソレイユ嬢は、あの年で地区全ての会計処理をしているそうだ。借金が返せずに彼女が嫁に来てくれれば、この地区も安あん泰たいだと思ったのだが……どうやら、それも上手くいかなくなりそうだ」

「そ、そんなはずはない。あれだけの借金、今期中に返せるはずがないじゃないか！」

「儂は別に、今期中に返してもらう必要はないと思っておる」

「なん……だって？」

「儂は返す当てがないのなら、という提案でソレイユ嬢に話を振っただけじゃ。当てができたのなら、利子も含めて返してもらうのが一番じゃからな」

「で、でも奴ら、このままだとウチを超えるかも……そうなる前に、俺がソレイユと結婚して奴らの拠より所どころを奪えば……」

「黙れ！　この痴しれ者ものがっ！」

「ヒ、ヒイィィッ！」

　空気を震わすほどの叱責に、ラビアだけでなく、全員が思わず身を竦すくめる。

「なにが拠り所を奪うじゃ。そんな人の風上にも置けない畜ちく生しようにも劣る所業、儂が許すと思うてか！　商売で勝ってこその商人じゃ。相手が我らを上回るのならば、さらにそれを超える工夫をすればいいまでのこと。そんな当たり前のことがわからないから、お前はいつまで経っても半人前なのじゃ！」

　心底呆れたのか、レーヴェは「もういい」と吐き捨てるように言うと、ラビアの部下たちに帳簿計算が終わるまではラビアをこの部屋から一歩も出すな、と厳命してドアを勢いよく閉めて出て行った。

　ドアが閉まると、その勢いで窓ガラスが振動し、壁に掛けてあった絵画が落ちた。

　嵐のように去って行ったレーヴェの迫力に、誰もが暫く動けなかった。

　部下の前で散々な目に遭わされたラビアは、屈辱に耐えるように震えていたが、

「クソッ、これも、あの異世界人が来なければ……」

　怒りで血が滲にじむほど唇を嚙み締めると、呪じゆ詛その言葉を吐きながらペンを手に取り、山積みの書類へと向かっていった。




　借金残り──約一七七五○○○○オール　期限まで一五一日













　惣そう菜ざいの発売からシャルール地区は順調に売り上げを伸ばし、翌月は五五○万オール、その翌月は六五○万オール、さらに翌月は八○○万オールと着実に売り上げ記録を更新し続け、それぞれ諸しよ経けい費ひを差し引いた金額、八○○万オールもの借金の返済に成功した。

　しかし、決算まで残り二か月を切ったにも拘かかわらず、まだ九五○万オール以上の借金が残っており、このまま順調に売り上げが伸びていったとしても残りの期日で借金を完済できる可能性はかなり低かった。

　それでも、なにか手はないかと勇ゆう悟ごがあれこれと知恵を絞っていると、トレーに紅茶をのせたソレイユが話しかけてきた。

「祭り……ですか？」

「はい、今月の終わりに、グランフェスティバルという特別なお祭りが開かれるんです」

　ソレイユは祭りのチラシと思われる紙を差し出すと、嬉しそうに説明を始める。

　グランフェスティバル。それはグランマート王国で行われる年に一度の祭りで、シャルール、クァンダル、バリエンテ、アンブル、ノーヴルの五地区が祭りのために用意した特別な催もよおしを行い、一日の売り上げを競い合うというものだ。

　一年かけて考え抜かれた催し物はどれも一見の価値ありで、それを見るために世界中から観光客がやって来て、毎年他に類を見ないほどの盛況ぶりを見せていた。

「しかも、グランフェスティバルには、その日だけの特別ボーナスがあるのです」

　グランフェスティバルでは、祭り当日の総売り上げから順位に応じた配当金が得られ、一位になると総売り上げの三二％の配当金が、二位は二八％、以下二五％、一○％と続き、最下位は総売り上げの五％がそれぞれの地区に支払われるという。

「グランフェスティバルの総売り上げは、毎年二○○○万オールを超えます。もし、我がシャルール地区が売り上げ一位になったら……」

「えっと、二○○○万の三二％は……一○％が二○○万でその三倍だから……」

「はい、およそ六四○万オールです。グランフェスティバルで一位になると、それだけで一か月相当の売り上げが確保できてしまうのです」

「そうか……そんなお祭りがあるのか」

　ソレイユの話を聞く限り、グランフェスティバルで三位以上を取れば、黒字が見込めそうだ。今やシャルール地区の売り上げは、グランマート王国内でも屈くつ指しとなっているので、このままいけば上位進出は間違いないだろう。

　グランフェスティバルの話を振って来たということは、ソレイユの方にもなにか考えがあるのかもしれない。そう思った勇悟は、ソレイユに話を聞いてみることにする。

「ソレイユ様は、グランフェスティバルに向けてなにかとっておきの催し物を考えているんですか？」

「………………えっ？」

「えっ？」

　間抜けな声を上げるソレイユに、勇悟は思わず聞き返す。

　すると、ついさっきまで喜き色しよくに染まっていたソレイユが青ざめ、その目にみるみる涙が溜まっていく。

「……も、もしかして、なにも考えていないとか？」

「だ、だって、わたくし、今まで地区を立て直すのに必死で、グランフェスティバルのことなんて全く頭になくて……」

　顔を覆おおって泣きはじめるソレイユに、勇悟は慌てて励ましの言葉をかける。

「い、今は地区を立て直すことが最優先ですから、細部まで目が行き届かないこともありますよ。それに、俺が知ってる惣菜の種類はまだありますから、よかったらそれを新メニューとして祭りの日から販売しましょう」

「グスッ……も、申し訳ありません」

　何度も申し訳なさそうに謝るソレイユに、勇悟は気にしてないと告げると、せっかくだからグランフェスティバルについてもっと詳しく聞こうとした。

　だが、

「邪魔するよ！」

　突然、部屋の扉が乱暴に開き、エプロン姿のシスネが慌あわただしく入って来た。

「全く、こっちは忙しいのに……」

　明らかに怒り顔のシスネに、勇悟とソレイユは顔を見合わせる。

　そんな態度が気に入らなかったのか、シスネは机を強く叩くと、声を荒らげながらソレイユを問い詰める。

「ソレイユ様、あたいに急きゆう遽きよ伝えたい事があるってなんだい。こっちは油を扱っているんだから、手短にしておくれよ」

「えっ？　ど、どういうことですか？」

　物凄い勢いで詰め寄って来るシスネに、ソレイユは狼ろう狽ばいする。

「……まさか、特に用がないのに呼んだわけじゃないだろうね？」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　今にもソレイユに飛びかかりそうな勢いのシスネを、勇悟が落ち着くように取り成す。

「ソレイユ様に呼ばれたって、誰に言われたのですか？」

「誰って……店に来た子供に、ソレイユ様が呼んでいるから早く行った方がいいって言われたんだけど……」

　シスネの言葉を聞いて、勇悟は首を傾かしげる。

「えっ？　でも、ソレイユ様は、今日は朝から俺について文字を教えてくれたり、今後の方針について相談に乗ってくれたりしていました。その間、所用で席を外すことが何回かありましたが、誰かになにかを頼んだということはなかったと思います」

「じゃあ、誰がなんのためにあたいを呼んだんだい？」

「それは、わかりませんが……ん？」

　違い和わ感かんを覚えた勇悟が窓の外へ目を向ける。

　すると、窓の向こう、商店街の方向から黒い煙が天に向かって伸びているのが見えた。

「なんだろう。誰かがたき火でもやっているのかな？」

「ん？　あの辺りって……もしかして、あたいの店の辺りじゃ……」

　シスネが焦あせったような声を上げると同時に、

「主よ、大変です！」

　血相を変えたエリスが部屋に入って来た。

「ど、どうしたのですか？　そんなに慌てて」

「火事です。地区内で火事が発生しました！」

　エリスは部屋の中を見渡し、シスネの姿を確認すると、眉み間けんにしわを寄せる。

「シスネ……なぜ、貴様がここにいる？」

「なんでって、呼ばれたからだけど……まさかっ!?」

　なにかを察したシスネの顔が真っ青になる。

　噓うそであって欲しい。そう願っているようなシスネに、エリスが非情な言葉を告げる。

「そうだ。商店街で発生した火事の火元は、精せい肉にく店てんだ」

「な、ななっ……」

　その言葉に、シスネは絶ぜつ句くしてその場にへたり込んでしまった。




　突如として発生した火事は、まさに青せい天てんの霹へき靂れきの出来事だった。

　火元である精肉店を中心に火の勢いは増すばかりで、肌をジリジリと焼く熱気の凄まじさに誰もがどうしていいかわからず、遠巻きに火の行方ゆくえを眺めていた。

「どうした。なぜ、火を消そうとしない！」

　現場に戻って来たエリスが、唖あ然ぜんとしている商人たちに怒ど声せいを浴びせる。

「一刻も早く消火しなければ地区全体が燃え尽きる恐れがあるのに、どうして水の一杯でもかけようとしないんだ！」

「で、ですが……」

　怒声を浴びせられた商人は、目を泳がせながら小さな声で話す。

「火を消そうと水をかけたら、火は消えるどころか、一気に勢いを増したんです……」

「な、なんだと!?　そんなわけないだろ！」

「あぐぐ……ほ、本当です……」

「いや、その人の言っている事は本当だよ。精肉店から出火したということは、油が出火原因のはずだ。油による火災の場合、消そうとして水をかけると、逆に被害が増すから絶対にやっちゃ駄目だ」

「じゃ、じゃあ、どうやって火を消すんだ？」

「あっ、いや……その……」

　勇悟は言葉を詰まらせながらも、必死に頭を働かせる。

　通常、油による火災が発生した時は、消火器を使うか、濡れた布や布団などをかぶせて空気を遮しや断だんし、油の温度が下がるまでそのまま放置するのが一般的である。

　だが、これはもう初期消火でどうこうできるレベルを超ちよう越えつしてしまっている。こうなったら火を消す努力をするより、これ以上の被害を出さないようにするべきだろう。

　勇悟は素早く結論を導きだすと、絞りだすように話しはじめた。

「もはや俺たちでは火を消すのは無理だ。だから、これ以上の被害を防ぐために……」

「防ぐために？」

「周辺の建物を壊そう」

「んなっ!?」

　思いもよらない言葉に、エリスは目を見開く。

「こ、壊すだと!?　そんなことをしたら、明日からどうやって商売をするつもりだ!?」

「だけど、それをしなければ、火は地区全体に、下手をすれば地区の外にまでも広がるぞ。それだけは避けるべきだ！」

「だがっ……」

　エリスは逡しゆん巡じゆんするように言葉を詰まらせる。

　頭ではこれ以上被害が広がらないようにするのが正しいのはわかっているが、それを指示することがエリスにはできなかった。

「なにをしているのですか。早く、被害が広がらないように建物を壊すのです！」

　すると、この場にいる全員を咎とがめるような凜りんとした声が響き渡る。

　驚いた全員が目を向けると、ソレイユが眦まなじりをつり上げて憤ふん然ぜんとした様子で立っていた。

「一刻の猶ゆう予よもない状況でなにを迷うことがあるのです。今、重要なのは早く火を消すこと、被害の拡大を食い止めることです！　さあ、今すぐ動きなさい。早く!!」

「「「は、はいっ！」」」

　ソレイユの叱しつ責せきに我に返った商人たちは、慌てた様子で散っていった。




　太陽が傾き、空が真っ赤に染まる頃になって、ようやくシャルール地区で発生した火事が鎮ちん火かした。

　多少の怪け我が人にんが出たものの、死者が一人も出なかったことは幸いだった。

　ただ、地区の被害は甚大で、地区全体の半分以上の建物が半焼、もしくは全焼し、特にここ数か月の間、地区を引っ張り続けた精肉店と青せい果か店てんは全てが焼け落ちてしまった。

「店が……俺の店が……」

　白い顔の所々に黒いすすをつけたシルドラが、自分の店があった場所で涙を流しながら呟く。

「ようやく……ようやく商売が軌道に乗ったと思ったのに……クソッ！」

　シルドラは涙を乱暴に拭ぬぐって立ち上がると、同じようにすすで真っ黒になっているシスネに近付いて乱暴に胸ぐらを摑つかむ。

「どうして……どうして油を使っている状況で店を離れたんだ！」

「店を離れたのは呼ばれたからで……でも、あたいは火の始末だけはちゃんとしたよ！」

「だったら、どうして火事なんかが起きるんだ！　誰もいないのに、勝手に火がついたとでも言うつもりか!?」

「そんなのあたいが知るわけないだろ？」

「止めないか！　主の前だぞ！」

　今にも取っ組み合いを始めそうなシルドラとシスネを、エリスが腰の剣に手を伸ばしながら一いつ喝かつする。

「これ以上、醜しゆう態たいを晒さらすというのならば、我が剣の錆さびにするぞ！」

「クッ……」

「……悪かったよ」

　エリスの迫力に気け圧おされたシルドラとシスネは、拳を収めて引き下がる。

　しかし、納得はいっていないようで離れた後も互いに睨にらみ合いを続けていた。

　二人の大人げない態度を見てエリスは盛大に嘆たん息そくすると、作業へと戻る。

　エリスが黙ってしまうと、途端に辺りは風の音だけが支配するようになる。

　まるで葬式のような、暗く、重苦しい雰ふん囲い気きが永遠に続くかと思われたが、

「おいおい、こりゃ酷ひどい有様だな！」

　人の傷に塩をすり込むような、無ぶ遠えん慮りよな大声が響き渡る。

「自宅で仕事をしてたら黒い煙が見えて、まさかと思ったら、火事で地区が燃えるなんてご愁しゆう傷しよう様さまだな」

「ラビア・オデイシアス……」

　金色のたてがみをなびかせながら登場した獅し子しに、勇悟は唸うなるような声を上げる。

「なにしに来た。俺たちはお前みたいなロリコン野郎に構っている暇ひまはないんだ」

「ん？　なにを言っているかわからないが、いきなりだなぁ、異世界人さんよ」

　ラビアは口角を上げ、獰どう猛もうな牙を剝き出しにすると、嘲るように笑う。

「今、グランマート王国内で一番ホットな場所と言われて調子に乗っているシャルール地区が火事を起こすなんてな……熱くなり過ぎるのも考えものだと思わないか？」

　上手い事を言ったつもりなのか、ラビアは腹を抱えて大声で笑う。

「ほら、面白いだろ？　お前も笑えよ」

「ふざけるな！　この状況で、よくそんな事をぬけぬけと言えるな！」












　ラビアの挑発に、勇悟は拳を握って前へ進み出る。

「へぇ、やる気かい？」

　ラビアは唇を引き締めると、腰を落とし、拳を握ってファイティングポーズを取る。

　しかし、勇悟はゆっくりとかぶりを振ると、感情を押し殺した声で告げる。

「……悪いが、お前の安い挑発に乗るつもりはない」

　こんなくだらない事で、こんなくだらない奴を殴ったところでなにも得られないし、余計な恨みを残して、今後も事あるごとにこいつに邪魔されては敵わないと思った。

　勇悟が挑発に乗ってこないことがわかり、ラビアはつまらなそうに吐き捨てる。

「ケッ、そうかい……とんだチキン野郎だな」

「チキン野郎で結構だ。それより、用がないのならとっとと帰れ。俺たちは、これからやらなきゃいけないことが死ぬほど待ち受けているんだ」

「おっと……そうだ。俺様としたことが、肝心なことを忘れちまうところだったぜ。今日は、お前たちに良い情報を持って来てやったんだよ」

　ラビアは仰ぎよう々ぎようしく両手を広げると、ここにいる全員に聞こえるように大声で話しだす。

「聞いて驚け。最近のシャルール地区の頑張りに親父がいたく感動してよ、借金の返済期限を少しは延ばしてもいいと言い出したんだ！」

「そ、その話は本当なのか？」

「おうよ。今度のグランフェスティバルで、シャルール地区が売り上げ順位で我がバリエンテ地区より上を取れば、返済期限を引き延ばしてもいいと確約してくれたぜ。それを知ったから、わざわざこうして教えに来てやったんだが……あっ!?」

　ラビアは口に手を当てて、わざとらしく今気づいたふりをする。

「そういや地区の殆ほとんどが、精肉店の火事が原因で焼け落ちちまったんだよな。かわいそうに、これじゃあ今年のグランフェスティバルでの上位進出は絶望的だな」

「お前、それがわかってて……」

「まさか!?　ただ、ゴミ共が高み目指して昇り続けたら、太陽に近づき過ぎて自らの羽を燃やしちまうなんて、まぬけにも程があると思わないか？」

　その嗜し虐ぎやくに満ちた表情からは、ここにいる商人たちが自分には絶対に逆らえない圧倒的弱者であると見下していることが、ありありと窺うかがえた。

　しかし、ラビアの不遜な態度が、今まで俯うつむいて作業していた商人たちに怒りの色を灯す。

「うるさい！　俺たちはまだ、なに一つとして諦めていないぞ！」

　先ず、シルドラがその巨体を活かした大声で第一声を上げる。

　すると、

「そうだよ！　祭りまでまだ時間はあるんだ。いくらでも立ち直ってやるさ」

「いつまでもお前の影に怯おびえていると思ったら大間違いだぞ」

「今日、その報告に来たことを絶対に後悔させてやるからな」

　これまでラビアに一方的に言われるままだったシャルール地区の商人たちは、勇悟が来てからの僅わずかな時間で劇的な変へん貌ぼうを遂げた。自信を、商人としての矜きよう持じを取り戻し、勇気を持って意見を言えるようになった。

「ぐぬぬっ……ゴミ共が……」

　なにを言っても言い返さない案か山か子しだと思っていた連中からの思わぬ反撃に、ラビアは鈍く光る犬けん歯しを剝き出しにして怒りを露あらわにする。

「……まあいい。本題はここからだからな」

　今にも決壊しそうになった自制心をどうにか落ち着かせると、ラビアは遠くから見守るように立ち尽くしていたソレイユに話しかける。

「おい、ソレイユ」

「──っ、な、なんでしょうか？」

　突如として水を向けられたソレイユは、明らかに動どう揺ようしていた。

　その様子を見て、ラビアの顔が嗜虐的に歪む。

「賢いお前ならわかるよな。こいつらの言っていることがどれだけ無む謀ぼうで、愚かかということが」

「そ、それは……」

「ああ、皆まで言わなくていい。だから、優しい俺様は、ソレイユのために独自に救きゆう済さい措そ置ちを用意してやったぜ」

　そう言うと、ラビアは一枚の紙し片へんを取りだす。

「それは……」

「これかい？　これは誓せい約やく書しよだよ」

　ラビアは不ふ敵てきな笑みを浮かべると、誓約書の内容を読み始める。

「内容はいたって簡単だ。次のグランフェスティバルにおいて、シャルールがバリエンテを売り上げで上回ればシャルールが抱える借金は全て帳消し。それが成されなければ、シャルールはバリエンテに併合、ソレイユは俺様と結婚するというものだ」

「なっ!?　そんな条件、受け入れられるわけないだろう！」

「果たしてそうかな？」

　言い返す勇悟に、余裕の笑みを浮かべたラビアが反論する。

「地区がこれだけの被害を受けて、これからどうやって今までの売り上げを維持するつもりだ？　そもそもグランフェスティバルで一位を取らなければ、借金完済の目め処どなんて立たないんだろう？」

「クッ……」

　ラビアの言葉に、勇悟は悔しげに歯は嚙がみする。

　反論しようにも、ラビアに返す言葉が見つからなかったのだ。

「……わかりました」

　すると、押し黙ってしまった勇悟に代わり、ソレイユが蚊かの鳴くような声で喋りだす。

「どちらにしても、我が地区が生き延びるためには、ラビア様の要求を呑む以外に道はなさそうです。誓約書にサイン致しますので、貸して頂けますか？」

「ソレイユ様、待って下さい!?」

「主、いけない！」

　勝手に話を進めてしまうソレイユに、勇悟とエリスが声を上げる。

　しかし、それでもソレイユは止まらず、ラビアへ向けて歩き続ける。

「ソレイユ様、そんな奴の言うこと聞く必要ないよ」

「お願いします。どうか俺たちの話を聞いて下さい！」

　すると今度は、シャルール地区の商人たちが揃そろって諫いさめようと声を上げる。

「み、皆様……」

　まさか地区の商人たちにまで否定されると思っていなかったのか、ソレイユの顔に動揺が浮かぶ。

「なあ、おい。どうするんだ？」

　立ち止まってしまったソレイユに、ラビアが苛いら立だたしげに声を荒らげる。

「全く……今日まで商売をやってこれたのは、誰のお蔭だと思っているんだ。ソレイユ、お前はこいつらに恩を仇あだで返すように指導をしているのか？　あ～あ、なんだか今日のこいつら見てたら、グランフェスティバルでの借金帳消しの話、なかったことにしたくなったな。なあ、どうするよ？」

「貴様っ……」

「スメラギ様、ダメです！」

　勇悟が握り拳を作って前へ出ようとすると、ソレイユが必死に止めに入る。

「どうして……あんな勝手なことを言われて、黙っているのですか？」

「お願いです……お願いですから、どうか耐えて下さい！」

「ソ、ソレイユ様？」

　髪を振り乱し、叫ぶように懇こん願がんするソレイユに、勇悟は困こん惑わくを隠せないでいた。

　ソレイユは説明を求める勇悟の視線から顔を逸そらすと、地区の商人たちに向かって深々と頭を下げる。

「皆様も、お願いですからどうか事を荒立てないで……ください」

　最後は殆ど聞き取れないような小さな声で呟くと、ソレイユは皆の視線から逃れるように俯いてしまう。

「ソレイユ様がそうおっしゃるなら……」

「……まあ、今日の所は……」

　その言葉に、息巻いていたシャルールの商人たちは仕方なしに矛ほこを収める。

　全員が黙ったのを確認したソレイユは、改めてラビアに頭を下げる。

「ラビア様、大変申し訳ありませんでした。あなた様の出した条件で構いません。どうか誓約書にサインさせて下さい」

「フン、最初からそうしていればいいんだよ」

　乱暴に突き出された誓約書を、ソレイユは恭うやうやしく受け取り、震ふるえる手でサインする。

「ど、どうぞ……」

　誓約書を受け取ったラビアは、書かれている内容を確認してニヤリと笑う。

「ヘヘッ、確かにいただいたぜ。じゃあなゴミ屑くず共ども、精せい々ぜい無む駄だな努力をして俺様を楽しませてくれよ」

　ラビアは誓約書を大事そうに懐ふところにしまうと、声高々と笑いながら立ち去って行った。




　ラビアが去った後のシャルール地区は、剣けん呑のんな空気に包まれていた。

　誰もが口を閉ざし、黙々と機械的に手だけを動かして、黒く炭となった瓦が礫れきを片付けていく。

　まるで不発弾の処理をしているような重苦しい雰囲気の中、勇悟はソレイユが去っていった方角を眺ながめていた。

　あの後ソレイユは今回の火事について報告があると言って、そそくさと国の中心にあるという議事堂へと向かってしまった。

　そこで王をはじめとする各地区の代表と会談を行うそうだが、ソレイユ以外の代表は誰もが海千山千の事業家で、彼らが放つ威い圧あつ感かんは相当なものらしい。

　そのような場にソレイユを送り出さなければならないことに、火事の原因となった惣菜作りを提案した勇悟としては、なんとも言えない複雑な思いがあった。

「せめて、俺もできる事をしないとな……」

　勇悟は誰にともなくひとりごちると、険しい顔で瓦礫を運んでいるエリスに声をかける。

「エリス、ちょっといいか？」

「…………ユーゴか。どうした？」

「ここじゃ、ちょっと……」

「わかった」

　その言葉で全てを察したエリスの行動は、素早かった。

　近くにいた商人にこの場を離れる旨を伝えると、勇悟に目で合図して移動を促うながした。




　足早に商店街を後にし、人気のない路地裏へと足を運んだエリスは、壁に背を預けると、神しん妙みような顔で勇悟に話しかける。

「……それで、話とはなんだ？」

「エリスはどう思う？」

「どう思う、とは？」

「あいつ……ラビアだよ。どうして奴は、あのタイミングで来たと思う？」

　ラビアはシャルール地区で起きた火災が鎮火して、殆ど時間を置かずにやって来た。

「あいつは自宅で仕事をしていたら黒い煙が見えたから来たと言っていたが、それなら、どうしてわざわざ火が消えてから俺たちの前に現れたんだ？」

　バリエンテ地区はシャルール地区とは一番遠い位置関係にあり、徒歩で訪れようと思ったら早足でも一時間はかかるとはいえ、火事の発生から鎮火するまでかなりの時間を要したのだ。ラビアが煙を見てからシャルール地区を目指したのなら、もう少し早く現れてもいいのではないのだろうか？

「それに、奴はこうも言っていた。精肉店の火事が原因で焼け落ちたと……誰も火元がどこかを話していないのに、どうして奴は出火元を知っていたのだろう？」

「……まさか、ユーゴはラビアが火事を起こしたと疑っているのか？」

　エリスからの質問に、勇悟は黙って頷うなずく。

　勇悟の考えを聞いたエリスは、顔を青くして大おお袈げ裟さにかぶりを振る。

「あり得ない！　商人が他の地区の業務を妨害するような行為は、この国では重罪なのだぞ!?　ましてやそれが放火となると、ラビアは極刑、バリエンテ地区に致命的なペナルティが課せられるだろう。妨害行為にそこまでのリスクを負うとは思えない」

　しかし、それでも勇悟は納得がいかなかった。

　シスネがうっかり火を消し忘れた可能性もゼロではないが、彼女は店を訪れた子供からソレイユが呼んでいると言われて店を空けた。さらに、店の手伝いをしていたシスネの夫や息子たちも同様に何者かに呼び出され、火事が起きた時、奇しくも精肉店には誰もいなかったという。

　勇悟からしたら不用心この上ないと思うが、この国はそれだけ治安が良く、また住んでいる人も、他者の言葉をすぐに信じてしまうような純粋な人が多い。

　しかし、それは誰かが悪事を働こうと思えば、容易たやすく行えるという事でもある。

「だからこそ、俺はこの火事が放火であると……犯人がラビアであると疑っているんだ」

　勇悟が押し殺した声で告げると、エリスもおとがいに手を当てて真剣に考えだす。

「……ユーゴの考えはわかった。では、ラビアが犯人だという証拠は？」

「証拠は……ない。でも、シスネさんを呼び出したという子供を見つけられたら、誰がこの件を仕組んだかわかるかもしれない。だから……」

「……まずは、その子供を捜す、か。そうだな」

　目標が定まった事で、エリスの瞳ひとみに力が宿る。

「そうと決まれば一刻も早くその子供を見つけて、放火した奴を捕まえよう」

　逸はやる気持ちを抑えるように、その場で足踏みをしながらエリスが勇悟を急かすと、

「その話、詳しく聞かせてもらえるかな～？」

　狭い路地裏に可愛らしいソプラノボイスが響き渡った。

「えっ？」「誰だ!?」

　驚いた勇悟とエリスが声のした方に目を向けると、

「お二人さん、シャルール地区で起きた火事について、詳しく教えてもらえない？　もしかしたら、二人の力になれるかもしれないよ？」

　そこにはシャルール地区の火事について取材に来たというクァンダル地区の新聞記者、ホタルが壁から顔を半分だけ出してこちらを見ていた。




　少し迷ったが、勇悟はホタルにこれまでの経けい緯いを説明した。

　シスネを呼び出した子供を捜すといっても、勇悟たちにはこれといった当てがある訳でもなく、しらみ潰しに捜すしかない。だが、ジャーナリストであるホタルならば、勇悟たちより遙かに効率的に人捜しができるかもしれないと思ったからだった。

「なるほど……それは確かに怪あやしいわね」

　勇悟から話を聞いたホタルは、いつもの柔にゆう和わな笑みを引っ込めると、耳をピンと立て、胸を持ち上げるように腕を組んで真剣な表情で事件について考察していた。

「だけど、それだけで彼を犯人とするのは早計かもしれないね」

　ホタルは指を立てると、その根拠を示す。

「第一に、彼は体も大きいし、良くも悪くも非常に目立つ。もし、彼が犯人の場合、誰にも見つからずに犯行を行うのはかなり難しいと思われるわ。第二に、人を使うにしても、決して自分に手が回らないような人材となると、かなり難しいんじゃないかな？　この国でそういうぶっそうな話って殆ど聞かないし……」

「そう……ですか」

　自身の考えを否定された勇悟に、ホタルが何気なく質問する。

「ところで、ユーゴ君はどうして犯人捜しをしようと思ったのかな？」

「え？　どうしてって……」

「確かに悪い事は許せないけど、君はここに商売のアドバイスに来たんでしょ？　犯人捜しは兵隊さんに任せておいて、自分のやるべき事をやるべきじゃないかな？」

「……それは、そうなんですけどね」

　勇悟は観かん念ねんしたように嘆息すると、犯人捜しをしようとした理由を話す。

　犯人捜査に乗り出した一番の理由は、勇悟が個人的にラビアを疑っているのもあるが、ソレイユがそんなラビアと誓約書を交わしてしまったからだった。

　勇悟にとってラビアには怒りと憎しみの感情しかない。それは勇悟だけでなく、シャルール地区の商人たちも少なからず同じ思いを抱えているのは間違いない。

　シャルール地区の商人たちがどれほどの憂うき目めにあってもめげずに頑張っているのは、自分の生活のためというのもあるが、ソレイユを借金の形にラビアと結婚させたくないというのもあるはずだ。

「俺だってそのうちの一人だし、彼女をあんな粗そ暴ぼうな男に取られるぐらいなら……」

「俺が娶めとってやるって？」

「そう…………じゃ、じゃなくて！」

　ホタルからの思わぬツッコミに、勇悟は顔を真っ赤にして否定の言葉を口にする。

「そうじゃなくて……今回の火災事件とラビアになにかしらの繋がりがあるのは間違いないんだ。それを知っても、ソレイユ様はラビアと誓約書を交わしたのかなって思ってさ」

　勇悟は力なく呟くと、顔を伏せる。

　今日まで地区のためにひたむきに尽くして来た。確かにラビアの提案を受け入れなければ、地区の存続は難しいかもしれない。だが、ラビアの提案を受けるのは、火事の調査をしっかりと行ってからでもよかったのではないだろうか。どうしてそこまで急いでラビアと誓約を結んでしまったのか。それが勇悟にはどうしても理解できなかった。

「もしかして、ソレイユ様はラビアとの結婚をどこかで望んでいるのかな？」

「ユーゴ……本気でそう思っているのか？」

「えっ？」

　怒ど気きをはらんだ声に勇悟が顔を上げると、氷のメスを思わせる鋭い目をしたエリスが睨んでいた。

「主がラビアとの結婚なんて望むはずがないだろう！　主が誓約書にサインをしたのは、奴が言う通り、全ては地区を守るためだ。借金を帳消しにできれば言うことなし。それが無理でも主がラビアと結婚すれば、地区の商人たちの今後は保証されるだろうという配はい慮りよだとなぜ気づかないのだ！」

「な、なんだよ、それ……」

　勇悟は吐き捨てるように言うと、唇をきつく嚙み締める。

　つまるところ、ソレイユは勇悟が失敗した時の事を考えて保険をかけていたのだ。

（……そんなに俺が信用できないのかよ）

　ソレイユに聞いたら否定されるだろうが、勇悟にとっては裏切られたも同然だった。

　勇悟は顔を上げると、睨むようにホタルを見やる。

「……ホタルさん」

「な、なにかな？」

　突然水を向けられ、ホタルが慌てたように身を固くする。

「俺、この後、どうしてもやらなきゃいけないことができました。申し訳ありませんが、放火犯捜しに協力してもらえませんか？」

「ユーゴ!?」

　驚くエリスを目で制しながら、勇悟が話を続ける。

「俺より記者であるホタルさんの方が情報を集めやすいと思うんです。勝手な言い分かもしれませんが、俺の代わりにエリスと犯人捜しをしてくれませんか？」

　ここで断られたら、放火犯を捕まえられなくなるかもしれない。だが、それでも勇悟には、今すぐにやらなきゃいけないと思う大事なことがあった。

「うん、いいよ」

　そんな勇悟の願いが通じたのか、ホタルはあっさりと依頼を受けてくれた。

「実はあたしも、さっきの話を聞いちゃった時点で、この放火事件について調べようと思っていたんだ。なんて言うの……ジャーナリスト魂が騒ぐとかいうやつ？」

「あ、ありがとうございます！」

　勇悟はお礼を言うと、いても立ってもいられないようすで駆け出そうとする。

「あっ、ちょっと待って！」

　すると、そんな勇悟の背中にホタルから声がかかる。

「せっかくだから、ユーゴ君に地区代表会議で下される裁さい定ていについて教えてあげるよ」

　ホタルによると、火事については他の地区への被害を食い止めた功こう績せきが認められ、特にこれといったペナルティは科せられる心配はないそうだ。それどころか、地区の復ふつ興こう支し援えんという名目で、僅かではあるが、見舞い金が無む利り息そく融ゆう資しされるという。これは来月に開かれるグランフェスティバルに、シャルール地区だけが参加しないとなると、グランフェスティバルそのものの客入りと収益に関わるからというので、決して親切心で金をくれるわけではないので、勇悟が他の地区に引け目を感じる必要はないという。

「今までのシャルール地区だったら、きっと他の地区の代表もこんな措置を取らなかったと思うの。彼らの重い腰を上げさせたのは、ユーゴ君、君の頑張りだよ」

「俺の……」

「そう、だからユーゴ君がすべきことは犯人捜しなんてことじゃなく、商人らしく……」

「グランフェスティバルまでにシャルール地区が復帰できる方法を考えろと？」

「また、美味しい食べ物、期待しているよ？」

　ホタルは満面の笑みで頷くと、エリスを伴って立ち去って行く。

　二人が見えなくなるまで見送った勇悟は、激しく脈打つ動どう悸きを抑えるように胸を押さえると、小さく嘆たん息そくする。

「……さて、行くか」

　勇悟は決意の言葉を口にすると、力強く一歩を踏み出した。





　　　　　※






　勇悟と別れたエリスは、ホタルを伴ってシャルール地区周辺を歩いていた。

　顔を上げ、胸を張って歩くエリスには一切の迷いが見られなかった。

　たとえ地区が燃えてしまったとしても、勇悟はグランフェスティバルで勝てる策を講じてくれるはず。エリスはそう確信していた。

　異世界からやって来た住すめ良ら木ぎ勇悟という男は、万年最下位に沈み、誰もが終わりだと見放したシャルール地区を、質の高いサービスと、コロッケをはじめとする手間をかけて作った惣菜を用いてわずか数か月で他地区に肉にく薄はくできる地区にまで成長させてみせた。

　一番近くで勇悟を見てきたからわかる。彼には特別な才や異能の力があるわけではない。ただ、自分の持っている知識を広めるために率先して先頭に立ち、道を示すことで他の者を導いてきたのだ。

　そんな勇悟の頑張りに、なんとしても応えたい。

　勇悟への絶対的な信頼を胸に、エリスは犯人捜しに全力を尽くそうと燃えていた。

「さて、これからどう動くべきか……」

「どうって……なにも考えていないの？」

「うぐぐっ、こ、これから考えるところだ」

　ホタルからの鋭い指摘に、エリスは整った眉まゆにしわを寄せて頭を巡らせる。

「……ふぅ、仕方ないなぁ」

　小さく嘆息したホタルは、長い尻尾をゆらゆらと揺らしながらエリスに提案する。

「まあ、こういう時は、近くの人に怪しい人がいなかったかどうかを聞き込み調査するのが基本だと思うから、それをやるのはどうかな？」

「そ、そうか。わかった。では、そうしよう」

　エリスは顔を上げて頷くと、早く行こうとホタルを促す。

　しかし、ホタルはエリスの言葉に反応を示さず、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったように目を大きく見開いたまま硬直していた。

「……どうした。行かないのか？」

「え？　あ、ううん。行くけど……エリスさんって、凄くいい人だよね」

「はあ？　突然なにを言いだすんだ」

「フフフ、なんでもない。こっちのことだから気にしないで」

　ホタルはエリスの疑問をはぐらかすと、軽やかな足取りで跳はねるように歩きだす。

「な、なんなんだ、一体……」

　残されたエリスは、言われたことの意味がわからず、なんとも言えない顔で立ち尽くしていた。




　こうして始めた聞き取り調査だが、思いの外順調に進んでいった。

　さすがは新聞記者の手腕というべきか、ホタルは見知らぬ人にも臆せず話しかけ、巧みに情報を引きだすことに成功した。

　一方のエリスは、その真しん摯しな態度が上流階級の人間やお年寄りに好評で、調査を始めてからたったの一時間で、いくつもの有力な情報を入手することに成功した。

　そうして得た情報をもとに、エリスたちはグランマート王国のいくつかある城門の一つ、西のアンブル地区近くの城門へとやって来た。

　城門前は、これから国を出ようとする人、入国しようとする人でそれなりの賑にぎわいを見せており、その中に一ひと際きわ目立つ行商人がいた。

「いたっ、あいつだ！」

　大量の荷物を馬車に満載した行商人を指差すと、エリスは腰に吊るした剣を引き抜きながら叫ぶ。

「そこの行商人、動くな！」

「えっ……ひぃ!?」

　出国の準備をしていた三十代半ばと思われる行商人は、突然目の前に剣を突き付けられたことに驚き、腰を抜かしてしまう。

「ちょ、ちょっと、エリスさん。ストップ！　ストップって！」

　今にも行商人をなます切りにしてしまいそうなエリスに、ホタルが慌てて止めに入る。

「この人が犯人と決まったわけじゃないですから、まずは話を聞かないと……」

「むっ、そうなのか？」

「そうです。そもそも犯人がこんなところでのんびりしてるはずないですよ」

「……言われてみればそうだな」

　少しは落ち着いたのか、エリスは剣を収めると、静かな声で話を切り出す。

「すまない。どうやら早はや合が点てんだったようだ。だが、貴様の疑いが晴れたわけじゃない。痛い目に遭いたくなかったら、素直に知っていることを話せ。いいな？」

「あ、ああ……はい……わかりました」

　明らかに理り不ふ尽じんな目に遭っているにも拘わらず、エリスの迫力に押されているのか、それとも面倒事は御免だと思っているのか、行商人はおとなしくエリスからの質問に次々と答えていく。

「……では、貴様は買い物を頼まれただけだというのか？」

「へ、へい、なんでもトラムケチャップというシャルールにしか売っていない商品があるからそれを買えるだけ買って来いって言われたんでさ」

　行商人は壊れた人形のようにガクガク頷くと、馬車の荷を解いてエリスに見せる。

　そこには行商人の言葉通り、五十近いトラムケチャップの瓶の山があった。

「き、騎士様、これでおいらの疑いは晴れましたか？」

「う、うむ……そう……だ」

「いいえ、まだです」

　頷こうとするエリスの言葉を遮さえぎって、ホタルが行商人へ質問する。

「そのトラムケチャップって誰かに頼まれたんですよね？　でしたら、その頼んだ人というのを紹介してもらえませんか？」

「え、ええっ？　ど、どういうことで？」

「つまり、全てはあなたの自作自演の可能性があるということです。そのケチャップをあなたに頼んだ人のところへ案内してくれませんか？」

「へ、へえ……そういうことでしたら、わかりやした」

　行商人は不ふ承しよう不ぶ承しようながら頷くと、荷馬車へと乗り込んで移動を開始した。




　エリスとホタルは、行商人に連れられてグランマート王国から数キロ離れたところにある小さな集落へと連れてこられた。

「あっ、見えやした。あの馬車です」

　集落に入ってすぐの広場に、馬が二頭繋がれた大きな馬車を見つけた行商人が喜色に満ちた声を上げる。

「お～い、ラスロさ～ん！」

　行商人は、二頭の馬の世話をしている髭ひげを蓄たくわえた中年の男へと声をかける。

「ん？　ああ、なんだ。ハサンか、早かったな。頼んだ物は買ってきてくれたか？」

「ええ、それはもちろん……なんですが」

　行商人ハサンは、自分の後ろに控える馬に乗った女性二人をちらと見やる。

「な、なんだ。お前、女なんか……しかも二人も連れて来て、お前って実は複数の女が言い寄ってくるような奴だったのか？」

「冗談はやめてくださいよ。それより、あの二人に説明してください」

　ハサンは泣きそうな声で、ラスロに事の経けい緯いの説明を求めた。




　ハサンたちから事じ情じよう聴ちよう取しゆを終えたエリスは、沈みゆく太陽を横目に見ながらグランマート王国へと戻る道を歩いていた。

　夜を前に早くも鳴き始めた虫たちの声を耳にしながら、エリスが悔し気に絞りだすように口を開く。

「結局……当てが外れたな」

「こういう捜査は地道にやるしかないんです。諦めずに調査を続けていけば、いつかは真実に辿り着きますよ」

「……本当か？」

「はい、先輩の受け売りですけど、情報は足で稼いでなんぼです。歩いた距離が長いほど得られる情報は密になるから、当てが外れたらチャンスと思って、歩みを止めるな、だそうです」

「新聞記者も大変なんだな」

「いえいえ、好きでやってることですから」

　困ったように笑うホタルを見て、エリスは少し元気を取り戻した。

　エリスは自分の胸に手を当てて大きく深呼吸をすると、キッと前を見据える。

　必ず、シャルール地区に火をつけた犯人を見つけてみせる。そう心に決意すると、隣に並ぶホタルへと話しかける。

「明日も調査に出ようと思うから、協力してもらえるだろうか？」

「もちろん、あたしも真実を突き止めるまでは、やめるつもりはないからヨロシクね」

　そう言うと、二人の女性は互いを称え合うように拳をコツンと合わせた。





　　　　　※






「あうう……疲れました」

　その日の夜、地区代表会議から戻って来たソレイユは珍しく弱音を吐くと、執しつ務む室しつの机に突っ伏すように倒れる。

　余程疲れていたのか、室内にすでに先客がいたのにソレイユは気づかなかった。

「…………」

　今にも眠ってしまいそうなほど憔しよう悴すいしているソレイユの姿を見て、室内で待機していた勇悟は心が痛む思いだったが、意を決すると静かな声で話しかける。

「ソレイユ様、少しよろしいですか？」

「え？　あっ、ス、スメラギ様、いたのですか？　あっ……す、すみません。こんなはしたない姿を晒してしまって……」

　ソレイユは勇悟が勝手に執務室に入っていたことを咎めることすら忘れ、必死に取り繕うように早口で喋りだす。

「あ、あのですね……会議の結果なのですが……」

　そう言って話し始めた会議の結果は、事前にホタルから聞いていたものと殆ど差異はなかった。違いといえば「見舞い金は返す当てができたら耳を揃えて返せ」とキッチリ釘を刺されたことぐらいだろうか。

「皆様のご助力で、どうにかグランフェスティバルには参加できそうです。それで、申し訳ないのですが、なにか妙みよう案あんがありましたら、知恵を貸していただけないでしょうか？」

「ええ、もちろんです。そう思って、さっきまでその企画書を作っていました」

　そう言うと、勇悟は慣れないこの世界の文字で必死に書いた書類を取りだす。

「ほ、本当ですか!?　ぜひ、見せて下さい」

　ソレイユは嬉しそうに顔を上げると、勇悟から書類を受け取るために手を伸ばす。

　しかし、

「すみませんが、これを今のソレイユ様にお渡しするわけにはいきません」

　勇悟は手を上げてソレイユが書類を受け取れないようにする。

「ス、スメラギ様？　どうしたのですか？」

「どうもこうもありません。俺は今、ソレイユ様に怒っているのです」

「えっ？」

　勇悟の思いがけない一言に、ソレイユは青ざめる。

「お、怒っているって……わたくしがなにかスメラギ様の気分を害するような事をしたのでしょうか？」

「そうですね。心当たり、あるんじゃないですか？」

「それは……」

　ソレイユは表情を曇らせると、気まずげに視線を逸らす。

　俯くソレイユに、勇悟は単たん刀とう直ちよく入にゆうに質問する。

「ソレイユ様は、ラビアの事をどう思っているのですか？　あの粗そ暴ぼうな男の事が好きなのですか？」

「えっ？　あ、あうあう……」

　ストレートな質問に、ソレイユは顔を真っ赤にして、なにかから逃れるように視線を彷徨さまよわせる。

「わかりました。答える気がないのであれば、この話はなかったことにしましょう」

　勇悟は冷たく言い放つと、書類をまとめてソレイユに背中を向ける。

「ま、待ってください！」

　今にも部屋から退出しようとする勇悟に、ソレイユは慌てて追いすがると、背中に体当たりをするような勢いでぶつかる。

「ひくっ、どうして……どうしていじわるするのですか？　わたくしのなにがいけないと言うのですか？」

「……なにも選ばないからいけないのです」

　背中から聞こえるソレイユの嗚お咽えつに、胸を締め付けられる思いになるが、それでも勇悟は感情を殺して告げる。

「ソレイユ様は、借金の返済が無理となった時、借金の形に自分がラビアと結婚しようと考えていますよね。だから、昼間、俺にあんなことを言ったんですよね？」

「そうです。わたくしは、いざという時のために、あの方に見限られるわけには……」

「それが駄目だと言っているんです！」

　勇悟は振り向いてソレイユの肩を摑むと、一気に捲まくし立たてる。

「皆がラビアに好き放題言われて苦しんでいる時に、地区の代表であるソレイユ様は、どうして真っ先に口を噤つぐむのですか!?」

「そ、それは皆様の幸せを考えたからで……」

「違います！　それは皆の幸せを考えたのではなく、ラビアに恐れおののき、逃げただけ……つまるところ、自分の身を守っただけに過ぎません！」

「ち、違います！　わたくしは皆様の事を思って……」

「本当に皆の事を思っているのならば、どうしてあの場でラビアに抗こう議ぎの声を上げなかったのですか？　俺を……皆を信じてくれているのならば、あの時、皆に続いて必ずシャルール地区は立ち直るから、借金は耳を揃えて返すから首を洗って待っていろ！　それぐらいは言ってもいいのではないですか!?」

「うくっ……」

　勇悟からの激しい叱責に、ソレイユは顔を伏せる。目にはみるみる涙が溜まり、長いまつ毛から今にも溢あふれそうになる。

　さらに、全身を小さく震わせたかと思うと、

「……………………だって、だって怖かったんだもん！」

　突如として大声を上げ、大粒の涙を撒き散らしながら泣きはじめる。

「本当は……本当は結婚なんてしたくない！　わたくしはもっと素敵で、優しい旦だん那な様さまと添そい遂とげたい！　ですが、火事のせいで借金を返すのがほぼ、無理になってしまった。でも、わたくしが我慢すれば、皆の生活だけは保障してくれると言われて仕方なく……それなのに、それなのに……うわああああああああああああん!!」

　ソレイユは溜まっていた鬱うつ憤ぷんを晴らすように、勇悟の胸を叩きながら喚わめき散らす。

「わたくしだって本当は悔しかった！」

「……うん」

「皆様が汚い言葉で罵ののしられた時は、思いっ切りぶってやりたくて仕方がなかった！」

「……うん」

「でも、わたくしにはそんな勇気なんてない！　だってわたくしは、わたくしは……うわああああああああああああん!!」

　それ以上は言葉にならないようで、ソレイユは勇悟の胸に顔を押し付けると、胸を叩きながら大声で泣き続けた。




「……スメラギ様は、酷ひどいお方です」

　少しは落ち着いたのか、勇悟の胸に顔をうずめたままのソレイユが小声で囁ささやく。

「わたくしみたいな小娘を追い詰めて泣かすなんて、殿方の風上にも置けない人です」

「あ～、その……すみません。実は……」

「わたくしの目を覚まさせたかった、のでしょう？」

「はい、そうです」

　勇悟はゆっくりと頷くと、怒っていた理由を話す。

「ソレイユ様は皆を……地区の商人たちをもっと信頼してもいいと思うんです。確かに少しだらしない一面もありますが、彼らも立派な商人。目的がハッキリすれば必ず成果を上げてくれる頼もしい人たちじゃないですか。だから……」

「皆様を信じ、わたくしも皆様に信頼される人にならなきゃ、ですね」

　ソレイユはようやく顔を上げると、泣き腫らした目のまま儚はかなげに笑う。

「確かにスメラギ様のおっしゃる通り、わたくしはラビア様に気を遣い過ぎて、肝かん心じんの地区の代表という立場を忘れていました。あの場で一言も言い返せなかったのは、代表としてあるまじき態度でした……きっと、皆様、失望されたでしょうね」

「そんなことありませんよ」

　ソレイユの言を、勇悟はすかさず否定する。

「皆、ソレイユ様の優しさを知っています。だから、あの程度でソレイユ様を見限ることはないでしょう。ただ、あの時は皆、勇気を持ってラビアに初めて言い返したのです。自分たちはもうお前の言いなりにはならないと。だから、その時に噓でも虚きよ勢せいでもいいので、ソレイユ様のお言葉がなかったのは残念でした」

「う、噓でもいいのですか？」

「はい、上に立つ者が堂々と次に行く道を示してくれれば、案外、下の者は安心して付いていくものですよ」

　実際、勇悟の父親は、次の指し針しんとなる目標を口にすることで、はなまるスーパーマーケットを大きくしていった。その目標は実現不可能と思われるものが多く、傍はたから聞けば誇こ大だい妄もう想そうを吐き続ける変人に見えたかもしれない。だが、確かつ固こたる自信を持って発言し続けていた妄想は、たゆまぬ努力の結果、現実となった。

　一緒にいる時はわからなかったが、こうして父親と同じ土俵に上った今だからこそ、あの時の言葉には意味があるということがわかった。

「スメラギ様のお父様は、凄いお方なのですね」

「そうですね。でも、俺はソレイユ様も負けてはいないと思いますよ」

「わたくしが、ですか!?　冗談はよして下さい」

　ソレイユは頰ほほを赤く染めると、顔の前で両手を激しく振って否定する。

「わたくしなんて……本当になんの取り柄もないただの小娘です」

「そんなことありません。ソレイユ様はその若さで地区の代表として、立派に会計業務をこなしているじゃありませんか。それに、この地区で働く誰もがソレイユ様のために仕事をしようと思っています。それほどの人望を集めるのは容易ではありません。ですから、もっと自分自身を信じて下さい」

「…………こんなわたくしでも、信じていいのでしょうか？」

「当然です」

　まだ不安げな表情を浮かべるソレイユに、勇悟は力強く頷く。

「だって俺を始め、シャルール地区で働く全ての商人がソレイユ様を信じているんです。そんなみんなの期待を、ソレイユ様は裏切るのですか？」

「そ、その言い方は卑ひ怯きようです！」

　追い込むような言い方に、ソレイユは可愛らしく頰を膨らませて不満を露あらわにする。

　しかし、観念したように小さく嘆息すると、頰を赤らめて囁く。

「……でしたら皆様の期待に応えないわけにはいきませんよね？」

「ええ、是ぜ非ひともそうして下さい。倒れそうな時は、俺や皆が必ず支えますから」

「はい、お願いします。倒れる時は、スメラギ様の胸に飛び込むことにします」

「えっ？　あっ、お手柔らかにお願いします」

「フフッ、覚悟しといて下さいね？」

　ソレイユは頰を染めて恥じらうように言った後、大輪の花のように眩しい笑顔を咲かせた。




　その後、シャルール地区の商人全員を集めて、地区代表会議の報告を行った後、

「皆様に、大切なお話があります」

　そう言って、ソレイユは神妙な顔で話を切り出した。

「今日、皆様が変わろうとする姿を見て、この地区が生まれ変わるには、なによりも人が変わらなければ、皆様の代表であるわたくしが変わらなければ、と痛つう感かんさせられました」

　これまで自分に勇気がなかったばかりに、ラビアに対して強気に出ることができず、皆に嫌な思いをさせてしまったこと。

　せっかく勇気を持ってラビアに反抗する意思を見せてくれたのに、商人たちを信じることができず、皆の前に出て庇かばう事ができなかったこと。

　ラビアが去った後、なんのフォローもせず、逃げ去るように会議の場へ行ってしまった事をソレイユは謝罪した。

　そして、

「それでもわたくしを見捨てることなく、この場に集まって話を聞いて下さったことを心から感謝します。まだ、未熟なわたくしですが、これから少しずつ変わっていきたいと思いますので、どうか……どうかこれからも皆様のお力をお貸し下さい。わたくしを、信じて下さい」

　丁てい寧ねいに言葉を紡いだソレイユは、深々とお辞じ儀ぎをする。

「…………」

　自分たちの主の思いがけない言葉に、暫しばらくの間、静せい寂じやくが場を支配していたが、

「も、もちろんです。俺たちは死ぬまでソレイユ様に付いて行きますよ」

「あたいたちだって、つい最近まで腑抜けていたんだ。誰一人として、ソレイユ様に文句を言う奴なんていやしないさ」

「そうですよ。ソレイユ様はまだ成長途中だって、皆知っていますから」

　全員が口々に、ソレイユを擁よう護ごする言葉を発し始めた。

「皆様……ありがとうございます」

　温かい言葉の数々に、ソレイユは思わず声が上ずる。

「必ず……必ずや、皆様の期待に応えられるような立派な代表になってみせますから。まずはグランフェスティバルで立派な成績を残して、借金完済を目指しましょう！」

　その言葉に、全員が大きく頷いた。

　決意も新たにやる気に満ちた表情でグランフェスについての話し合いを始めるソレイユたちを、勇悟は一歩離れたところで感かん慨がい深ぶかげに眺めていた。

　圧倒的な指導者の下、一つにまとまっているはなまるスーパーマーケット。

　今にも消えてしまいそうなほど儚げな存在だが、精一杯に前へ進もうとする少女の姿に、誰もが守ってあげたいと思い、ひとつにまとまっているシャルール地区。

　全く違うタイプの二つだが、この二つはどこか似ている。きっとシャルール地区は、はなまるスーパーマーケットにも劣らない立派な地区になると、勇悟は感じていた。





　　　　　※






　翌日、エリスたちは再び火事の調査のため、付近で聞き込みを行っていた。

　昨日はシャルール地区周辺だけで聞き込みを行ったので、今日は少し聞く範囲を広げて手あたりしだいに様々な人から情報を集めた。

　そして、百人以上に聞き込み調査を行った結果、ある不可思議なことに気づいた。

　調査結果をまとめた紙を見下ろしながら、エリスが唸るように話す。

「……こんな偶然があるものなのか？」

「ううん、これはいくらなんでもおかしいよ」

　ホタルもエリスと同じ考えに至ったようで、不思議そうに小首を傾げる。

　調査の結果、昨日の行商人、ハサンのようにシャルール地区で買い物を頼まれたという行商人や旅人が何人もいたというのだ。

　誰かに買い物を頼むのは珍しい事ではないが、それが複数人、しかも同じタイミングで依頼されたとなると、話は変わってくる。

「これは……さらなる調査が必要だな」

「うん、こんな偶然が重なるはずがないし、もはや誰かがシャルール地区で買い物してくるように指示したとしか思えないよ」

　誰がなんの目的でそんなことを指示したのかはわからないが、それが地区で起こった火事となんの因いん果がもないとは思えなかった。

　エリスとホタルは頷き合うと、さらなる調査のために街へと消えて行った。





　　　　　※






　一方その頃、勇悟とソレイユの二人は、残ざん骸がいの処理がされたシャルール地区内を歩いていた。

　ソレイユは精肉店があった場所、黒いシミだけが残る地面を撫でながら、寂さみしげに囁く。

「……見事なまでに、なにも残っていませんね」

「はい……ですが、これはチャンスかもしれません」

「え？」

　驚きの声を上げるソレイユに、勇悟は以前から気になっていたことを告げる。

「実は、お客様が大勢来るようになってから、地区内で人が衝しよう突とつするという事例が度々起こっていたのです」

　他にも、客が急増したことで商人たちが会計処理に手間取り、一刻を争う主婦たちから会計の待ち時間が長いという指摘を受けたことがあった。

「ですからこれを機に、大人数がスムーズに買い物できるような店の配置と、そのシステムを組んでみるというのはいかがでしょうか？」

「え、ええ、構いませんが……もしかしてその案はすでに？」

「はい、それについて、とっておきの秘策を用意してあります。もしよかったら、試させていただけないでしょうか？」

「それはもう、是非ともお願いします」

　ソレイユは勇悟の手を取ると、満面の笑みを浮かべる。

「わたくしはスメラギ様を信じています。ですからスメラギ様は自分の思うままに、わたくしたちを導いて下さいませ」

「そう言われると凄いプレッシャーだけど……必ずや期待に応えてみせますよ」

　勇悟は力強く頷くと、シャルール地区の改装計画についてソレイユに話し始めた。




　翌日からシャルール地区の半分以上が、巨大な布で隠すように覆われた。

　火災が起きた現場はともかく、それ以外の広い部分までもが布で覆われ、外からではなにが起きているかわからないようになっていた。

　布で覆われていない場所では、骨組みに幌ほろをかけただけの簡素な店が設けられ、そこで食品をはじめとする商品が売られていた。

　目玉商品の惣菜がないのと、火事という事故を起こしてしまったせいか、客足は少し遠のいてしまったが、それでも結構な数の客が足を運んでくれていた。

「ところで、あれはなんだい？」

　買い物をした客の一人が、布で覆われた地区を見ながらシルドラに質問する。

「あの異世界人の兄ちゃんが、また面白いことでもやってくれるんだろ？」

「あれはグランフェスティバルに向けての準備らしいけど、詳しい事は俺も知らないんだよね」

「当事者なのにかい？」

「そうなんだよ。今は、目の前の商売に集中しろってさ。見舞い金は出たけど、予算が足りないから一オールでも多く稼いでほしいというのが、我らが代表からのお達しさ」

「なるほど。じゃあ、せっかくだから、少しでも貢献させてもらうかね？」

　そう言うと、恰かつ幅ぷくのいい客はいつもより多く商品を買ってくれた。

　他にも、不幸に見舞われたシャルール地区を応援しようという人や、またなにかをやらかそうとしている様子を見て、期待を込めて買い物してくれる客が幾いく人にんも訪れ、売り上げが思っていたほど落ちなかったのは嬉しい誤算だった。





　　　　　※






　勇悟たちがシャルール地区再生のために奔走している間、コツコツと聞き込み調査を続けていたエリスたちは、とうとう真犯人に繋がる有力な情報を得た。

　目撃者は、火事のあった日にシャルール地区の傍にある城門の近くで遊んでいた子供たちで、路地裏を人の目から逃れるように歩く不審人物を見たという。

　不審人物がグランマート王国から東側へと立ち去ったという話を聞いたエリスたちは、そちらで怪しげな人物が行きそうな場所に当たりをつけて向かうことにした。




　愛馬を駆ってエリスたちが来た場所は、グランマート王国近郊の街道からは随ずい分ぶんと奥まったところにあるなんの変哲もない小さな牧場だった。

「ここが怪しげな場所……なのか？」

「そう、ここは時間と力を持て余した若者たちが自分たちの中に溜まった想いを……」

「おいおい、誰の許可を得て敷地内に入って来てるんだ？」

　突如として、ホタルの説明を遮るようにだみ声が響き渡る。

　声のした方に目を向けると、目つきの悪い猫背の少年がこちらを値踏みするように見ていた。

「へ～、よく見れば中々の上玉じゃねぇか。おい、お前たち！」

　エリスとホタルの顔を見て、少年は舌なめずりをして手を上げる。

　すると、少年と同じような目つきをした男たちが四人現れ、エリスたちを取り囲むように立ち塞がる。

「ケケッ、このまま無事に帰れると思うなよ」

　下卑た笑みを浮かべながら指を鳴らす少年たちを見て、ホタルが大袈裟に嘆息する。

「……まあ、ようするに、ここはいわゆるワルのたまり場ってところね」

「なるほど、ようするに悪の巣窟というわけだな」

　馬から颯さつ爽そうと飛び下りたエリスは、愛用の剣を一ひと撫なでする。

「さて、悪を成敗しようか」

「そ、それはいいけど、刃にん傷じよう沙ざ汰ただけはやめてね？」

　物ぶつ騒そうな笑みを浮かべるエリスに、ホタルは背中に冷たいものが走るのを自覚した。




　それからの顚てん末まつは、牧場にいた不良少年にとって悲劇でしかなかった。

　突如として現れた美女二人に、牧場の息子を中心とした不良少年たちは、色めき立ち、二人をどうにかしてやろうと取り囲んだ。

　しかし、怠たい惰だな毎日を送っていた不良少年が普段から鍛えている騎士のエリスに敵うはずもなく、全員が鞘さやに収めたままの剣でなにかしらの怪我を負う羽目になったのだった。

　おとなしくなった不良少年たちを正座させたエリスは、半泣きになっている彼らを見下ろしながら口を開く。

「さあ、知っていることを吐いてもらおうか？」

「は、はい……なんでも聞いて下さい。俺の知ってることならなんでも話しますから」

「良い心がけだ。では、ここ数日内に、この近辺に怪しい奴がいなかったか？」

「怪しい奴……あっ!?」

「心当たりがあるんだな？」

　エリスの質問に、右目に大きな痣あざを作った牧場の息子が頷く。

「最近、見た目がヤバい奴に内緒で何日か泊めてほしいって言われたんだ」

「……まさか、泊めたのか？」

「し、仕方ないだろ。別に初めてってわけじゃなかったし……」

　少年によると、訳ありの人間がここに泊まりに来るのはそう珍しいことではなく、普段から刺激を求めていた少年は、彼らに一晩の宿を提供することを条件に、自分たちの知らない世界の話を聞かせてもらっていた。その話はとても刺激的で、退屈な日々を過ごす少年たちにとっては、遠い世界の冒ぼう険けん譚たんを聞くようなものだったという。

「だけど、そいつは話の代わりに大金を渡してきて、自分がここにいる間は誰にも話すなって言ってきたんだ。おっかなかったけど、遊ぶ金も欲しかったし、だから……」

「奴の口車に乗った、というわけか」

「はい……」

「それで、奴はどこに消えたかわかるか？」

「いえ、その……東の方へ行ったとしかわからないです。すみません……」

　肩を落とし、憔しよう悴すいした顔の少年を見て、エリスは小さく嘆息する。

「行こう。ここにはもう用はない」

　そう言うと、エリスはホタルを伴って牧場を後にした。




「さて、犯人とおぼしき人間を見つけたが、完全に手詰まりだな」

　不良少年から怪しい人物の風ふう体ていを詳しく聞いてきたが、すでに立ち去ってしまった男を見つけるのは、エリスには不可能だった。

　ここまで手掛かりを見つけたのに……そう思うエリスが下唇を嚙みしめていると、

「大丈夫。これだけわかればなんとかなるかも」

　にんまりと笑顔を浮かべたホタルが頼もしいことを言ってきた。

「クァンダル地区の情報網は、グランマート王国から東の本国まで続いているんだよ。犯人が東に逃げたのなら、捕まえるのは時間の問題だと思うよ」

「ほ、本当か!?」

「うん、だから後は私たちに任せて」

「すまない。感謝する」

（我が地区に害を為しておいて、おめおめと逃げられると思うなよ）

　エリスは犯人が逃げたと思われる東の空を、いつまでも睨むように眺めていた。





　　　　　※






　──そして、あっという間に日は過ぎ……

「いよいよ、ですね」

　グランフェスティバル前日の夜、生まれ変わったシャルール地区内の最終チェックに訪れていたソレイユが口を開く。

「明日のグランフェスティバルで、我が地区の運命が決まるのですね」

「はい、必ずやバリエンテ地区に勝利して、借金を帳消しにしてしまいましょう」

「フフッ、頼もしいですね」

　自信を見せる勇悟を見て、ソレイユは口に手を当てて上品に笑う……だが、すぐに口元に当てていた手を力なく落とすと、表情を曇らせる。

「…………」

　夜の冷たい風が長い髪をなびかせる中、ソレイユが意を決したように静かに口を開く。

「……ですが、借金がなくなれば、スメラギ様は元の世界に帰ってしまわれるのですね」

「そう……ですね」

　それを聞いて、勇悟は自分が元の世界に戻る日が近いのだと自覚する。

　今までの苦労を思い出し感かん傷しように浸ひたりたくなるが、今はグランフェスティバルでバリエンテ地区より一オールでも多く売り上げを確保する方が先決だ。

　勇悟は自分の世界への未練を断ち切るようにかぶりを振ると、悲しそうに目を伏せているソレイユへと話しかける。

「ソレイユ様。明日のグランフェスティバル、絶対にバリエンテ地区に勝ちますからね」

「……スメラギ様？」

「グランフェスティバルに勝って借金を返した後も、シャルール地区が順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに回るようにしっかり整備します。それと、これから先、地区が何年先も発展し続けられる案を用意します。だから……」

　勇悟は手を伸ばすと、ソレイユの目に溜まった涙を拭ってやる。

「だから泣かないでください。俺は帰る直前までソレイユ様を支え続けます。それに俺がいなくなっても、エリスが……地区の皆がソレイユ様を支えてくれます。そんな彼らの想いに報いるためにも、ソレイユ様は笑っていてください」

「……はい」

　ソレイユはゆっくり頷くと、勇悟の手を握って微笑ほほえむ。

「スメラギ様が、皆様が支えて下さるのであれば、わたくしは笑ってみせます。ですからどうか最後までわたくしを支えて下さい」

「もちろんです。まずは明日のグランフェスティバルで全力を尽くしましょう」

「はい、最高の結果を残しましょう」












　そう言うと、笑顔の二人は大きく頷いた。




　借金残り──九七五○○○○オール　期限まで三三日













　グランフェスティバルの当日の朝、未だにその全ぜん貌ぼうを明らかにしていない布に覆おおわれた地区の前に、勇ゆう悟ごとソレイユにエリス、そしてシャルール地区の商人たち全員が並んでいた。

　この日の商人たちは、清せい潔けつ感かんを感じさせる明るい黄色のシャツに、新しん鮮せんな野菜を思わせる緑のエプロンを身に着けていた。

　この格好は、勇悟が働いていたスーパー、はなまるスーパーマーケットの制服で、グランフェスティバル開催に合わせて作ったものだった。今日は普段の客に加え、世界中から客がやってくるので、誰が店員かわからなくて困るという事態にならない様、制服を用意して誰が店員かを一いち目もく瞭りよう然ぜんにしたのだ。

　現場に立つ勇悟も同じ格好をしており、右腕には懐かしい店長代理と書かれた腕わん章しようを巻いていた。これは勇悟なりのグランフェスティバルに挑む気き概がいを表したもので、久しぶりの腕章の重みに、気合いが満ちていくのを感じていた。

　そんな気合い十分の商人たちを見渡しながら、緊きん張ちようした面持ちのソレイユが口を開く。

「皆様、今日まで大変よく働いてくれました。お蔭様でグランフェスティバルの用意は滞とどこおりなく全て予定通りに準備できました。本当にお疲れ様でした」

「ソレイユ様、それはまだ早いですよ」

　すでに感極まって泣きそうになっているソレイユを、勇悟が苦笑しながら窘たしなめる。

「本番はこれからです。しっかりと気を引き締めておかなければ、思わぬ形で足元をすくわれてしまいますよ？」

「そ、そうでしたわね。皆様、先程の発言は忘れて下さい」

　ソレイユが慌あわてた様子で言うと、辺りから笑い声が上がる。

　その声に赤面しながらも、ソレイユは咳せき払ばらいをして話を元に戻す。

「今日の売り上げでバリエンテ地区より多く売り上げを取れば、わたくしたちの借金はなくなり、晴れて自由の身となりますが……」

　そこで、ソレイユは大きく深呼吸を一つして本題を切り出す。

「皆様、そのことはすっかり忘れて下さい」

「えっ？」

　予想していなかった一言に、全員がポカンと口を開けている中、ソレイユは口に手を当てて上品に笑いながら、先程の発言の真意を告げる。

「わたくしたちは商売人です。売り上げも大事ですが、もっと大事なのはお客様だという事を忘れてはいけません。ですから借金のことはひとまず忘れて、来てくださったお客様に喜んでいただけるよう、精一杯の接客を心がけましょう」

「そう……ですね。それはとても大切なことですね」

　ソレイユの言葉に、勇悟は目から鱗うろこが落ちた気持ちだった。

　シャルール地区の借金完済は、ここにいる全員の悲ひ願がんだ。だが、売り上げを気にしていたら、万全の状態で接客に挑めなかったかもしれない。

　火事の日の宣言から、着実に成長しているシャルール地区の小さな代表を頼もしく思いながら、勇悟は表情を引き締める。

「そろそろ時間です。ソレイユ様？」

「わかりました。それで、えっと……スメラギ様の世界で、こういう形態の店をなんと言うのでしたっけ？」

「ああ、それはですね……」

　勇悟はソレイユの耳に口を寄せて、優しく耳打ちをする。

「そうでした。コホン、それでは……」

　ソレイユは居住まいを正すと、声高々に宣言する。

「スーパーマーケット、シャルール地区店、開店します！」

　その声に呼応するように、ソレイユが背にしていた布が勢いよくめくられた。




　午前九時を告げる鐘かねの音と共に、第二十九回目を迎えるグランフェスティバルの幕が切って落とされた。

　同時に、グランマート国内に入る全ての門が開けられ、この時を今か今かと待ちわびていた客たちが一斉になだれ込んでくる。

　グランフェスティバルは、途中で昼休憩を挟み、午前、午後の部と分かれているのだが、シャルール地区にとって午前の部は鬼門とされていた。

　なぜなら殆ほとんどの客は、午前中は民芸品や工芸品、衣類や生活実用品といった物を買うので、食料品しか取扱いのないシャルール地区へと向かう客は、決して多くなかった。

　だからこそ勇悟は、午前中限定の特別な催もよおしを用意した。

「な、なんだこれは……」

　シャルール地区へとやって来た客は、目の前に広がる光景を見て困こん惑わくした。

　今までのシャルール地区は、真ん中を走る目抜き通りを中心に、左右に店が広がるシンプルなつくりの商店街だったが、今や目抜き通りがあった場所は広大な広場に変わっていた。中央は一休みするためのスペースなのか、イスとテーブルが並べられているだけで、他にはなにもない。肝かん心じんの店は、広場の端にずらりと並び、なにやら美味しそうな匂いが漂ただよっていた。

　商店街というよりは、街中の公園とでもいうべき地区の姿に、訪れた客は、何度も辺りを見て自分の来た場所がシャルール地区かどうかを確認していた。

　そんな困惑している客に、エプロン姿の勇悟がにこやかに声をかける。

「いらっしゃいませ。ようこそシャルール地区へ……って、あれ？」

　グランフェスティバルが始まり、シャルール地区の初めての客となった人物の顔を見て、勇悟は驚きの声を上げる。

　その人物は、以前、シルドラの店で変わったシャルール地区を褒ほめてくれた髭ひげに眼鏡めがねが特徴の中年男性だった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。よく来てくださいました」

「ああ、君か……なにやら変わったことを画かく策さくしているようだね」

「そうですね。本日、我がシャルール地区では、午前中は皆様のお昼ご飯を提供させていただこうと思っております」

「お、お昼ご飯だって!?」

「はい、グランフェスティバルにいらっしゃるお客様の殆どが、午前中は食料品以外の物をお買い求めになると聞きましたから、でしたら我が地区は、昼休憩時の胃袋を摑つかもうと思ったのです」

　そうして用意したのが、午前限定、地区全体を使った巨大フードコートだった。

　シャルール地区の代名詞となったケチャップの販売を軸に、これまで販売してきた数々の惣そう菜ざいをアレンジし、手軽に食べられる軽食の数々を用意した。

　数ある店舗の中から、勇悟は一際大きく造られた店舗に男性を招待する。

「今回用意した店の中で一番のお勧めは、このコロッケバーガーです」

　そう言うと、勇悟は店番をしているシスネへと声をかけて一口サイズに切られたコロッケバーガーを男性に差し出す。

「全ての店で試食も行っておりますので、お好みの一品を心ゆくまで探してみて下さい」

「あ、ああ……ありがとう」

　男性はお礼を言いながらコロッケバーガーを受け取ると、まじまじと見つめる。

「ほう、こいつは焼いたパンの間にコロッケを挟んであるんだね」

「はい、コロッケは我が地区の自慢の一品ですので、是ぜ非ひともご賞味ください」

「もちろん、知っているよ。どれどれ……」

　男性は鼻び孔こうを広げながら口の端はしを吊り上げると、一口サイズのコロッケバーガーを口へと放り込む。

「う、美味い！　ええいっ、これだけじゃ足りない。早くこれを一つくれ！」

「はい、ありがとうございます。一つ四○○オールになります」

　値段を告げられた男性は、我慢できないといった様子でお金を払うと、差し出されたコロッケバーガーを受け取るや、いきなりかぶり付く。

　口いっぱいにコロッケバーガーを頰ほお張ばると、焼かれたパンの甘み、ケチャップの酸味、そしてコロッケの旨味が三さん位み一いつ体たいとなって襲い掛かって来て、余りの美味さに気を失いそうになる。

　あっという間に食べ終えた男性は、口の周りについたケチャップを拭ぬぐいながら、満足そうに頷うなずく。

「今まで数多の食べ物を食べてきたが、これほど美味い食べ物は出会ったことがない。少年、これは素す晴ばらしい功こう績せきだぞ」

「ハハハ、ありがとうございます。ちなみにですが、今回はコロッケバーガー以外にも、複数のバーガーをご用意していますが、実はそれだけじゃないんです」

「え？」

　驚いて顔を上げる男性に、勇悟はシスネからある物を受け取る。

　それは、パンにヘタス、後は揚げるだけのコロッケの種が入った小さなバスケットだった。

「実は、ご自宅でもこの味が再現できるように、このようなセットを用意しました」

「ほう……よく見れば作り方が書かれた紙も入っているんだね。これはいくらだい？」

「はい、こちらは一つ三五○オールと少しお安くなっています」

「それは魅み力りよく的てきだね……では、ウチの料理人に作らせるから五セットもらおうかな」

「はい、お買い上げありがとうございます」

　勇悟は頭を下げてお礼を言うと、代金と引き換えに商品を男性に渡した。

　その後も男性は、とんかつバーガーや、メンチカツバーガー、ベーコンヘタスバーガーなどの商品を一通り吟ぎん味みした後、それぞれのバーガーセットと大量のケチャップを購入していった。

「うむ、やはり君の考える企画は面白いな。私の周りの者にも急いでシャルール地区に行ってみるように勧めておくよ。それと、後で使用人にバーガーセットの追加を買いに来させるから、その時はよろしく頼むよ」

　両手いっぱいに荷物を持った男性は、満足そうな笑顔でそう言うと、悠ゆう然ぜんとした足取りで去っていった。

「ありがとうございました。またのお越しをお待ちしております」

　勇悟は男性が見えなくなるまで頭を下げて見送った。

（……それにしても、あの人って実は物凄いお金持ちなのかな？）

　男性の豪快なお金の使い方もそうだが、端々で飛び出した言葉の数々から、かなりの富ふ豪ごうではないかと思われた。

「お～い、悪いけど少し手を貸してくれないか？」

　シルドラの声に反応して目を向けると、いつの間にか地区内に客が押し寄せてきたようで、それぞれのバーガーを売る店では、早くも行列ができ始めていた。

「すみません、今行きます！」

　行列を見た勇悟は、サッと頭を切り替えると地区へ来た客に説明をするために走り出した。




　グランフェスティバルの開始から三時間、お昼を告げる鐘が盛大に鳴り響くと、お昼休憩となり、大勢いた客たちが一斉に移動し始める。

　彼らは祭りの運営委員の指示に従って、一旦それぞれの商業地区の外へと移動させられ、休憩が終わる一時間先まで地区の中へ入ることはできないという。

　勇悟は用意された昼食を受け取ると、フードコート内のベンチの一つに腰を下ろし、盛大に伸びをする。

「あ～、疲れた。ようやく一息つけるよ」

　勇悟の読み通り、あれからシャルール地区を訪れる人は徐々に増え、開始から一時間後には噂うわさが噂を呼び、昼休憩のご飯を求める人で溢あふれかえった。

　その波は昼休憩が始まる直前まで続き、午前中だけで千人を超える人がシャルール地区を訪れ、新商品のバーガーに舌した鼓つづみを打った。

　勇悟の予想では、昼休憩に国外でシャルール地区のバーガーを食べているのを見た人が、午後の部にバーガーを買いに来てくれると踏んでいた。

「午前の部から、凄い売り上げのようだったな」

　勇悟が昼食のパンとチーズを黙もく々もくと食べていると、午前中は、午後の分の商品手配をしていていなかったエリスが現れ、勇悟の隣に座って昼食を食べ始める。

　それから暫しばらくは、午前の働きを互いに労ねぎらいながら、まだ地区内に残っていた人たちの移動する様子を眺めていた。

「しかし……祭りなのに、休憩があるってなんだか珍しいな」

「珍しい？　ユーゴの世界では祭りに休憩時間はないのか？」

　勇悟の言葉に、エリスが信じられないものを見る目で勇悟を見る。

「朝から晩まで休みなしとか……いくら祭りだといっても、体を休めることも大事だと思うぞ」

「いや、まあ休憩はもちろんあるよ。ただ、こうやって一斉に休むのではなく、交代で休みを取って運営自体は回り続ける、というのが一般的かな？」

「それは……確かに効率的ではあるが、いや、それでも……」

　休みなしで働くことに抵抗があるのか、エリスは唸うなり声ごえを上げながら渋面を作る。

「まあ、確かに俺の世界の人は働き過ぎだと思うよ」

　勇悟は苦笑しながらエリスをフォローする。

「ところでユーゴ……」

　すると、エリスが目の前に一枚の紙片を差し出してくる。

「あっ、なに、エリス……この紙は？」

「これは、地区毎の午前中の売り上げをまとめたものだ」

「へえ、もうそんなデータが出ているんだ」

　勇悟はエリスから紙片を受け取ると、早速目を通してみるが、

「…………読めない」

　自分で簡単な書類が作れるまでに成長した勇悟だったが、ここに書かれている文字は、書いた人の癖くせが強いのもあって、上手く読み取ることができなかった。

「ごめん、ちょっと字の癖が強すぎて今の俺には読めないや」

　読んでもらおうとエリスに紙片を返すと、彼女は赤面して顔を伏せる。

「すまない。私の字が下手なばかりに」

「え？　これ書いたのエリスなの？」

　驚いた様子で尋たずねると、エリスは恥ずかしげに小さく頷く。

　勇悟に悪気があったわけではないのだが、二人の間に気まずい空気が流れる。

「……そ、それで、シャルールの売り上げはどうだったんだ？」

　場の空気を少しでも和ませようと、勇悟は一際明るい声で話しかける。

「あれだけの成果があったんだ。まさか、最下位ということはないだろう？」

「……我が地区は、すでに五○万オール以上の売り上げを達成し、順位は三位だ」

「お～、一位じゃないのが残念だけど、まずまずの成績じゃないのか？」

「ちなみに一位はバリエンテ地区だ」

「お、おおう……」

　嬉しくない報告に、勇悟は上げそうになった手を力なく落とす。

　今回の祭りは、成績上位を狙うのは当然だが、なにより優先されるのは、バリエンテ地区より上に行くことなのだ。

「……ちなみに、バリエンテ地区ってどんなことをやっているのかな？」

　ライバルの善戦に焦る気持ちもあるが、同時にその手しゆ腕わんに興味もあった。

「今回、バリエンテでは、ラビアの奴が先導して高価な調度品をかなり無茶な価格設定で売り捌さばいているようだ。午前中で一位という成績が出たのは、利益を度ど外がい視ししたその戦略が大きいようだ」

「利益を度外視って……それで、バリエンテ地区は、大丈夫なのか？」

「普段なら大問題だが、今日に限っては問題ない」

「そうか、分ぶん配ぱい金きんか」

　勇悟が無茶な価格設定のカラクリに気づくと、エリスは悔くやしげに歯は嚙がみしながら頷く。

「そうか……そんな方法もあるのか」

　勇悟はラビアの是ぜが非ひでもシャルール地区に勝ちに行く姿勢を知って、背筋が凍る思いだった。

　グランフェスティバルでは順位に応じた分配金が総売り上げから配られ、三位以上を取れば黒字、それ以下なら赤字となるように設定されている。分配率は順位が高いほど多くもらえるので、バリエンテ地区がこのような無茶をするのは、一位を取れればそれなりの赤字を作っても相そう殺さいできてしまうという算段からだろう。

　おそらくこの採算を度外視した戦略は、他の地区も午後の部で使ってくる可能性が高い。このまま正直に午後の部に入れば、バリエンテ地区はもちろん、他の地区にまで出し抜かれる可能性が高かった。

　それらの手に対抗するには、こちらもそれなりの手を打たねばなるまい。

「エリス、午後の部のセールの内容を少し変更したいんだけどいいかな？」

「変更って……今からか？」

「そんなに難しいことじゃないさ。ただ、さらなる売り上げアップのためには、このままじゃ駄目だと思うんだ」

「わかった。協力しよう」

　エリスは間かん髪ぱつ容いれずに頷くと、手にしていたパンを口へ放り込み「早く行くぞ！」と息巻くように足あし踏ぶみする。

　そんなエリスの頼もしさに、勇悟も残ったパンを一気に頰張って立ち上がる。

「エリス、絶対にバリエンテ地区より上にいこうな」

「当然だ。それ以外に、生き残る道はないのだからな」

　二人は顔を見合わせて力強く頷くと、午後の部の準備をするために行動を開始した。




　午後一時を知らせる鐘が響き渡ると、閉じられていた門が再び開き、外で待機していた客たちが一斉になだれ込んでくる。

　午前中に回ることができなかった地区へと向かう者。

　ここと決めているのか、午前と同じ地区へと向かう者。

　午後からの特別な催しだけが目的なのか、身軽な格好で一目散に駆ける者。

「な、なに、あれ？」

　その中で、シャルール地区に近い門から入場した客たちは、目の前に広がる異様な光景に思わず足を止めた。

　そこには、優に五メートルはあろうかと思われる巨大で赤い、四し角かく錐すいの塔が天に手を伸ばさんとする様にそびえ立っていた。

　塔の中腹には横おう断だん幕まくがかかっており、そこにはきれいな文字で『大人気！　トラムケチャップあります』との文字が躍おどっていた。

「トラムケチャップ……だって？」

「あっ、聞いたことあるわ。確か、最近噂の凄く美味いって噂のソースよ」

「やべぇ、カミさんにあれ買ってこいって言われてたの思い出した」

　すでにケチャップの噂はかなり広まっているようで、他の地区に向かおうとしていた客たちの足がケチャップのビンでできた塔へと向かう。

　客たちがシャルール地区の入り口付近に辿り着くと、

「いらっしゃいませ。本日のお買い物には、こちらをご利用ください」

　満面の笑みを浮かべたメイドたちが、やって来た客たちに籐で編まれた籠かごを渡しながら、買い物の仕方について説明していく。

「本日、シャルール地区では、お客様にご自由に敷地内を徘はい徊かいしていただいて商品を好きなだけ選んでいただき、最後に中央の広場にてまとめて清算していただくことになっております」

「ま、まとめて清算するの？」

「はい、本日は地区全体で一つの店とさせて頂いておりまして、価格もお客様にわかりやすくするために、統一価格でのご提供となっておりますので、大変お買い得となっております」

　籠は無料で差し上げるので、どうぞゆっくりとお買い物をお楽しみ下さい、と言ってメイドは、新たに来た客に籠を渡すために去っていく。

「ど、どうしましょう？」

「まあ、せっかくここまで来たのだから、ケチャップと、休憩時に他の人が食べていたコロッケバーガーとやらを買っていきましょう」

　客たちは頷き合うと、おそるおそる中へと足を踏み入れた。




　地区の入り口となるゲートを抜けると、開けた空間に等間隔に置かれた沢山の木箱が客たちを出迎えた。

「さあ、いらっしゃい、いらっしゃい。本日は全ての商品が三○○オールだよ」

　木箱の前では、シルドラが大きな手を威い勢せいよく鳴らしながら大声を張り上げていた。

「トラム、ロクイモ、マルネギにキャベロットからヘタスまで全ての商品が三○○オール、たったの三○○オールだよ！」

「全てが三○○オールって、いくらなんでもトラム一個に三○○オールは高くない？」

「おっ、奥さん。いいところに気が付いたね」

　その言葉を待っていましたと、シルドラは笑顔を浮かべると、木箱の上に整然と並べられたトラム、紐ひもを編んで作られたネットに入ったトラムを一つ摘んで見せる。

「見ての通り、これは七つセットとなっている。つまり、七つで三○○オールだよ」

　よく見ればトラム以外の商品も、小さな物はネットでまとめられていた。

「どうだい？　もし、品質に疑問があるなら試食も受け付けるから、食べてみたい商品があったら申し出てよ」

「じゃあこのトラムを……」

「わ、儂わしはこのヘタスを食べてみてもいいかい？」

　シルドラの提案に、客たちが各々試食してみたい商品を差し出す。

「はいよ、遠えん慮りよせずどんどん食べてみて下さい」

　それらの客一人一人に、シルドラは笑顔を絶やさず丁寧に対応する。

「うん、美味しい。これでこの値段なら断然お得ね」

「こっちのベーコンも美味しい。この量で三○○オールなんて信じられないわ」

　用意した商品はどれも好評で、どの商品も飛ぶように客の籠の中へ消えていく。

　午後の部も立ち上がりは上々……と思われたが、

「ねえ、お肉の種類が少ないけど普通の生肉とかはないの？」

「魚も塩漬けや干物ばかりで、生のお魚は取り扱ってないのかしら？」

　次々と浴びせられる質問に、シルドラはバツが悪そうな顔になる。

「あ～、すみませんね。実はつい最近の火事で地区の殆どが焼け落ちてしまって、色々と急ぎで準備してきたのですが、冷蔵設備の用意が間に合わなくて、生肉や魚の販売は、安全面を考こう慮りよして今回は見送りになっちまったんですわ。申し訳ない」

「そういう理由なら……」

「仕方ないわね」

　頭を下げ、真しん摯しな態度で説明するシルドラの言葉を聞いて、客たちは意外にもあっさりと引き下がる。

　近隣の人はもちろん、遠方の人もある程度の噂は聞き及んでいたのだろう。

　だが、予定していた物が全て揃わないとわかった途端、商品に手を伸ばすのを逡しゆん巡じゆんする者が現れ、さらには他の地区へと移動を開始する者も現れた。

「ですが、ご安心ください！」

　立ち去ろうとする客の足を止めるべく、シルドラが声を張り上げる。

「今回の祭りの目玉は、ここじゃないんです！」

「え？」

「最近のウチの名物がなんだったか知らないのかい？　ここであまり欲張って、肝かん心じんのメインが持って帰れなくなっても知らないよ？」

　そう言いながらシルドラが指さす方向を、客たちが一斉に見やる。

「うおっ、なんだありゃ!?」

　目の前に広がる光景を見て、客たちは目を見開いた。

　そこにはいくつもの巨大なテーブルが並べられた空間が広がっていた。

　一番手前のテーブルの上には黄金色に輝く丸い物体、コロッケがうず高く積まれ、他のテーブルの上にはトンカツ、川魚、魚介のフライなどの姿も見える。

　テーブルの後ろでは、シャルール地区で働く女性陣が忙しそうに食品に衣をつけ、揚げている姿が見て取れた。

　さらに、その周りには、午前の部で猛威を振るったといわれるコロッケバーガーをはじめとする惣菜を使ったバーガー売り場が広がっている。

　店というよりは、とてつもなく巨大なキッチンのような光景に、客たちは呆気に取られていたが、

「こいつは急いだ方がよさそうだ」

　いち早く我に返った客が、急ぎ足で惣菜売り場へと向かっていった。




「コロッケ五つと、トンカツ三つください」

「こっちにもその丸いのくれ！」

「すみません。大変混雑していますので、一列に並んでください！」

　予想通り、総菜売り場はあっという間に人で溢れかえっていた。

　シャルール地区で働く殆どの人員を費やして総菜売り場を運営しているが、それでも全てのニーズに応えることができないほどの盛せい況きようぶりだった。

「ただいま、新しいコロッケが揚がりました。できたてが欲しい方はこちらにどうぞ」

「揚げたてのロクイモはいかがですか？　ケチャップとの相性もバッチリですよ」

「こちらは今日発売の新商品、メンチカツを使った特性メンチカツバーガーです。よかったらご賞味ください」

　油から放たれる熱気や、買い求める客の勢いに負けない様、店員たちも威い勢せいの良い掛け声を出し続ける。

　商品ができ上がるアナウンスが響く度に、売り場には人が押し寄せ、商品が少なくなると引いて行く。その様子は、まるで砂浜に押し寄せる波のようだった。

　凄まじい活かつ気きと熱ねつ気きの中、待望の惣菜を手にした客は、少し離れたところに設けられた精せい算さん所じよ、レジコーナーへと足を運び、そこで清算をする。

　清算を終えた客は、レジコーナー先の休きゆう憩けいスペースへと移動し、そこで早速手にした惣菜にかぶりついていた。

「うわ～、このコロッケって食べ物。柔らかくて美味しい……」

「このメンチカツバーガーもバツグンね。これならいくらでも食べられそう」

　一つ一つ手て間ま暇ひまかけて作られた惣菜はどれも好評で、食べ終えると同時に総菜売り場へ取って返し、再び購入する客までいるほどだった。





　　　　　※






「さ～て、ユーゴ君はどんな美味しい物を用意してくれているのかな？」

　午前中に見て回った取材メモを確認しながら、クァンダル地区の新聞記者、ホタルは鼻歌を歌いながらシャルール地区を目指していた。

「おい、僕たちは取材に来たんだぞ。わかっているのか？」

「わかってますって先輩。これでもプロですから」

「……ホントかよ」

　先輩であるマサムネが苦く言げんを呈ていしても、ホタルはどこ吹く風のようだった。

「だって、ようやく辛い取材から解放されたんです。これから待ってるのは楽しい取材、違いますか？」

「……気持ちはわかるが、そう言ってやるなよ」

　一介の新聞記者に過ぎないホタルとマサムネは、取材する場所を自由に選ぶことができず、午前中はこの国で一番高級品が集まるノーヴル地区の取材をしていた。

　ノーヴル地区は、グランフェスティバルでも相変わらずの高級志向、しかも殆ど安売りもしないので、他の地区と比べて随ずい分ぶんと物静かだった。

　それでも地方からやって来た貴族や、金持ち連中が地区内に溢れ、次々と高級品を買い漁っていく様子を、ホタルは死んだ魚のような目で眺めていた。

　彼らは、金さえ払えば飛ぶ鳥も落ちるという思考の持ち主で、美味しい食べ物を苦労せずに金を使って集め、食べ物に感謝することなく消費していく。

　全員がそういう人間というわけではないだろうが、少なくともホタルが知っている人間にはそういう人間が圧倒的に多かった。

　だが、そんな辛い取材も終わり、これからは楽しい時間が待っているはずだ。

「さあ、美味しい物を食べまくるぞ……ジュル」

　知らない間に流れてきた涎よだれを、ホタルは恥ずかしげもなく豪ごう快かいに音を立てて啜る。

「……あれっ？」

「どうした？」

　シャルール地区まであと少しというところで、足を止めてきょろきょろと辺りを見渡し始めるホタルに、マサムネが眉まゆを顰ひそめる。

「なにか、気になる物でもあったか？」

「はい……あれ、なんでしょう？」

　気が付けば、この近辺を行き交う人々が、まるで示し合わせたかのように手に食べ物を持っていた。

　それはパンのようだが、よく見れば中になにか挟まっているようだった。

「まさかっ!?」

　挟まっている物の正体に気づいたホタルは、その真偽を確かめるために駆けだす。

　人込みを縫ぬうように進み、シャルール地区の入り口が見える所まで辿り着くと、

「さあ、どうぞ。今日発売の新商品、コロッケバーガーの試食はこちらですよ」

　長蛇の列を前に、声を張り上げている勇悟がいた。

　勇悟の後ろには、このために急きゆう遽きよ設けられた特設コーナー、大きな机に山の様にうず高く積まれたコロッケバーガーが目印の試食コーナーがあり、今も大勢の人たちが新商品を試食しようと長蛇の列を作っていた。

　新作、その文字を見て、ホタルの目はいきいきと輝きだす。

「ほわああああああっ、先輩、先輩、早く行きましょう！」

「わかったよ、わかったから引っ張るな！」





　　　　　※






「あれっ、マサムネさん、ホタルさん」

　見知った顔を見つけた勇悟は、試食用のコロッケバーガーを手渡しながら微笑ほほえむ。

「お二人とも、来て下さったんですね。取材ですか？」

「美味しい物、食べさせてくれるって約束したからね」

「そうですか。じゃあ、是非ともこのコロッケバーガーを堪たん能のうして下さい」

　勇悟の言葉に、マサムネとホタルは同時にコロッケバーガーを口へ運ぶ。

「「──っ!?」」

　一口食べた途端、二人は同時に目を見開く。

「これは……美味い」

「初めてコロッケを食べた時も衝撃的だったけど、これはそれ以上の衝撃だよ！」

　声を上げ、絶ぜつ賛さんしながら二人はなおもコロッケバーガーにかぶりつく。

「この間に挟まっている野菜は……ヘタスか？」

「そうみたいですね。水気を切ったヘタスみたいですよ」












　小さく一口食べた後、バーガーを解体して中身を確認していたホタルが感心したように指摘する。

「コロッケとケチャップという黄金のタッグに、シャキシャキのヘタスで歯は応ごたえのアクセントを加え、それを少し焦げ目がつくまで焼き上げられたパンで挟むことで、それぞれの味をさらに際立たせているみたい」

「だな。それぞれの素材が喧けん嘩かすることなく、見事な調ちよう和わを生み出して、一つの味として完成しているなんて……驚きだな」

　食べながらも、味のレポートをしっかりとするのは、記者の性なのか。コロッケバーガーについてあれこれと議論する二人に、勇悟が得意げに話しかける。

「これは俺の世界でも人気の商品なんです。もちろん、俺も大好きな一品です」

　はなまるスーパーマーケットのベーカリーコーナーにも同様のレシピ、ソースではなくケチャップを使うのが特徴のコロッケバーガーがあり、勇悟も高校生の時に昼飯用によく買ったものだった。

「こちらのコロッケバーガーは、通常販売以外に自分で調理していただく材料のセットも販売しています。こちらの方が安く、多くのコロッケバーガーを堪能できるようになっていますので、よかったらそちらもご利用ください」

「そうする……けど、そんなことよりユーゴ君！」

「え？　な、なんですか？　ホタルさん」

　ホタルに襟えりを引っ張られ、物凄い近距離で睨にらまれた勇悟は、思わず赤面する。

「今日新発売のメンチカツってどこで売ってるの？」

「はへっ？　あ、ああ、メンチカツですね。それならあちらに売ってますよ」

　勇悟は間抜けな声を上げながらも、総菜売り場の方を指す。

「わかった。それじゃあ、ちょっと取材に行ってきます！」

　ホタルはマサムネに敬礼をすると、脱だつ兎との如く駆けだす。

　人混みもなんのその、家いえ猫ねこ族ぞくの特性を活かした俊しゆん敏びんな動きで総菜売り場へと消えていくホタルを見て、勇悟とマサムネは苦笑する。

「あいつは……全く、すまないなユーゴ君」

「いえ、こちらとしては、ホタルさんみたいなお客様は大歓迎ですから」

　足あし繁しげく通ってくれるファンの存在はとてもありがたい。しかもホタルは、取材の度に好意的に記事を書いてくれるので、彼女の書いた記事を見て、新規で訪れてくれる客も大勢いた。

「ですからマサムネさんはなにも気にする必要はないと思いますよ」

「そりゃ、君たちからすればね……でも、記者としては一つの地区にのめり込み過ぎるのは、困るんだよね。特に、あいつは好き嫌いが多過ぎる」

「はあ……そうなんですか？」

　確かに天てん真しん爛らん漫まん過すぎるきらいがあるホタルではあるが、彼女に嫌いなものなんてあるのだろうか。

「すまない。つい、愚ぐ痴ちっぽくなってしまったが、ユーゴ君には関係のない話だったな」

　マサムネは苦笑すると、話を本題へと切り替える。

「今日来たのは、ユーゴ君にお礼を言いに来たのと、これから行われるセールの取材をさせてもらおうと思ったからなんだ」

「あっ、はい。わかりましたけど……お礼？」

　シャルール地区の躍やく進しんのきっかけとなったセールの取材に来たというのは理解できるが、どうしてお礼を言われるのだろうか？　その理由がわからず、頭に疑問符を浮かべている勇悟に、マサムネはあるものを取りだす。

「実は、今回のグランフェスに合わせてこういうものを作ったんだ」

　それは、黄色い紙に丸みを帯びた赤い文字が躍おどる一枚のチラシだった。

「こ、これは!?」

　チラシを受け取った勇悟は、思わず声を上げて驚く。

　書いてある文字こそ違うが、レイアウトから文字のデザインまで勇悟がよく知っている新聞の折込みチラシそのものだった。

　食い入るようにチラシを見続ける勇悟に、マサムネが得意げに話しかける。

「どうだい？　今日は国内で発行している全紙だけじゃなく、クァンダルのコミュニティをフルに使って近きん隣りん諸しよ国こくにまでこの折込みチラシを入れさせてもらったんだ。その効果のほどは、前に見せてもらったからね。お蔭で今日は、朝から大忙しだよ」

　去年のグランフェスティバルで優勝したクァンダル地区からのチラシなだけに、その効果はシャルール地区の比ではなかったようだ。

　やはり商売で一番大事なのは、信用ということだろう。

　だが、シャルール地区もいずれその域へと達してみせる。そう心に誓った勇悟は、マサムネにチラシを返しながら、話を本題へと戻す。

「そろそろセールの開始時間です。では、行きましょうか？」

「行くって、どこへ？」

「もちろん、セールの会場です。今回は、少々説明が必要なので」

　勇悟は試食用コロッケバーガーが乗ったお盆を近くにいたメイドへと引き継ぐと、マサムネと連れ立って歩き出した。




　午後三時、事前に告知していたセールの時間になると、シャルール地区内にざわめきが起こった。

　地区内に突然、巨大な牛の群れが現れたからだ。

　全部で十頭いる乳牛の背後には、これまた巨大な荷車がガラガラと小気味の良い音を立てながら引かれている。

　荷車には、大量の野菜やハム、ソーセージなどの加工肉、魚の干物がこれでもかというほどうず高く積まれ、訪れた人々を圧倒していた。

「皆さん、お待たせしました！」

　呆ぼう然ぜんと商品を見上げる客たちの前に勇悟が手を振りながら現れ、良く通る声でセールについての説明を始める。

「ただいまより、本日の特別セールを開催したいと思います」

　セールの開催を宣言すると、集まった客たちの間から歓声が上がる。

　勇悟はその歓声に手を上げて応えると、人の頭ほどのサイズの麻袋を取りだす。

「本日のセールは、この麻袋に好きなだけ商品を詰められる、詰め放題です」

　声高々に宣言すると、勇悟は近くにいた緑色の髪をした中年の女性を呼ぶ。

　目の前までやって来た女性に、勇悟は笑顔で語りかける。

「失礼ですが、お名前を伺ってもよろしいですか？」

「え？　あっ……その、エルバです」

　中年女性、エルバは顔を赤く染めながら小声で自己紹介する。

「エルバさんですね。いつもシャルール地区をご利用いただきましてありがとうございます。これからセールの説明をさせていただきますので、ご協力願えますか？」

「は、はい、私なんかでよければ喜んで」

「ありがとうございます」

　奥ゆかしいエルバに、勇悟は微笑を浮かべながら麻袋を差し出す。

「本日のセールは、この麻袋にここにある商品を好きなだけ詰めていただくものです。お値段は、一袋五○○オールとなっています」

「好きなだけ？」

「はい、袋に入っている状態であるならば、好きなだけ詰めていただいて大丈夫です。ただ、袋は一度の買い物で一袋まで。次が欲しい場合は一度会計をしてからお願いします」

　それでは試しに詰めてみて下さい、と言われたエルバは、衆しゆう人じん環かん視しの中、麻袋の中へ商品を詰めていく。

　肉や野菜、魚を傷つけないように、詰める順番に気を付けながら慎しん重ちように詰めていき、袋の上限ギリギリまで詰めたところで、おずおずと袋を勇悟に差し出す。

「あの……こんな感じでいいのですか？」

　袋をエルバから受け取った勇悟は、袋をまじまじと見つめた後、かぶりを振って嘆息する。

「いえ、全然ダメです！」

「えっ？」

　まさかの否定の言葉に、エルバは顔を青くする。

　勇悟はオロオロと動どう揺ようしているエルバを差し置いて、山の様に積まれている商品の前へ行くと、麻袋の中を整理して隙すき間まを作り、そこへウインナーを詰めていく。さらに、魚の干物を袋の端へ押し込むように入れて壁を作ると、次々と商品を詰めていく。

　気が付けば、エルバが最初に詰めた分の二倍近い量が麻袋に詰められていた。

　芸術的なタワーを築き上げた勇悟は満足そうに頷くと、麻袋をエルバへと返す。

「せめて、これぐらいは積んでいただかないと、得しませんよ？」

「こ、こんなに積んでしまっていいのですか？」

「もちろんです。いくら積んでもお値段は一緒ですから、頑がん張ばって沢山詰めて下さいね？」

「は、はい、ありがとう……ございます」

　エルバは深く腰を折って礼を言おうとするが、そうすると麻袋の中身が零れそうになり、慌てて押さえる。

　なんとか零れるのを阻止したエルバは、会釈をしてレジへと向かっていった。

　エルバを笑顔で見送った勇悟は、この場にいる全員に聞こえるように大声で叫ぶ。

「今のように、中身が零れなければどれだけ積んでもらっても構いません。皆さんの芸術的センスの見せ所だと思いますので、ぜひ頑張ってみて下さい！」

　勇悟が声高々に宣言すると、客たちがわっ、と荷車の周りへと殺到する。

　麻袋を受け取り、それぞれが思い思いのスタイルで商品を詰めていく。

　勇悟がやってみた通り、干物で壁を作って中を埋めていく者。

　ウインナー一種類に絞り、瓶に詰めるように綺麗に並べていく者。

　適当に詰め過ぎたせいで、崩れそうになるのを顎で押さえながらレジへと急ぐ者。

　やり方は千せん差さ万ばん別べつだが、誰もが一オールでも得をしようと試し行こう錯さく誤ごして麻袋へと商品を詰めていた。

　一分も経たずに黒山の人だかりになってしまった荷車から、逃げるように距離を取った勇悟は、その様子を眺めていたマサムネへと話しかける。

「どうです、今日のセールについての感想は？」

「どうもこうも……こんなの今まで見たことないよ」

　マサムネは呆れたように肩を竦すくめてみせる。

「独どく創そう的てきで革かく新しん的てき、それでいて購入者の想像力を掻かき立たてる。これは、まるで……」

　そこで一瞬、マサムネは言いい淀よどんで気まずそうに視線を逸そらす。しかし、そこで話を打ち切るようなことはせず、言葉を探すようにゆっくりと告げる。

「その……なんというか……子供の遊び場のようだな。け、決して悪い意味ではなくてね？」

　それが決して侮ぶ蔑べつの言葉ではないということを、マサムネは何度も説明する。

　そんな、あたふたと慌てふためく様子が可お笑かしくて、勇悟は思わず吹き出してしまう。

「そうですね。俺もそう思います」

　あの手この手と駆く使しして一いつ生しよう懸けん命めいに麻袋に商品を詰めている様は、傍そばから見ていると砂場で砂の山を作る子供のようだった。

「でも、そうやって童心に返ってもらえたなら、俺としては大成功だと思います」

「成功？」

「ええ、ただ買い物をするだけじゃない。皆で楽しみながら買い物ができるような売り場があったら、それでお互いに得することができるとしたら、商売として最高だと思いませんか？」

「それは……そうかもな」

　勇悟の新しい商売の形に一定の理解を示しながらも、マサムネは懸け念ねんを口にする。

「買う側の目線に立てば、工作の様に自分の創そう意い工く夫ふうしだいでいくらでも得ができる、非常に面白い売り場だと思うよ。だけどこんなやり方、絶対に儲もうけなんて出ないだろう？」

「当然です。儲けなんて出るはずないじゃないですか」

「なるほど。つまりは分配金目当て、というわけか」

「そうです。今日だけは利益を度ど外がい視ししても、それを取り戻す術がありますからね」

「確かに……どの地区も行っている常じよう套とう手しゆ段だんだな」

　全てを察したマサムネは深く頷く。

「でも、そこまで考えてこのセールを企画したなんて……君は本当に恐ろしい男だな」

「いえ、詰め放題の予定はありましたが、ここまで大がかりなものにする予定ではありませんでした」

　勇悟が元々企画していたセールは、ウインナーやベーコン、干し肉と言った加工肉と様々な種類の魚の干物、どちらかを選んでいただき、それを麻袋に好きなだけ詰めるものだった。

　この二つは非常に安価で、しかも大量に仕入れることができる。しかも、品質の良し悪しに差が出にくく、大量に売り捌いても損そん失しつは僅わずかで済むという優れものだった。

　コンセプトはお得感と楽しさの追求。それで人を大量に集め、総菜などの主力商品を買ってもらうというのが元々のセールの目的だった。

「ですが、エリスからバリエンテ地区の話を聞き、どの地区も赤字覚悟で勝負してくると知った時、思ったんです。ここは勝負どころだ、とね」

　バリエンテ地区が強つよ気きで来る以上、こちらはそれ以上の強気で攻めなければならない。午前中の売り上げでバリエンテ地区が一位を取ったのも、セールの内容を変えることになった要因の一つだった。

「それと、このセールにはもう一つ、ある目的があるんです」

「目的？」

　勇悟は指を立てると、タイムセールの真意を話し始める。

「マサムネさんは、一回の買い物で、どれぐらいの量を買いますか？」

「どれだけって……僕は一人暮らしだから、買う量は……ハッ!?」

「気づきましたか？」

　勇悟は口の端はしを上げて不敵に笑うと、切れ長の目を細めながら話を続ける。

「そうです。一人、もしくは一家族当たりの買う量には限界があります。それが食品である以上、自分たちで処理しきれないほど買う人はいないでしょう」

　満足のいく買い物ができた場合、わざわざ他所まで足を延ばしてさらなる商品を買う人は少ない。ならば、シャルール地区内で買い物客の、せめて食料品の満足度だけは完璧に満たしてしまえば、他の地区で食料品を買う人は少なくなるだろう。

　今回のセールの最大の目的は、大勢の客を呼び込むと共に、他の地区の売り上げを奪ってしまおうというものだった。

「いや、まさか……でも……そうか」

　セールの真意を聞いて、マサムネは口に手を当てて思し案あん顔がおになる。

　周りを見やれば、麻袋一杯に商品を詰めた客が満足そうに総菜売り場へと、ケチャップタワーへと、レジへと足を運んでいる。さらに、セールの噂を聞きつけたのか、次から次へと客たちがシャルール地区へと押し寄せて来るのが見えた。

　その、余りの勢いにマサムネは愕がく然ぜんとする。

　これだけの人々がシャルール地区で買い物するとなると、その売り上げは一体いかほどになるだろうか。これがグランフェスティバルの直前に火事によって全てを失った地区の姿なのだろうか。

「…………あっ」

　そう考えたところで、マサムネは勇悟に伝えるべきことがあることを思い出した。

「あの……ユーゴ君。ちょっといいかな？」

　マサムネは勇悟に話しかけようとするが、

「ユーゴ、悪いけどこっちの手伝いをしてくれないか？」

　押し寄せる人にてんてこ舞いの様子のシスネから悲鳴のような声が上がる。

「あっ、はい。すぐ行きます！」

　その逼ひつ迫ぱくした声に、勇悟は申し訳なさそうにマサムネに向き直る。

「あの、マサムネさん、話の途中で申し訳ありませんが……」

「え？　あ、ああ……大丈夫。僕の事より、自分の仕事を優先するのは当然だよ」

　マサムネが笑顔で言うと、勇悟は「すみません」と詫わびながら去って行った。

　今にも溢れそうになっている人混みの中へと消えていく勇悟を見送ったマサムネは、

「……まあ、いいか」

　できれば火事の件の新事実を伝えたかったが、よくよく考えれば、今の勇悟にとっては余計なお世話だろう。

　そう結論付けると、マサムネはメンチカツを求めて走り去ったホタルを捜し始める。

　すると、

「おやっ？　彼は確か……でも、なんでここに？」

　なにやら人目を気にしながらコソコソと移動する者を見て、ただならぬ気配を感じたマサムネは、その者に気づかれないように静かに移動し始めた。





　　　　　※






　マサムネと別れた勇悟は、青い顔をしているシスネに声をかける。

「どうしました？」

「ああ、少し困った問題が起きたんだ」

　そう言うと、シスネは地区の入り口の脇に置かれた荷車、シャルール地区に買い物に来てくれた客に渡す籐の籠かごが入っている荷車にかけられた布を外す。

「これは……」

　荷車の中を見た勇悟の顔が曇る。

　充分な数を用意したと思った籐の籠が、もう残り僅かとなっていたのだ。

「このままじゃあ、あと十分もしないうちに全ての籠を配り終えちまうよ。そうなっちまったらどうするんだい？」

「そう……ですね」

　勇悟はおとがいに手を当てると、どうするべきか思案する。

　この籠を採用した理由は、会計にレジシステムを導入して一いつ括かつ会かい計けいにしているからだった。他所の地区で買い物をしてきた客が、シャルール地区内の未会計の商品を個人で用意した袋に勝手に詰められては、要らぬトラブルが発生してしまうからだ。

　ならば籠がなくなってしまったらどうするべきか。一度、こちらで荷物を預からせてもらうか。それとも、来てくれる客を全面的に信頼して、全て任せてしまうか。

　この世界の人々は、非常に真面目で、多くの人がこちらの提示したルールを順じゆん守しゆしてくれる。一部そうでない人もいるが、その数は圧倒的に少ない。

「わかりました。では……」

　この世界の人々の良心に賭けよう。そう決心した勇悟が口を開こうとすると、なにかが目の前にドン、と置かれた。

　音にびっくりして顔を向けると、自信に満ちた笑顔を浮かべたシルドラが立っていた。

「ユーゴ、もしよかったらこれを使ってくれ」

　シルドラが持ってきたのは、二メートル近い木箱いっぱいに詰められた籐の籠だった。

「まだまだいっぱいあるみたいだからよ。これでも足りないなら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「言ってくれって……これは一体、どうしたんですか？」

「いや、さっき籠の数を確認した時にこのままじゃ足りないって思って、以前、内職をやらせてもらってた職人のところまでひとっ走りして譲ってもらってきたんだ……ただ、代金は後で払うって言ってきたんだけど、マズかったか？」

「いいえ、そんなことないです。ありがとうございます」

「ヘヘッ、いいってことよ」

　勇悟がお礼を言うと、シルドラは恥ずかしそうに鼻の頭をかく。

　これで籠の心配はしなくてよさそうだ。勇悟は木箱から籠を一抱え取りだすと、まだ続々とやって来る客へ配るために飛び出していった。

「……一体、どういう風の吹き回しだい」

　笑顔で籠を配りはじめる勇悟を横目で見ながら、シスネがシルドラに尋ねる。

「今までのアンタだったら、こんな気の利いた行動、絶対にできなかったじゃないか」

　あんまりの評価に、シルドラは堪らず苦笑する。

「酷ひどいなぁ……でも、俺が変わったんだとしたら、全てはユーゴのお蔭だよ」

「……そうさね。あんな一生懸命な姿を見せられたら、変わらざるを得ないさね」

　シスネは肩を竦すくめて笑うと、シルドラの背中を乱暴に叩く。

「さて、こんなところで油を売っている暇があったら、一オールでも多く稼ぐよ」

「当然だ。俺たちはもう負け犬なんかじゃないんだからな」

　シルドラは頷くと、一つ深呼吸して大きく一歩踏み出した。




「皆さん、ただいま、新しいコロッケができ上がりました。今なら待ち時間なく、シャルール地区名物のコロッケが手に入りますよ！」

　自分の両手を口の前でメガホンの様にして、勇悟が力の限り叫ぶ。

「はい、詰め放題の麻袋が欲しい方は、そちらに並んでください！」

「お会計はあちらの方までお願いします！　申し訳ありませんが、それまで手にした商品は召し上がらないようにお願いします！」

「すみません、追加の商品が到着しました。今すぐ準備しますので、道を開けてもらえますか！」

　詰め放題のセールが始まってからすでに一時間以上の時間が経つが、シャルール地区は今まで見たこともない程の人で溢れていた。

　余りにも地区内に人が溢れたため、勇悟は急きゆう遽きよ、木箱を積み上げて作った即席の台の上に乗って、客の誘導を行っていた。

　混雑しているから商品が買えない。人が多過ぎるから目的の物が手に入らない。そんな事を言われては、せっかく集まった客たちが帰ってしまう。それだけはどうにか避けたいと考えた勇悟は、次々と商品紹介をするアナウンスを行うことで、意い図と的てきに客の目を品しな薄うすになっている売り場から逸らし、その隙に商しよう品ひん補ほ充じゆうを行うことでどうにか商品を切らすことなく提供し続けていた。

「メンチカツがもう少しで揚げあがります。今日発売の新商品ですので、まだの方は是非一度、ご賞味ください！」

　はなまるスーパーマーケットでのアナウンスの仕事が、思わぬところで役に立った。

　自分に与えられた唯一の仕事であったが、はなまるスーパーマーケットでのアナウンスの仕事は余り好きではなかった。勇悟はアナウンスという仕事を、なくても構わない、いわばメインを盛り立てるための引き立て役程度にしか考えていなかった。

　しかし、あの経験があったからこそ、こうして混雑する地区を切り盛りできている。嫌々やっていたことが活きるのは複雑な気持ちだが、今はあの日々に素直に感謝したいと思った。

「はい、在庫は充分用意していますので、ごゆっくりお買い物をお楽しみください……あっ、ただいま、チーズの追加が来ました。コロッケバーガーを作る際に、間にチーズを挟んでも美味しいので、ご一緒にいかがでしょうか？」

　非常に綱渡り状態だが、どうにか最後まで乗り切ることができる。周りを見渡しながら、勇悟が心の中でほっと胸を撫なで下おろそうとした時、




「きゃああああああああああああああああああああぁぁっ!!」




　突然、辺り一帯に絹を裂くような悲鳴が響き渡った。

　その声に驚いた勇悟が目を向けると、どういうわけか詰め放題の売場の一角が赤一色に染まっていた。

　どうやら詰め放題の荷車の一つが倒れ、中に入っていたトラムが辺り一面に散乱したようだった。

「た、大変だ……」

　予期せぬ事態に、一瞬だけ頭の中が真っ白になる勇悟だったが、すぐに気を取り直し、木箱の上から飛び下りる。

「すみません。通して下さい！　危ないですから、壊れた荷車には近づかないで下さい！」

　勇悟は力の限り叫びながら、人の波を掻かき分わけて事故現場へと向かう。どうにか現場に辿り着くと、怪け我が人にんの有う無むを確かめるために声を張り上げる。

「大丈夫ですか？　どなたか、怪我をされた方はいらっしゃいませんか!?」

「大丈夫ですか……じゃ、ねえだろっ！」

　すると、勇悟の声に怒ど声せいで返す者が現れた。

　声に反応して勇悟がそちらを見やると、荷車が倒れた際に巻き込まれたのか、全身をトラムまみれにした馬うま型がたの亜あ人じん種しゆ、馬ば人じん族ぞくの男性が鼻息も荒く怒鳴り散らしてきた。

「どうしてくれんだ！　せっかくの一いつ張ちよう羅らがトラムまみれになっちまったじゃないか！」

「も、申し訳ありません！　汚れてしまった服は、こちらで洗せん濯たくをさせて頂きます」

　勇悟が腰を九○度に折り曲げて謝罪するが、馬人族の男性の怒りは収まらない。

「そういう問題じゃねぇよ！　狭い地区の癖に必要以上に商品を積みやがって……これだけ客が集まったら、こうなることぐらいわからなかったのかよ！」

「お、お客様のおっしゃることはごもっともです」

「だろう!?　だったら、このクソッたれな状況を変えるために、今すぐにでも動くべきじゃないのか？　ああん？」

「わ、わかりました。わかりましたから、少し向こうでお話ししませんか？」

　このまま馬人族の男性を好きにさせていたら、取り返しのつかないことになる。そう思った勇悟は、とりあえず馬人族の男性をこの場から少しでも遠ざけようと考えた。

　しかし、

「おいこら、汚い手で触ろうとするんじゃねぇよ！」

　勇悟が伸ばした手を馬人族の男性は乱暴に振り払うと、さらに息巻く。

「なんだよ。都合が悪くなったから、邪魔者にはご退場願おうってか？　あんた、俺を舐なめているのか？」

「そ、そういうわけではないですが、余り騒がれますと他のお客様にご迷惑が……」

「迷惑だと思っているのは、客じゃなくてお前だろう！　だったらハッキリ言えばいいだろう？　邪魔だから出て行ってくれってよ！」

「そんな、滅めつ相そうもないです。ただ、ここは一度冷静になられた方が……」

　勇悟が必死になって宥なだめようとするが、馬人族の男性は全く取り合わない。それどころか、さらに大声で不満を口にする。

「全く、ただでさえクソ狭い地区内に、アホみたいに人ばっかり集まりやがって、本当にシャルールはクソみたいな地区だな！　ここの代表もさぞかしクソなんだろうな！」

「クッ……」

　ソレイユを馬鹿にされたことに勇悟は思わず悔くやしげに歯は嚙がみする。

「ああん、なんだよ。もしかして怒ったのか？」

　すると、勇悟のわずかな表情の変化に気づいた馬人族の男性が唇の端を上げて笑う。

「ハッ、この程度の指摘で腹を立てるなんて、商人として少し狭きよう量りようじゃないか？　まるで、この地区の様な狭さだ」

「い、いえ……決してそのようなことは……」

「おっと、今さら取り繕おうとしたってもう遅いぜ」

　勇悟を攻撃する材料を見つけた馬人族の男性は、興奮したように鼻び孔こうを広げる。

「おお、怖い怖い。たったこれしきの指摘で腹を立てるなんてよ。皆、気をつけた方がいいぜ。異世界人様は、思った以上に狭量の様だからよ！」

「んなっ!?　ち、違います！　俺……じゃなくて私は……」

　大声でとんでもないことを言う馬人族の男性に、勇悟は慌てたように顔を上げ、周りにいる人々に取り繕おうとする。しかし、勇悟と目が合った客は、どの人も気まずげに視線を逸らす。

　本意は不明だが、少なくとも勇悟に対して好意的ではないことが窺うかがえた。

（しまった……お客様に不ふ信しん感かんを与えてしまった）

　勇悟が自分の軽はずみな行動を後こう悔かいしている間にも、馬人族の男性の演説は続く。

「それに今回、なにやら会計がスムーズに進むとか言って、訳のわからないことをやっているようだが、実際はどうだ？」

　溜まっていた鬱うつ憤ぷんを晴らして興が乗ってきたのか、馬人族の男性はレジに並ぶ人たちを指差しながら大声で喚わめく。

「商品を手に入れても、会計をするのにあれだけの列に並ばなければならない。その間にせっかく手に入れたアツアツの食い物が冷めちまったらどうするんだ？」

「それは、確かに……」

「本当にこちらの方が早いのかしら？」

　馬人族の男性の言葉に、近くにいた客たちから疑問の声が上がる。

　それを聞いて、馬人族の男性はますます調子に乗る。

「なあ、皆もそう思うだろう？　ルールだかなんだか知らないが、欲しいものがすぐに手に入らない、食べたいものが好きな時に食べられないなんておかしいと思うよな？」

「そうだ。そうだ」

「もう、会計の列に十分以上も並んでいるのに、まだ半分も進んでいないぞ！」

「それに、さっきから自由に歩けないんだが、どうなっているんだ？」

　客たちもかなりのフラストレーションが溜まっていたのか、あちこちから不満の声が噴ふん出しゆつし始める。

　それらの声を聞いて、馬人族の男性は大きく頷くと、両手を広げて声高々に提案する。

「皆の気持ちはよくわかった。だからよ、いっそのことめんどくさいことは全てやめて、好きなところで会計できるようにするのはどうよ？」

「そ、それは困ります！　お会計は所定の場所で行って下さい」

「俺はお前なんかに聞いてないぜ。ここにいる皆に聞いているんだ。なあ？　皆はどう思うよ？」

「それはいい考えだ！」

「いいぞ。俺はその提案に乗った！」

　その提案に、決して少なくない数の賛同の声が上がる。

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　勝手に話を進めてしまう客たちを見て、勇悟は背中に冷たいものが走るのを自覚する。

　彼らの要望を聞いてしまえば、レジシステムそのものが崩ほう壊かいしてしまい、この場にいる人間を完全に制御できなくなってしまう。そうなれば最悪の場合、なにかしらの事故に発展する恐れがある。

　だからその一線だけは、なんとしても死守しなければならなかった。

　勇悟は大きく息を吸うと、この場の全員に聞こえるように声を張る。

「申し訳ありません。どうかお会計は所定の場所でお願いします。皆様も、お気持ちは十分わかりますが、どうか早まることのない様にお願いします！」

　勇悟は腰を九○度折り曲げ、誠心誠意謝罪する。

（お願いします。どうかここは引いて下さい）

　頭を下げた姿勢のまま、勇悟は神にも縋すがる思いで祈る。

　しかし、

「嫌だね。これだけの人間が望んでいるんだ。ならば、商売人として客の要望は、聞くべきじゃないのか？」

「そうだそうだ。早くコロッケを食べさせろ！」

「会計のために並ぶなんざ馬鹿げているだろ！」

　一度ついた火は、そう簡単に消えそうになかった。

　そこかしこから不満の声が上がる中、馬人族の男性が勇悟へと手にした籠を差し出してくる。

「そういうわけだ。まずは俺の会計から処理してくれよ」

「えっ？　あ、あの……」

　ずいと差し出される籠を前に、勇悟は逃げるように後あと退ずさりする。

　しかし、馬人族の男性は、勇悟を逃がすまいと追いかけるように籠を差し出してくる。さらに、追い打ちをかけるように周りの客たちが、勇悟に会計をするように囃し立てる。

「お、お客様……困ります」

　予期せぬ事態に、勇悟が嫌々とかぶりを振りながら後退りをすると、

「お兄ちゃん、さっきみたいに案内をしてくれないのかい？」

　ちっともアナウンスをしない勇悟を見兼ねて、不満そうに声をかけてくる客が現れた。

「次はどこに行けばいいんだ？　こっちは勝手がわからないから、早く教えてくれよ」

「あっ、はい…………っとですね、少々お待ちいただけますか？」

「おいおい、しっかりしてくれよ。さっきまでの威い勢せいはどこにいっちまったんだ？」

「ねえ、コロッケバーガーのセットが欲しいんだけど、どこに行けばいいの？」

「さっきから人が多くて、まともに身動きが取れないんだけど、どうにかならないの？」

「おい、そっちの客なんてどうでもいいだろう。今は俺と話をしてるんじゃないのか!?」

　なにをどう指示していいかわからず言葉を濁にごす勇悟に、追い打ちをかけるように客たちから次々と言葉が浴びせられる。

「あ、あの……その……」

　立て続けに起こるトラブルに、勇悟は完全にパニック状態に陥おちいっていた。

　こういう場合は、どうすればいいんだっけ？　一度、落ち着いて深呼吸……はしたけど状況は全然改善されないし、誰かに相談……はできるはずもない。状況を確認しようと周りを見て、頭を働かせようとしているのに、なぜか目に映る全てがまるで夢の中にいるみたいに靄もやがかかっていてよく見えないし、気の利いた言葉の一つ頭に思い浮かびもしない。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　なにか言わなければ……そう思う勇悟だったが、極度の緊張のせいで過か呼こ吸きゆうを起こしてしまい、浅い呼吸を繰り返すだけだった。

「…………どうする？」

「どうするって……なあ？」

　全く喋らなくなった勇悟を見て、客が一人、また一人と勇悟の下を離れ、各々が勝手に行動し始める。

　アナウンスがなくなり、客たちが自由に行動をし出したので、各部門間を移動する人たちの間で衝突が起きたり、補ほ充じゆうが終わる前に人が押し寄せて、欲しい商品が手に入らなかったりという事態が起き始める。

「ねえ、人混みが凄いし、買うのに時間かかるならクァンダル地区にでも行かない？」

「そうだね。あの列に並んだら、もう他の地区には行けなくなっちゃうしね」

　混沌とした様子に、客の一部が手にした商品を戻して地区から立ち去り始める。

「……ねぇ？」

「そうね、行きましょうか」

　きっかけがあったにせよ、一度狂い始めた歯車を元に戻すのは、容易ではなかった。

「あ～あ、なんだか大変なことになっているな」

　混乱する場を見て、馬人族の男性が唇くちびるの端を吊り上げてほくそ笑む。

「この程度の問題を解決できないなんて、誰が考えたのかわからないが、企画の詰めが甘いんじゃないのか？」

「──っ!?」

　詰めが甘いという言葉に、勇悟は激しく身を震ふるわせる。

　それは父親から指摘されていた勇悟の弱点だ。

　確かに通路の狭さや、会計処理のもたつきによるレジの混雑、そして手にした惣菜を食べられるようになるまでのタイムラグなど、馬人族の男性が指摘したいくつかの問題に気づいていなかった訳ではなかった。だが、それについて対応策を練るより、他にやらなければならないことが多過ぎて、そちらまで手が回らなかったのだ。

　そんなことは客からすれば、ただの言い訳に過ぎないだろう。

　今、こうして客たちがシャルール地区から離れていくのは、勇悟の怠たい慢まんのせいだと言われても仕方のないことだった。

　その元凶となった馬人族の男性は、まるで周りなど見えていないように勇悟へと気安く声をかける。

「まあ、そんなことより早く俺の会計をしてくれよ。早く他の地区に行きたいんだ」

「……も、申し訳ありませんが…………」

「はぁ、なんだって？　この期に及んでなに言っているんだ。もうなにをしたって……」

「そうじゃないんです！」

　馬人族の男性の言葉を遮り、勇悟は申し訳なさそうに告げる。

「その……実はこの国の貨か幣へいを完全に理解していなくて、会計処理ができないんです」

　最近になってようやく少しは理解してきたが、グランマート王国内で流通している硬貨は、各国の商人が集まっているだけにとんでもない種類が存在する。同じ額面の硬貨でも、国によって価値が違う場合があるので、現在の勇悟の知識では、とてもじゃないが対応できそうになかった。

「はぁ？　なに、お前……責任者なのに、会計処理の一つもできないの？」

「も、申し訳ないです」

　信じられないものを見る目で見つめてくる馬人族の男性に、勇悟は頭を下げて謝罪するしかなかった。

　頭を下げたまま動かない勇悟を見て、馬人族の男性は堪らず吹きだす。

「ブブッ……なんだよそれ。ああ、もういいよ。だったら俺が払う金で納得しろよ。それが、たとえ足りなくても一切文句を言うな。いいな？」

「え……あっ……」

「俺の言っている意味わかるだろう？　これで手打ちにしてやると言っているんだ」

　至し近きん距きよ離りで有無を言わさない迫力で迫られ、勇悟は瞳ひとみを忙しなく彷徨さまよわせる。

　そんな勇悟に、馬人族の男性は、財布から適当に摘つまんだ硬貨を手渡してくる。

「ほらよ、これを受け取って、とっとと楽になれよ」

「楽に……」

　そう言われた勇悟の心は、激しく揺さぶられる。

（会計を碌ろくにせずに金を受け取るなんて……しかも、どう見ても実際より少ない金額での取引なんて許されるはずがない……でも）

　度重なるトラブルにより憔しよう悴すいしきっていた勇悟は、冷静な判断力を失っていた。

　差し出された硬貨を受け取って、一刻も早く楽になりたい。

（………………一人ぐらいなら）

　その欲望は抗あらがい難がたく、勇悟は震える手で馬人族の男性が差し出す硬貨へと手を伸ばす。

　そのまま手を伸ばし、あと少しで硬貨に触れようというところで、

「皆様、少しお待ちください！」

　勇悟の行動を遮るように、凜りんとして良く通る声が辺りに響いた。

　決して大きな声ではないが、不思議と耳に入って来る声に、客たちの視線が声の主へと集まる。

「わぁ……」

「綺き麗れい……」












　声の主を見た客たちが次々と感かん嘆たんの声を上げる。

　夕日を受けてキラキラと光る艶つややかな黒髪に、ガラス細ざい工くのように儚はかなげな雰ふん囲い気きを持ちながら愛らしさも兼ね備えた整った顔立ち。沢山のフリルをあしらったピンク色のドレスは、一目見ただけで庶しよ民みんのそれとは違う上質な素材で作られているのがわかる。

　そこには、いつものドレスに身を包んだソレイユが背筋を伸ばして立っていた。

「申し訳ありませんが、少しだけお時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

　一見するとその場に立っているだけなのだが、ソレイユの放つ雰囲気のせいか、その超ちよう然ぜんとした佇まいに人々は一様に口を噤つぐみ、惹ひかれるようにソレイユを見やる。

　全員の視線が集まったのを確認したソレイユは、ドレスの裾すそを摑んで優ゆう雅がに一礼する。

「皆様、はじめまして。わたくしはシャルール地区を治めるソレイユ・モナカ・グレンツェントと申します。本日はシャルール地区へお越しいただきありがとうございます」

「え？　シャルール地区の……代表だって？」

「あんな女の子が？」

　地区の代表の登場、と聞いて辺りがにわかに騒ぎだす。

　ましてやそれが、ソレイユのような年とし端はもいかない少女だとしたらなおさらだ。

　初めてソレイユの姿を見る者も多いのだろう。そんな奇き異いと好奇心がない交ぜになった視線の中、ソレイユは静かに歩きはじめる。後ろには、机といくつかの手荷物を抱えたエリスが無言で続く。

　背筋を伸ばしたソレイユが優雅に歩きだすと、集まった人々は思わず身を引いてソレイユへと道を譲る。

　その様は、まるで旧きゆう約やく聖せい書しよの海を割ったモーゼのようだった。

　ゆったりとした足取りでレジコーナーへと足を運び、机が整然と並ぶレジコーナーの一角に机を置いたソレイユは、一度深くお辞じ儀ぎをして静かに口を開く。

「この度は我が地区に至らぬところがあり、お客様に不快な思いをさせてしまい、大変申し訳ありませんでした。ここからは、皆様が快適にお買い物いただけるよう、微力ながら尽じん力りよくさせていただきたく思いますので、どうかよろしくお願い致します」

　挨あい拶さつを終えたソレイユは、その様子を呆然と眺めている客の一人、勇悟の前に立つ馬人族の男性へと声をかける。

「お待たせして大変申し訳ありません。よろしかったら、こちらへどうぞ」

「へっ、俺？」

　突然呼ばれた馬人族の男性が間抜けな声をだす。

「はい、よろしければ、わたくしが会計をしますのでこちらへどうぞ」

「え？　あ、ああ……」

　まるで、おとぎ話に出てくる妖精のように見み目め麗うるわしい少女に呼ばれた、馬人族の男性は、赤面しながらソレイユの前へと進み出る。

「それでは、失礼して……」

　馬人族の男性から籠を受け取ったソレイユは、サッと中身を確認すると、

「はい、全部で四三○○オールでございます」

　間かん髪ぱつ容いれず、合計金額をはじき出した。

「あ……えっ？」

「一個二○○オールのコロッケが五つ、メンチカツが二つ、ケチャップの瓶が三つ、三○○オールのセット商品が六セット、そしてタイムセールの袋と合わせて四三○○オール、間違いないですか？」

「あ、ああ。合ってます」

　一瞬で合計金額を出したソレイユに、馬人族の男性は驚きよう愕がくの表情を浮かべながら料金を支払う。

「はい、丁度、確かにいただきました」

　料金を受け取ったソレイユは、お金を大事そうにしまうと、馬人族の男性の手を取ってニッコリと笑う。

「ありがとうございました。よろしければ、またシャルール地区をご利用ください」

「は、はひっ!?　必ず」

　優しく手を握られた馬人族の男性は、壊れた人形のようにカクカクと何度も頷く。

　顔を真っ赤にし、気が抜けたようにフラフラと立ち去る馬人族の男性を笑顔で見送ったソレイユは、

「次の方、どうぞ」

　誰もが見み惚とれてしまうような輝かしい笑顔で次の客を呼び込む。

　それを見て、レジで並んでいた客たち……主に男性がソレイユの下へと一斉に移動し始めた。




　笑顔でレジ業務をこなすソレイユを、勇悟は呆然と眺めていた。

　ソレイユはレジ応対した一人一人に対し、見る者を惹きつける笑顔を振りまき、金銭の授受の際は、相手の手を両手で包み込んで相手の心を鷲わし摑づかみにしていた。

　ソレイユの隣では、エリスも鎧姿のままでレジ業務をしており、こちらもソレイユ程ではなくとも、かなりのスピードで会計処理していた。さすがは、地区全体の会計業務をこなすソレイユを補佐しているだけはあるということだろう。

　ソレイユとエリスが現れてから明らかにレジの流れがスムーズになり、目に見えて列の長さが短くなっていくのが窺うかがえた。

「…………あっ」

　勇悟が呆然とレジを眺めていると、会計を終えた客が立ち去り、次の客が現れる合間を縫って、ソレイユとエリスが勇悟に視線を送って来ているのに気づいた。

　ソレイユは真しん摯しな表情で頷き、エリスは怒ったように顎あごでなにかを指示するような仕草をする。

　言うまでもなく、勇悟に檄げきを飛ばしてくれているのだ。

　ソレイユとエリスが機転を利かせてくれたお蔭で、最悪の事態はどうにか免れたのだ。ならば、二人からの信用に応えるために、今度は自分が失った信用を取り戻す番だ。

「…………よしっ！」

　勇悟は全身に電気が走ったかのように勢いよく立ち上がると、腕に巻いた腕章を一ひと撫なでして、アナウンスを行っていた木箱に飛び乗る。

　大きく息を吸って手を上げると、地区全体に響き渡るように声の限りに叫ぶ。

「すみません。一度、状況を把は握あくしたいので、各部門の担当者は、現在の状況を教えて下さい！」

　状況がわからないのなら、わかる人間に聞けばいい。そんな当たり前過ぎることにすら気づけなかった自分を、勇悟は呪のろいたかったが、それは全てが終わってからにする。

「コロッケとメンチカツがまもなく揚がるよ。これらが欲しい方は、こちらへどうぞ」

　すると、早速、勇悟の声に負けない声量でシスネが応えてくれる。

「バーガーセットは残り僅かですが、まだ在庫に幾いく分ぶんか余裕があります。今回のお土産に是非、ワンセットいかがでしょうか？」

「均一価格のセット販売は、一部を除き、少しだけ余裕があります。それと、トラムケチャップの在庫はまだありますので、是非、シャルール地区の名物の味をご堪たん能のう下ください」

　シスネの後に続き、各部門を担当している者から次々と現状が報告される。

　さらに、

「詰め放題は全ての商品、僅かですが在庫があります。まだお買い求めになっていない方、改めて詰め放題に挑戦したいというお客様は、是非ともこちらにお並び下さい」

　シルドラ達から報告を聞いて状況を理解した勇悟は、各部門へお礼を言うと、口角を上げて笑顔を作る。

「皆様、大変お待たせしました。改めましてお買得情報のご案内をさせていただきます」

「今、聞いたばかりだから知ってるよ！」

　すると、すかさず近くにいた客からの鋭いツッコミが入る。

「まあ、そうですよね。変なことを言って、大変失礼しました」

　勇悟がおどけるように謝罪すると、見ていた人たちの間から笑いが起こる。

「では、お客様が移動しやすいように、誘導させてもらいますので、どうかよろしくお願いいたします」

「兄ちゃん、それはわかったから、もう仕事を見失うなよ！」

　ちゃっかりと釘を刺してきた手厳しい客に対し、勇悟は「以後、気を付けます！」と最敬礼を返してから、笑顔でアナウンスを再開させる。

「それでは、始めさせていただきます。まずは……」

　勇悟のアナウンスに呼応するように、それぞれの部門を任された者も威勢よく声を張り上げ、客の呼び込みを始める。

　ここまで来たら、後はやるべきことをやるだけだった。

「さあ、いらっしゃいませ。シャルール地区名物の惣菜売場はこちらですよ！」

　陽も傾きはじめ、シャルール地区の命運を賭けた祭りの時間も残り僅かだった。













　午後六時になり、空が燃えるような茜あかね色いろに染まる中、第二十九回グランフェスティバルの終わりを告げる鐘かねが国中に鳴り響いた。

「終わったぁぁぁっ!!」

　地区内に僅わずかに残っていた客を見送った勇ゆう悟ごは、体を投げ出して地面に大の字になる。

　汚れるのも構わず地面に寝転ぶ勇悟を、呆れた様子のエリスが窘たしなめる。

「ユーゴ、いくらなんでもはしたないぞ」

「いいだろ、これぐらい。それに、そういうエリスだって今すぐ横になりたいって顔をしているぞ」

「それは、今日は特に疲れたし、可能なら今すぐ……ば、馬鹿なことを言うな！　そんなわけないだろ。ほら、早く立つんだ！」

　勇悟の言葉に、エリスは思わず応えそうになるが、慌あわててかぶりを振って勇悟に立つ様に促うながしながら手を伸ばす。

　空が赤いのでハッキリとは見えないが、おそらく顔を真っ赤にしているであろうエリスを見て、勇悟は「はいはい」と言いながら手を伸ばしてエリスの手を取る。

「…………」

　一瞬、このまま手を引いてエリスを巻き込んで倒れてしまおうという考えが頭をよぎるが、エリスの手を取ると同時に物凄い力で引き起こされ、あっという間に立ち上がってしまう。

「…………」

「どうした？　不満そうな顔をして」

　手を握ったまま固まる勇悟に、エリスが形のいい眉まゆを顰ひそめて質問する。

「いや、なんでもない」

　美人だが、そこら辺の男より余程雄お々おしいエリスに勇悟は複雑な気持ちになった、とは言えなかった。

「ところで、これからどうなるんだ？」

「これから運営委員会による集計が行われ、一時間ほどした後に結果発表があるはずだ」

「い、一時間って……昼も思ったけど、結果出るの早くない？」

　今日は各国から客が大挙して押し寄せて来ただけあって、来客数もそれに伴う売り上げもいつもの比ではないのだ。それが五地区、全ての売り上げを精せい査さして順位をつけて発表するとなると、半日ぐらいかかってもおかしくはないはずだ。

「ああ、そのことか」

　勇悟の疑問に、エリスがすぐに結果が出る理由を教えてくれる。

「簡単な話、売上金がある程度貯まる度に、係の者が国の中心にある運営委員会へ売上金を納めにいっているのだ。忙しい時に身近に大金があるのは心こころ許もとないからな」

「あっ、そう……なんだ」

　高い所に立って意い気き揚よう々ようとアナウンスをしていたのに、そんな人がいたなんて全く気づかなかった。

「気にするな。ユーゴが気づかなくて当然だ。売上金の回収は、リリパットと呼ばれる小こ人びとの亜あ人じん種しゆが行っているからな。余程気を張って探さない限り、彼らを見つけることはできないだろうさ」

「……それを聞いて、安心したよ」

　自分の目が節ふし穴あなだったわけではないと知り、勇悟は安あん堵どすると共に、チャンスがあれば一度そのリリパットと呼ばれる人たちにお目にかかりたいものだと思った。

「スメラギ様、お疲れ様でした」

　勇悟がまだ見ぬリリパットに想いを馳はせていると、仕事が一段落した様子のソレイユが声をかけてきた。

　ドレスの上にエプロンを掛けた姿のソレイユは、手にしていたバスケットから揚げたロクイモと、瓶に入ったミルクを取り出して勇悟に差し出す。

「結果発表まで、もう少し時間がありますから、これでも食べて英えい気きを養って下さい」

「あっ、すみません。それと、今日はありがとうございました」

「え？　なにがですか？」

　可愛らしく小首を傾かしげるソレイユに、勇悟はレジを打つ仕し草ぐさをしながら告げる。

「レジの事です。ソレイユ様が来てくれなかったら、せっかくのセールが台無しになる所でした」

　あそこでソレイユが現れなかったら、いくら魅み力りよく的てきな商品が安く手に入るとしても、客たちの心はしだいに離れていき、途中で客足は途と絶だえていただろう。

「情けない話ですが、あの時の俺では、どう足あ掻がいてもあの場を治めることはできなかった。だから、あのタイミングでソレイユ様に来ていただいて、本当に救われました」

「いえ、あれは、わたくしが自分でできる事をしたまでです」

　ソレイユは小さくかぶりを振ると、優しげな微び笑しようを浮かべる。

「わたくしはスメラギ様を信じていましたから。機会があれば、スメラギ様は必ず立ち直って下さると……わたくしはそのきっかけを作ったに過ぎません」

「そ、そんなことないです！　あの時、俺は……」

　まだなにか言いたげな勇悟の唇くちびるを、ソレイユの人差し指が優しく塞ふさぐ。

「それ以上は言いっこなしです。それともなんですか？　スメラギ様は、困った時にわたくしが助けに来てくれると、支えてくれると信じてなかったのですか？」

「──っ!?」

　倒れそうな時は必ず支えるから信じろ。そう言ったのは他でもない、勇悟だ。

　ソレイユにそれを言われては、勇悟としてはぐうの音も出なかった。

「……ソレイユ様も、言うようになりましたね？」

「ええ、誰かさんに、泣かされて強くなりましたから」

　ソレイユはいたずらっぽく笑うと、可愛らしく舌を出す。

　どうやらシャルール地区の代表は、勇悟が思ったより早く成長しているようだった。




　グランフェスティバルの閉幕からきっかり一時間、集計結果が出たという知らせが届き、勇悟たちはグランマート王国の中心部、グランマート城へとやってきた。

　グランマート城は、天を貫く尖せん塔とうがいくつも並び、各所に意い匠しようが凝こらされた彫ちよう刻こくが施ほどこされた、見る者を圧倒する巨大な建築物だった。

　勇悟は城の余りの大きさに感かん嘆たんの溜ため息いきを吐つくと、隣に立つソレイユへと話しかける。

「……それにしても、国の中心だけあって素す晴ばらしいお城ですね」

「そうですね。わたくしもそう思います。ところでスメラギ様の世界には、この城より大きな建物とかあるのですか？」

「はい、それは……大きさもさることながら、高さだけならこの城の十倍以上の高さの建物がありますよ」

「じゅ、十倍以上ですか!?」

　十倍以上と聞いて、ソレイユは驚きに目を見開く。

「ほ、本当にそのような建物が存在するのですか？」

「はい、スカイツリーというんですけどね。他にも大きさだけなら、この城より大きい建物はいくつもあるんですが、どれも機能性を重視したシンプルなデザインで、この城のように、見ただけで感動しちゃうような建物は少ないですね」

「そうですか。話を聞くと、大きな建物がいくつもあるようですが、その中でもスカイツリーという建物は是ぜ非ひ見てみたいですね」

「そうですね。俺もいつかソレイユ様に俺の世界を見せたいです」

「はい、その時はエスコート、お願いしますね？」

「もちろん、喜んで」

　そう言うと、勇悟とソレイユは笑い合う。

　それが決して叶わぬ夢であるということは互いに百も承知だが、勇悟もソレイユもそのことには一切触れず、静かに時が過ぎていくのを眺めていた。





　　　　　※






「お待たせしました。ただいまより、第二十九回グランフェスティバルの結果発表を行いたいと思います」

　程なくして、城の入り口の方からよく通るバリトンボイスが響いた。

　目を向けると、燕えん尾び服ふくに身を包んだ老ろう紳しん士しが、グランフェスティバルの結果を今か今かと待ち望んでいる人々に手を振って応えていた。

　あの老紳士はグランマート王国に何十年も仕つかえている家か老ろうで、同時にグランフェスティバルの実行委員長でもあるらしい。

　一通り挨あい拶さつをし終えた老紳士は、懐ふところから紙し片へんを取りだすと、咳払いを一つしてから口を開く。

「今回のグランフェスティバルはかつてないほどの賑にぎわいを見せ、売り上げも過去最高を記録する大変素晴らしいものとなりました」

　過去最高の売り上げを達成したと聞いて、辺りがにわかに騒がしくなる。総売上が多くなれば、順位で貰える配当金も増えるのだから当然だろう。

　やがて騒ぎが一段落すると、老紳士は視線を再び紙片へと戻して発表を続ける。

「それでは、一位から順番に発表していきたいと思います」

　老紳士の言葉に、一瞬にして辺りの空気が変わる。

　誰もが自分の地区が一位と信じて疑わない、全てを喰らいつくすような商人の貪どん欲よくさが滲にじみ出でているようだった。

　その独特の空気も毎まい年とし恒こう例れいなのだろう。全員からの刺さるような鋭い視線を心地よく受け止めながら、老紳士が「一位は……」と口を開く。

（一位……一位……一位……）

　きつく目を瞑つむり、両手を顔の前で拝おがみ倒たおすように擦こすりながら勇悟は必死に祈る。

　この世界に来て僅かな時間しか過ごしていないが、それでも勇悟にとってシャルール地区という場所は、かけがえのない大切な場所となった。

　その大切な場所を守るために、自分が持てる全てを費やしてきた。万事が上手くいった……訳ではないが、それでも精一杯、全力でできる事をやった。

　ここまできたら勇悟にできる事はなにもないのだが、それでも一いつ心しん不ふ乱らんに祈り続けた。

　僅かでも、結果が良くなると信じて……。

　その思いはシャルール地区全員同じのようで、勇悟だけでなくソレイユやエリス、他にもこの場を訪れた全員が一様に祈り続けていた。

「一位は、売り上げ五五六万三一五○オールで…………………………………………」

　老紳士は、勿もつ体たいぶるようにたっぷりと溜ためを作ると、

「クァンダル地区！」

　着物を着ている集団を称えるように、手をいっぱいに広げて声高々に宣言した。

　次の瞬間、クァンダル地区の商人がいる方から歓かん声せいが上がる。

　一位という最高の結果に、クァンダル地区の人々は涙を流したり、隣の者と抱き合ったり、手にした物を派手に打ち鳴らしたりと、それぞれが喜びを爆発させていた。

「クァンダル地区は、得意の情報網を駆く使しして、グランフェスティバルが始まる数か月前から効果的に宣伝活動を行ってきました。さらに、ここ最近は新聞への折込みチラシという新たな手を講じて国内外問わず、多くの人々の関心を集めたのが最大の勝しよう因いんと言えるでしょう」

　沸わき立たつクァンダル地区の人々を眺めながら、老紳士が地区の勝因を分析する。

　その様子を、勇悟は呆ぼう然ぜんと見ていた。

「……大丈夫です。まだ目はあります」

　すると、勇悟の隣に立つソレイユが勇悟を安心させるように手を握ってくれる。

「そうだ。肝かん心じんなのは次だ」

　さらに、エリスも勇悟の空いている方へ回り、同じように手を握ってくれる。

「そう……だな。まだ、終わっていないよな」

　二人からの温かい励ましに、勇悟は繋がれた手を強く握り返すことで応える。

　すると、二人もすぐさま握り返して応えてくれる。

（二人とも、ありがとう）

　ソレイユとエリスに心の中で感謝しながら、勇悟は老紳士の次の言葉を待った。

「それでは、二位の発表に移りたいと思います。第二位は、売り上げ五二○万七六五三オールで…………………………………………………………………………………………」

　一位の発表の時と同様に、老紳士は名前を読み上げる前にたっぷりと溜めを作る。

「…………ゴクッ」

　余りにも長い間に、勇悟は喉のどの渇かわきを覚えて思わず唾つばを飲み込む。

　周囲をゆっくりと睥へい睨げいし、観かん衆しゆうがしびれを切らす頃合いだと見計らった老紳士は、大きく息を吸ってから勝者の名前を告げる。

「バリエンテ地区」

　その声が聞こえると同時に、バリエンテ地区の人間がいる方角から、大地を揺るがさんばかりの雄お叫たけびが響き渡る。

「…………そんな」

　まさかの結果に、勇悟は全身から力が抜け落ちてその場に膝ひざを突く。

　なにがいけなかった……商品がもっとあったらよかったのか。それとも値段設定をもう少し高めにするべきだったのか。そしてなにより、馬ば人じん族ぞくの男性から受けたクレーム。あのクレームの大半は、予測できていたのだ。あの辺をしっかりと詰めていれば、余計なトラブルを生むことはなかったはずだった。

　全ては、自分の詰めの甘さが招いた結果だった。

　それだけに、この結果は勇悟にとって大きなショックだった。

　ショックを受けたのはソレイユたちも同様で、宙ちゆうを見み据すえたまま呆然と喜ぶ亜人たちを見つめていた。

　そんな二つの地区の明と暗など意に介さず、老紳士が結果発表を続ける。

「三位はシャルール地区。こちらの売り上げは、五二○万二六○○オールと、その差はおよそ五千オール、実に僅きん差さの結果となりました」

「たったの五千……だって!?」

　老紳士の言葉に、勇悟は目を見開く。

　本当に、本当に僅かな差だった。

　こうなると勇悟の脳内をある考えがよぎる。

　馬人族の男性からクレームを受けた時、勇悟がクレームを上手く処理できていれば大量の客を逃すこともなく、その売り上げでバリエンテ地区を上回れたはずだった。

「お、俺のせいだ。俺がクレームを処理できなかったから……う、うわああああっ!!」

　ボロボロと涙を流しながら勇悟は自分を責める。

「ち、違います！　スメラギ様のせいではありません！」

「そうだ。結果は残念だが……誰もユーゴを責める権利なんてない」

　顔を覆おおい、声を上げながら泣く勇悟を、ソレイユとエリスが必死に宥なだめる。

　しかし、今は二人の優しい言葉が勇悟にとってはなによりも辛かった。いっその事「お前のせいだ」「肝かん心じんな時にミスをしやがって」と罵ののしってもらえた方がまだ楽だった。

　勇悟がこの世界に来たのは、シャルール地区を、ソレイユを救うためだ。それが果たせなかったら、勇悟がこの世界に来た意味がなくなってしまう。

　全部……全部自分のミスで台無しにしてしまった。

　地区の命運を託された者として、勇悟は己の失しつ態たいを許せそうになかった。

「キシシッ、だから言ったろ。無駄な努力だってよ」

　打ちひしがれている勇悟たちに無ぶ遠えん慮りよに声をかけてくるものがいた。

「ラビア……」

「ククッ、汚い顔がますますみすぼらしくなっているじゃないか」

　涙と鼻水でぐちゃぐちゃになっている勇悟の顔を見て、ラビアが嘲あざけるように笑う。

「…………ラビア」

「おっ、なんだ。やるか？」

　幽ゆう鬼きのように立ち上がり、ふらふらと歩みよる勇悟に、ラビアが身構える。

「…………」

　しかし、勇悟はラビアからの挑発に応えず、ゆっくりとラビアへと歩み寄る。

　そのままラビアの眼前まで進んだ勇悟は、

「すまない！　今回の件、どうにか見逃してもらえないか！」

　突然、膝を突いてラビアに土下座をした。

「俺の事はどうなってもいい！　ただ、ソレイユ様だけは見逃してくれないか？」

「ス、スメラギ様!?」

「ユーゴ、貴様、なにを言って……」

「二人は来るな！」

　詰め寄ろうとする二人の女性を、勇悟は怒ど鳴なりつけることで制止する。

「これは俺の責任だ。だから、二人は関わるな！」

　その鬼き気き迫せまる様子に、ソレイユとエリスはそれ以上、近づけなかった。

　二人が驚きで固まっているのを確認した勇悟は、再び頭を下げてラビアに懇こん願がんする。

「……すまなかった。さっき言った通り、俺はどうなってもいい。奴ど隷れいにでもなんにでもなる。だから、ソレイユ様との約束はなかったことにしてもらえないか？」

「ほぅ……」

　地面に額ひたいを擦りつけて懇願する勇悟を見て、ラビアは顎あごを擦りながら思し案あん顔がおになる。

「……本当に、なんでもするのか？」

「ああ、男に二言はない。ソレイユ様を自由にしてくれるなら、なんだってやってやる」

「そうか……だったら、考えてやらないこともないかな？」

「ほ、本当か!?」

　ラビアの提案に、勇悟が顔を上げると、

「噓うそだよ」

　唇の端を吊り上げ、犬歯を剝き出しにして笑うラビアと目が合った。

「馬鹿が！　どうして俺様がお前なんかの言うことを聞かなきゃいけないんだよ！」

　ラビアは足を振り上げると、勇悟の頭を思いっきり踏んでみせる。

「キャアッ！」

「ラビア、貴様っ!!」

　地面に叩き付けられ、額から血を流したまま動かない勇悟を見て、ソレイユは青ざめながら悲鳴を上げ、エリスが腰に吊るした剣に手をかける。

「おっ、と剣は抜くなよ。この場所での抜ばつ刀とうは、いかなる場合でも制裁の対象になるというのを忘れたわけではあるまい？　心配するな、殺しやしねえよ」

「クッ……下げ郎ろうが」

　エリスは震ふるえる手で剣を握ったまま、血が滲にじむほど唇を嚙み締める。

「なんだ……なにが起きているんだ？」

「見ろ。誰か倒れているぞ」

　すると、ソレイユの悲鳴を聞いて、グランフェスティバルの結果に一いつ喜き一いち憂ゆうしていた周りの観衆たちも、ようやく異変に気づきはじめる。

「騒がしいぞ。一体、なにをしている」

　異変に気づいた観衆の中から、赤いガウンを身に纏まとった大柄な金きん獅じ子し、ラビアの父親であるレーヴェが現れる。

　レーヴェは、自分の息子が勇悟を踏みつけているのを見つけて眉まゆ根ねを寄せる。

「ラビアよ、こんなめでたい席でお前はなにをやっているのだ。早くその足をどけるんだ」

「あいあい、そんな怖い顔をしなくてもどかしますよ。それより、今は俺様に感謝した方がいいんじゃないのか？」

「なんだと？」

　わけがわからず、ますます怪け訝げんな表情を浮かべるレーヴェに、ラビアは勇悟の頭から足を退けると、誇らしげに一枚の紙を差し出す。

　それは、ラビアとソレイユの間で交わされた誓せい約やく書しよだった。

「これは…………」

　誓約書を受け取り、その文面を読み始めたレーヴェの眉間に、みるみるしわが寄っていく。

「ラビア！　儂わしの許可なく、こんな誓約書を交わすとはどういうつもりじゃ！」

「うるさいな！　別にいいじゃないか。この誓約書のお蔭で、俺様は晴れてソレイユと結婚できるんだ。親父様のお望み通りにな」

「だ、だが、こんな賭けみたいな方法で結婚など……そもそもソレイユ嬢が……」

「そのソレイユがこの誓約書にサインしたんだ！　商人にとって誓約書は絶対だ。それを守れないような奴は、商人の風上にも置けないクソ野郎だ。そう教えたのは親父だと思ったのだが？」

「むむぅ……」

　いつもの人を圧倒するような勢いはすっかり影を潜め、煮え切らない態度を取るレーヴェに、ラビアは「チッ」と舌打ちをすると、勇悟の介かい抱ほうをしているソレイユへと顔を向ける。

「おい、ソレイユ！」

「な、なんですか……」

　ソレイユは突然水を向けられて、怯おびえたように顔を上げる。

「そんな奴捨て置いて、とっととこっちに来いよ。それで、ここにいる全員に誓いの言葉を言うんだ！」

「え？　誓いのこと……ば？」

「そうだ。教会とかでよくやる夫婦になるための誓いを立てる言葉だよ。それでその後、俺様にキスしな」

「キ……スッ!?」

　キスと聞いて、ソレイユの顔が一瞬で茹ゆで上あがったタコのように真っ赤になる……が、次の瞬間には、真っ青になり小さく震えはじめる。

「どうした。早くしろよ。皆、見ているだろ？」

「いけ……ません。ソレイ……ユ……様」

「スメラギ様!?」

　意識を取り戻した勇悟が、逡しゆん巡じゆんするソレイユの足を摑つかんで苦しげに話しかける。

「ソレイユ様は……まだ、幼いのです。そんなあなたが代表だからって、地区の負ふ債さいを理由に好きでもない奴と結婚するなんて……絶対に間違っている！」

「スメラギ様……」

　滂ぼう沱だの涙を流しながら懇願する勇悟を見て、ソレイユは困こん惑わくする。

　自分の地区の代表という立場が、この世界とは無縁だったはずの勇悟をここまで追い詰めていたとは露つゆほども思わなかったのだ。

　心優しい異世界人の想いを受けて、ソレイユは自分が冷静になっていくのを自覚する。

　ソレイユ・モナカ・グレンツェントは、シャルール地区を治める領主なのだ。

　地区で起きた全ての責任は、代表者である自分が背負わなければならない。

「スメラギ様、ありがとうございました」

　ソレイユは小さく頷うなずくと、振り向いて自分の足を摑んでいる勇悟の手を摑むと、優しく包み込んで微笑を浮かべる。

「ソレイユ……様？」

　なにかを決意したような真っ直ぐな瞳ひとみに、勇悟はまさかという思いに駆られる。

「さようなら。元の世界に戻っても、どうかお元気で……」

「まっ……!?」

　別れの言葉を告げるソレイユに、勇悟は慌てて手を伸ばすが、虚むなしく空を切る。

　ソレイユはラビアの前へと進み出ると、ドレスの裾を摘つまんで優雅に一礼する。

「取り乱してしまい、大変失礼いたしました」

「覚悟は決まったのか？」

「ええ、商人たる者、一度交わした誓約を違えることは許されませんから」

　ソレイユはまだ発展途中の胸に手を当てると、目を閉じて粛々と口を開く。

「わたくし、シャルール地区代表ソレイユ・モナカ・グレンツェントは、バリエンテ地区代表レーヴェ・オデイシアスの嫡ちやく男なん、ラビア・オデイシアスの……」




「その宣せん誓せい、ちょっと待った！」




　すると、ソレイユの宣誓の最中に、何者かが割って入る。

「チッ、誰だ。いいところで邪魔をするクソ野郎……は…………」

　度重なる邪魔に、ラビアが獰どう猛もうな牙を剝き出しにして怒りを露あらわにするが、その勢いは徐々に弱くなっていく。

　全身を甲かつ冑ちゆうに包んだ三メートルに迫る巨体の兵士たち、普段は国の外で警備に当たっている巨人族たちが大挙して押し寄せてきたのだ。

「な、なんだ。お前たちは……」

「その説明は、僕がしよう」

　甲冑の兵士たちを押し退け、クァンダル地区の新聞記者、マサムネが姿を見せる。

「この兵士の方々は、この人を監視するためにいるんだ。ラビアさん、この人に見覚えないかな？」

　そう言うマサムネの後ろから、怯えたように視線を彷徨さまよわせる旅たび装しよう束ぞくに身を包んだ小柄な男が現れた。

　みすぼらしい格好の男を見て、ラビアの表情が凍り付く。

「し、知らねえ。俺様がそんな見るからに貧乏人と面識があるはずないだろう！」

「そうですか……まあ、いいでしょう」

　マサムネはラビアの返事に特にこれといった反応も示さず、旅装束の男をソレイユの前へと促す。

「ソレイユ様、彼が……ええっと、旅人のトララーさんがあなたにお伝えしたい事があるそうです」

「わ、わたくしに……ですか？」

　見ず知らずの男の登場に、ソレイユは困こん惑わく顔がおになる。

　マサムネに紹介されたトララーは、相変わらずなにかに怯えるように辺りを見渡していたが、ソレイユの前まで進み出ると、

「す、すみませんでした！」

　震える声で謝罪の言葉を口にする。

「シャルール地区が火事に遭あったのは、俺のせいなんです！」

「え？　そ、それは一体、どういうことですか？」

　驚くソレイユに、トララーはたどたどしく火事の真相を語りだす。

　トララーは当てもなく世界中を歩き回り、その土地土地で適当に仕事を見つけては生活費に充あてるという、その日暮らしの旅人だった。

　そんな慎ましい生活を送るトララーの前に、ある日奇妙な仕事の依頼が入る。

　指定の人物を、一定時間指定の場所から移動させる。それだけで、トララーが一年間は暮らせるような大金をくれるというのだ。

　依頼を受ける条件として、絶対に人に見られない事、もし人に見られたら、速やかにグランマート王国から退去して他所の国へと移る事とあったので、グランフェスティバルに行きたいと思っていたトララーは、偶然通りかかった子供たちを利用することにした。

「じゃあ、あの時、シスネさんが店を離れたのは……」

「私の差し金です。でも、まさか、あんな恐ろしいことになるなんて思わなくて……ただ、これだけは信じて下さい！　店に火をつけるなんて恐ろしいことはしてないです！」

「じゃあ、誰が火を……」

「その犯人だけど、実はもう捕まっているんだよね～」

　ソレイユからの質問に、この場に似つかわしくない可愛らしい声が答えた。

「その男は、各地で盗みや強盗という犯罪行為を繰り返している奴で、人相書きを元に逮捕され、余罪を追及している中でシャルール地区の放火を認めたんだ。そう……」

　そこまで話すと、マサムネの後ろから得意げな顔のホタルが現れ、ビシッとカッコつけながらラビアを指差す。

「ラビア・オデイシアス。君に依頼を受けて火をつけたってね！」

「うぐぅ!?」

　ホタルからの糾弾を受けて、ラビアは罪から逃れるように後あと退ずさる。

「複数の旅人に別の役割を与え、それぞれがなにをしたかわからないようにして本当の犯行を隠すという発想は良かったけど、肝かん心じんの放火する役目だけは、罪の意識に耐えられる人間でなければならなかった。それが、君の計画の唯一の穴だった」

　そうして選ばれた男は、犯行を行って十分な報ほう酬しゆうを受け取ってもなお、さらなる犯行の欲望に耐えることができず、とうとう縛ばくについてしまったという訳だった。

「フフ～ン、任せてって言ったでしょ？」

「あ、ああ……助かった。感謝する」

　得意げにピースサインをしてくるホタルに、エリスは力強く頷いて応える。

「そ、その話は、本当なのか？」

　事の顚てん末まつを聞いたレーヴェは、顔を青くしてマサムネに詰め寄る。

「まさか、こやつが放火なんて恐ろしい計画を……」

「残念ですが、ここにいるトララーさんも、捕まった放火犯もラビアさんから依頼を受けたことを認めているのです」

　その言葉に、苦しげな表情を浮かべたトララーが頷く。

「あの時受け取ったお金は、まだ手を付けていません。これで許されるとは思いませんが、このお金は返します」

「ふざけるな！　そんな物、要らねえよ！」

　ラビアは金を返そうとするトララーを乱暴に突き飛ばす。

「俺様は、こんなところで絶対に捕まらないからな！」

　そう言うと、ラビアはソレイユ目掛けて猛もう然ぜんと駆けだす。

　ソレイユを人質にして、この場を切り抜けるつもりだろう。

「させるか！」

　主の危機を察したエリスがソレイユの前に立ちはだかり、ラビアの行く手を遮さえぎる。

「どけっ！　女がでしゃばるな！」

「……痴しれ者ものが」

　迫りくる巨体を前にエリスは動揺を見せることなく、ゆっくりと腰に吊るした剣へと手をかけると「フッ！」という短い一呼吸と共に右手を閃ひらめかせる。

「がっ!?」

　次の瞬間、ラビアが苦しげに呻うめいたと思うと、どうっと音を立てて倒れた。

　白目をむき、ピクリとも動かないラビアを見てレーヴェが震え声で質問する。

「ま、まさか……殺したのか？」

「心配無用です。この美しい庭園を血で汚すような無ぶ粋すいな真似は、私の矜きよう持じが絶対に許しませんから」

　エリスは微笑を浮かべると、手にした剣を掲げて見せる。その剣は抜き身ではなく、鞘さやに収まったままだった。

「私の攻撃は一時的に意識を奪ったに過ぎません。すぐに目を覚ますでしょうから、一刻も早く彼を拘束すべきでしょう」

「う、うむ……おい、誰か！」

　レーヴェが声をかけると、それまで氷の様に固まっていた兵士たちが動き出した。




　しかし、問題はそれだけではなかった。

「実は、もう一つお伝えしなければならないことがあります」

　マサムネが兵士たちに目で合図すると、勇悟たちの前に一人の人物が差し出された。

「あっ……」

　出て来た人物を見て、勇悟が小さな声を上げる。

　その人物は、グランフェスティバルの最中にトラムが入った詰め放題の荷車が倒れた時に被害を受け、その後、散々かき回してくれた馬人族の男性だった。

「彼はラビアさんに、シャルール地区を邪魔するように指示されていたんです」

　この馬人族の男性はラビアの腹心の一人で、シャルール地区で怪しい動きを見せる彼を見つけたマサムネは、不ふ穏おんな気配を察して彼の後を尾けていた。

　そしてマサムネの読み通り、馬人族の男性は事故を装ってトラムが積まれた荷車へわざとぶつかっていったという。

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　あの事故が故意だったと聞いた勇悟は、声を上げずにはいられなかった。

「その方がシャルール地区で事故を起こさなければ、地区の売り上げは……」

「そうです。シャルール地区の売り上げはさらに伸び、バリエンテ地区を上回っていた可能性があります。そしてさらに、この話には続きがあるのです」

「ま、まだなにかあるというのか？」

　自分の知らないところでラビアが数々の悪行をしていたことを知り、レーヴェは顔面を蒼そう白はくにする。

「はい、監査委員会からの報告によりますと、本日、バリエンテ地区で販売された商品の中に、商業組合で決められた率より安い値段で販売された商品があったようです」

　監査委員会とは、グランフェスティバルの実行委員会とは別の組織で、それぞれの商業地区が不正行為を行わないように目を光らせている国営の機関である。

「本来、グランフェスティバル内において、この手の違反行為は軽微であれば黙もく認にんされるのですが、シャルール地区内で起きた故意の事故と併せまして、特別にこの違反分の売り上げをバリエンテ地区の総売り上げから削除することがつい先ほど決定しました」

「では……」

「はい、バリエンテ地区の最終的な売り上げは、不正な行為で得た二五万三六○○オールを差し引いた四九五万四○五三オールとなり、バリエンテ地区は三位に、そしてシャルール地区は二位へと繰り上がります」

「──っ!?」

　マサムネから裁定結果を聞いた勇悟は、潤うるんだ目でソレイユとエリスを見やる。

「……ソレイユ様、エリス。聞きましたか？」

「ええ、聞きましたとも」

「ユーゴ、ああ……こんなことがあるんだな」

　三人は涙で顔をぐちゃぐちゃにしながら頷くと、互いを支え合うように抱き合い、喜びを全身で爆発させるように全力で叫んだ。

「「「やったあああああああああああああああああぁぁっ!!」」」




「クソッ、放しやがれ！」

　エリスの言葉通り、ラビアはものの数分で意識を取り戻し、拘束された縄を解こうと暴れはじめる。

　兵士たちは三人がかりで押さえようとするが、ライオンの亜人の力は凄まじく、力任せに暴れるラビアに力自慢のはずの兵士たちが翻ほん弄ろうされていた。

　唯ゆい一いつ、抑止力になりそうなラビアの父親、レーヴェはラビアの拘束の折になにやら火急の用件ができたと言い残して立ち去っており、周りの商人たちは、自分の益にならないと見るや関わらないように距離を取り、我関せずを貫いてしまっているので、暴れる獅子を止められそうな者はいなかった。

「…………」

　すると、ソレイユが意を決したように前へ出る。

「ちょっ!?　ソレイユ様、危ないですって」

　勇悟が声を上げるが、ソレイユは止まることなくラビアの前まで進み出る。

「ソ、ソレイユ……」

　目の前に現れたソレイユを見て、ラビアの動きが止まる。

「なあ、聞いてくれよソレイユ、誤解なんだ。火をつけたのは俺じゃなくて……」

「だ……黙れよ、このクソ野郎！」

「へっ？」

　ソレイユが放った一言に、ラビアは思わず目が点になる。

「黙れと言ったんです！　聞こえなかったのかよ、このロ、ロリコン野郎！」

　信じられないものを見るように口をあんぐりと開けているラビアに、ソレイユ溜まっていた鬱うつ憤ぷんを晴らすように捲し立てる。

「誤解ですって？　火をつけたのがあなたじゃなくても、計画し、指示をした時点で同罪です！　お前みたいな商人の風上にもおけないロリコン野郎は、今すぐわたくしの前から消えて下さい！　今すぐだ！　いいですね!?」

「え？　あ、はい……」

　ラビアは気の抜けたように返事を返すと、それまで暴れていたのが噓のようにおとなしく兵士に連れられていった。

「なっ、ななっ……」

　ソレイユがラビアを恫どう喝かつして追い払う様子を、勇悟は呆然と眺めていた。

「エ、エリスはこの結末を予測できたりした？」

「いや、ここまでは……だが、ここ最近の主は、生まれ変わろうと必死になっていたのは確かだ。だから、このような結果になっても、なんら驚くことはない」

「そう……なんだ」

　あの時の勇悟の言葉をそれほど真しん摯しに受け止め、ラビアに負けないほどの迫力で言い返すほどに成長したソレイユの姿に、勇悟は目め頭がしらが熱くなる思いだった。

「ふぅ……」

　かなり消しよう耗もうしたのか、途中で何度もふらつきながら勇悟の下へとやって来たソレイユは、そのまま倒れ込むように勇悟の胸に飛び込む。

「おわっとと!?　大丈夫ですか？」

「え、ええ……ところで、わたくしの啖たん呵か、どうでしたか？　スメラギ様の真似をしてみたのですが、地区の主として威い厳げんある態度が取れていたでしょうか？」

「そりゃあ、モチロン。見たでしょう？　ラビアの奴、ソレイユ様に完全にビビッてましたよ。ただ……」

「ただ……なんでしょうか？」

「その、元々は俺が言った言葉のせいなので、指摘するのも大たい変へん恐きよう縮しゆくなのですが……」

　不思議そうな顔をするソレイユに、勇悟は気まずげに視線を逸そらしながらソレイユが言った言葉「ロリコン野郎」の意味について教えてあげる。

　言葉の意味を知ったソレイユは、顔を真っ赤にしながら勇悟に抗こう議ぎする。

「酷ひどいです。スメラギ様ったらわたくしのことをそういう目で見ていたのですね!?」

「ち、違いますよ！　あれはラビアに対して言っただけで、ソレイユ様が子供だとかそういう意味では……」

　勇悟は冷や汗を流しながら必死に言い訳の言葉を並べるが、却かえって苦しくなっていくことを自覚する。

「……もう、いいです。スメラギ様のイジワル」

　ソレイユは顔を赤らめると、恥ずかしげに勇悟の胸に顔を押し付ける。

「ちょっ、ちょちょっ、ソレイユ様!?」

　勇悟の背中に手を回し、強く抱きしめてくるソレイユに、勇悟はあたふたする。

　こんな大勢が見ている場面で、年とし端はもいかない少女と密着し続けているのはまずいのではないだろうか。そう思う勇悟だったが、

「ソレイユ……様？」

　腕の中のソレイユが小さく震えているのに気づき、息を飲む。

「……すみません。少しの間だけ胸をお貸しいただけますか？」

　その一言で全てを察した勇悟は、微笑を浮かべて告げる。

「はい、約束ですからね」

「──っ、ありがとうございます」

　勇悟が穏おだやかな声で告げると、ソレイユは安心したように勇悟に体を預ける。

　羽のように軽いソレイユの体重を心地よく思いながら、勇悟はソレイユの頭を優しく撫なでる。

　小さな代表の、確かな成長を嚙み締めながらいつまでも頭を撫で続けた。




　ラビアの逮たい捕ほという一ひと悶もん着ちやくがあったが、第二十九回グランフェスティバルは、どうにか終わりを迎えた。

　それぞれの地区の商人たちは、結果に一いつ喜き一いち憂ゆうしながら自分の地区へと戻っていく。

　シャルールの商人たちもすでに地区へと戻ったが、勇悟たちはバリエンテ地区の代表、レーヴェからここで待つ様にと指示を受けていたので、今は彼が戻るのを待っているところだった。

　まるで、ラビアの捕り物などなかったかのように陽気に振る舞う商人たちの姿に、勇悟は商人という生き物の逞しさを見たような気がした。

　勇悟は商人たちの列から視線を外すと、未だに顔が赤いソレイユに話しかける。

「それで、これからどうなるのですか？」

「どうなる、とは？」

「ラビアが捕まった以上、ラビアとの誓約は名実共に無効になったんですよね？　それは、せっかく二位になったのに、借金帳消しの話もなくなったということですよね？」

「そう……ですね」

　今回のグランフェスティバルで地区全体の売り上げはおよそ二六○○万オール、総合二位であるシャルール地区の取り分は、総売り上げの二八％なので、実に七二八万オールもの大金を手にすることができる。

　現在残っている借金は約九七○万オール。決算まで一か月を切ったが、残りの期間で残った借金を稼げるかというと微妙なところだった。

　ただ、火事さえ起きなければ今月の売り上げで確実に返済できた額なだけに、悔いが残るのは否めなかった。

「でも、この間までの絶望的な状況と比べれば、借金完済の可能性は十分にあります」

　厳しい状況に変わりはないが、光こう明みようが見えるからか、頷くソレイユの表情は明るい。

　そんな眩まぶしい笑顔を見せられたら、男としてはとやかく言っている場合ではなかった。

「まあ、やるしかないですよね」

　元々、決算までに借金を返すという話だったのだ。一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんのおいしい話がなくなっただけで、やるべき事はこれからもなにも変わらない。

「……よしっ！」

　勇悟は自分の頰ほほを両手でピシャリと叩いて気合いを入れ直す。

「ソレイユ様、決算までに絶対に目標金額を稼ぎましょうね」

「ええ、頑張りましょう」

　勇悟とソレイユは互いに頷き合うと、健闘を祈るようにハイタッチを交わした。

「すまない。待たせてしまったね」

　すると、丁度いいタイミングでレーヴェが戻って来て話しかけてくる。

「まさか、あの愚息が無断で誓約書を交わしていただけでなく、シャルール地区の火事、その他の悪事にまで関わっていたとは、本当に申し訳ない」

　レーヴェは開口一番謝罪の言葉を口にすると、見上げるような巨体を折り曲げて深々と頭を下げる。

　レーヴェの突然の行動に、ソレイユはあたふたと手を振る。

「そ、そんな、レーヴェ様。顔を上げて下さい」

「いや、地区の主として、下の者の暴走を止められず、しかも取り返しのつかない罪を犯させてしまったのじゃ。こんなことで許してもらおうなどとは思っておらんよ」

　そう言うと、レーヴェは顔を上げて後ろに付き従う部下から獅子の絵柄を模した花押で封された一枚の紙を受け取り、ソレイユへ差し出す。

「それは、我が地区で暫ざん定てい的てきに取り決めた、我が愚息が犯した罪に対する贖しよく罪ざいをまとめたものじゃ」

　これを明日開かれるラビアの事件についての地区代表者による会議で発表し、過半数の承認が得られれば執しつ行こうされるという。

　その内容は主に三つ。

　今回の火事で失ったシャルール地区の建物、家財道具などの財産一式を補償すること。

　今日のグランフェスティバルで、バリエンテ地区が得るはずだった分配金の全てを賠ばい償しよう金きんとしてシャルール地区へと寄与すること。

　そして、今回の事件を引き起こしたラビアを極刑に、他の事件に関与した旅人も、見つけしだい、なにかしらの罰を課すというものだった。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　中身を全て読んだソレイユが、驚きの声を上げる。

「こんなの、承服できるはずないじゃないですか！」

「うむぅ……」

　ソレイユからの異議に、レーヴェは眉の皺しわをさらに深くして唸うなる。

「やはり、我々が独自で決めた罰則では、どこかで甘さが出て納得してもらえぬか……すまぬ。これほどの大事、いかんせん初めての経験で……」

「ち、違います。そうではありません！」

　自戒するレーヴェに、ソレイユは強くかぶりを振って抗議する。

「わたくしは、バリエンテ地区にここまでの罰を要求するつもりはありません。特に、命を奪うなんてもってのほかです！」

「だが、どの国でも、放火は極刑をもって断ずるものだと相場が決まっておる。儂が自分の息子だからといって、手心を加えるわけにはいかんのじゃ」

「それは、わかります。ですがわたくしの方から手心を加えて欲しいと願い出た場合はどうでしょうか？」

「うむむ……具体的には？」

　レーヴェは居住まいを正してソレイユを真っ直ぐ見つめる。

「はい、わたくしの考えといたしましては……」

　そう言うと、ソレイユは自身の考えを告げる。

　火事の補償は、シャルール地区だけではとても賄まかないきれないので、ありがたく申し出を受けること。

　グランフェスティバルで得られる分配金の全額寄与は、バリエンテ地区に勤める商人たちの心情を察して遠慮すること。賠償金については、今後の話し合いでいくらにするかを検討すること。

　最後に、ラビアの極刑は撤回。二度と同じような過ちを繰り返さないこと、これからは真面目な商人に生まれ変わることを固く誓ってもらう。旅人は直接放火をした者を除き、特に罰ばつを与えないというものだった。

「ならん！　そんな蜂はち蜜みつ酒しゆのような甘い罰、到底受け入れられるはずがない！」

　今度は、ソレイユの考えを聞いたレーヴェが強くかぶりを振って抗議の声を上げる。

「そんな甘い罰では、他の地区へ示しが、なにより我が地区への戒めにならん。特に首しゆ謀ぼう者しやであるラビアがこのグランマート王国内で商人としてのうのうと生きるなど、絶対に認められん！」

「ですが、たった一人の暴走、しかも地区の殆ほとんどの方が関与していないのに、その責任を地区全体で負うなんて……それに、シャルール地区全体の補償だけでもかなりの額になるのに、今日の分配金まで取られたら、真面目に働いていた人たちが可か哀わい想そうです」

「それもまたやむなし、じゃ。地区の者は家族も同然。だからたとえ一人の暴走でも、その責任は全員で背負うのじゃ。今回の件で我が地区が深刻な財政難に陥おちいろうとも、それも甘んじて受けよう」

「そ、そんなのただの自己満足です！　横暴過ぎます！　そんなんだから、息子さんが増長するんじゃないのですか!?」

「なんじゃと！　儂のやり方が間違っていたと申すのか!?」

　互いが互いの主張を譲らず、ソレイユとレーヴェは激しい舌ぜつ戦せんを始める。

　ラビアをさらに強こわ面もてにしたようなレーヴェだが、ソレイユは一歩も引かずに自分の理論を通そうとする。

「……えっと、どうしよう」

　まるで加害者と被害者が入れ替わってしまったかのような舌戦は、泥沼の様相を呈してきており、このままでは埒らちが明かないと思うのだが、部外者である勇悟には止める術が思いつかなかった。

　すると、思わぬところから救いの手が差し伸べられる。

「すみません、ちょっとよろしいですか？」

　手を上げて、口論する二人の間に割って入る人物がいた。

「あ、あなたは……」












　割って入って来た人物を見て、勇悟は驚きの声を上げる。

　その人物は、眼鏡めがねに髭ひげを蓄たくわえた中年の男性。パリッとした黒のスーツに身を包み、いつもと雰ふん囲い気きが違うが、度々シャルール地区を訪れては、買い物をしてその度に褒ほめてくれたあの中年の男性だった。

　中年男性は驚いている勇悟にウインクすると、ソレイユたちに話しかける。

「二人とも、少しいいかな？」

「なんじゃ？」「なんですか？」

　せっかくの議論の邪魔をされ、ソレイユたちは不機嫌そうに振り返る。

「もしよろしければ、僕の考えた折せつ衷ちゆう案あんを聞いてもらえないかな？」

　まるで井い戸ど端ばた会かい議ぎに参加するような気安さで話しかける中年男性を見て、勇悟は中年男性が冷たくあしらわれる未来を予想した。

　しかし、

「こ、これは国王様……お見苦しい姿をお見せして申し訳ありません」

「ど、どうしてこのような場に？」

「なにやらただ事じゃない事態になっていると聞いてね。老ろう婆ば心しんながら僕の意見を言わせてもらいに来たんだ」

「そ、それは……」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　ソレイユたちは慌てて姿勢を正すと、中年男性に畏かしこまって膝ひざをついた。

「え、ええ？」

　思わぬ事態に勇悟が混乱していると、中年男性が爽さわやかな笑みを浮かべて話しかけてくる。

「そういえば自己紹介がまだだったね。僕はこの国を治めている国王、ケーニヒ・レ・グランマート八世だ。どうぞよろしく、異世界から来たお客さん」

「えっ、えええええええええええええええええええっ!?」

　中年男性の正体を知った勇悟は、驚きで満天の星空を貫かんばかりの大声を上げた。













「それでは、グランフェスティバルの成功を祝って、乾杯！」

　エリスがワインの入ったグラスを天高く掲かかげると、シャルール地区の商人たち全員の「乾杯」という掛け声とグラスを打ち鳴らす音が響き渡った。

　松明で煌こう々こうと照らされた地区内には、僅わずかに余った食材で作られた揚げ物や、売れ残った野菜や肉が盛られ、それぞれが好きな食べ物を取って食べるビュッフェスタイルのパーティーが開かれていた。

　今夜だけは全てを忘れて騒ぐことを許された商人たちは、ここぞとばかりに料理を貪むさぼり食くい、酒を呷あおるように飲む。

　普段から金がなく、節制した生活しか送っていない反動のせいか、鬼の形ぎよう相そうで全てを喰らいつくそうとする商人たちの姿を見て、勇ゆう悟ごは呆あきれたように笑うしかなかった。

「確かに羽目を外していいと言われたけど、皆、必死過ぎだろう」

「それはそうだろう」

　呆れる勇悟とは違い、商人たちの苦労を見てきたエリスは、慈じ母ぼのような微び笑しようを浮かべていた。

「我が地区の借金がなくなったのだからな……」

　悲ひ願がん達たつ成せいにこみ上げて来るものがあったのか、エリスの声も僅かに震ふるえていた。

「感謝するぞユーゴ、これも全て、そなたの助力があってのことだ」

　力強く手を握り、熱烈な感謝の意を伝えてくるエリスに、勇悟は苦笑を返す。

「そんな。全ては国王様の裁さい量りようのお蔭だよ」

　グランマート国王の提案は、バリエンテ地区がグランフェスティバルで得られる分の分配金と同じだけの額を、シャルール地区が抱える借金から差し引く。ラビアについては、バリエンテ地区の本国へ強きよう制せい送そう還かんし、そこで監視をつけて一から教育をし直し、さらに地位も財産も全て没収して裸一貫から出直しさせる。さらに次になにかしらの刑罰を受けることになったら、どんな罪でも厳げん罰ばつに処すというものだった。

　これならバリエンテ地区で働く商人が無関係な事件のせいで理不尽な不利益を被ることはなく、シャルール地区としても、借金の残りをグランフェスティバルで得られる分ぶん配ぱい金きんを使って完済することができる。ついでにラビアの命を奪うことなくそれなりに重い罰を課すことができる、まさに一石三鳥の案と言えた。

　この案にソレイユは手放しで賛同したが、レーヴェはまだ不満気だった。

　しかし、今後もシャルール地区とバリエンテ地区の関係だけでなく、五つの地区の関係を良好なものにするためにもこの折せつ衷ちゆう案あんを飲んで欲しいと国王に懇こん願がんされると、バリエンテ地区の金きん獅じ子しはしぶしぶながらも了承してくれた。

　この案は後日、地区代表会議の議題として取り上げられるが、当事者の二地区の間で話がついているということでなんの問題もなく可決されるという。

　残りの借金についても、分配金から天引きでバリエンテ地区に支払うようで、その誓約書が二地区の間で交わされた時点で、シャルール地区の借金は名実共になくなったのであった。

「結局、俺の力だけでは借金は返しきれなかった。悔しいけど、ラビアの暴走がこの地区を救ってくれたようなものさ」

「それは違うぞユーゴ」

　勇悟の言葉を、間を置かずしてエリスが否定する。

「我が地区が火事に見舞われなければ、ラビアの妨害がなければ、グランフェスティバルまでの売り上げは当然ながら、今日ももっと売り上げはよかったはずだ。こんな急ごしらえの店舗でこれだけの結果を出せたのだから、ユーゴはもっと自分を誇るべきだ」

「そう……なのかな？」

「そうだ。その自信を元の世界に戻っても忘れなければ、必ずやユーゴは自身が目指す理想の姿になれるはずだ」

「…………え？」

「なにを呆けておる。我が主と交わした契約を無事果たせたのだから、ユーゴは元の世界に戻るのだろう？」

「…………そういや、そうだったな」

　その言葉で、ソレイユと交わした約束が果たされたことを勇悟は思い出す。

「残念だが、ユーゴにはユーゴの生活があるのも重々承知している。別れは悲しいかもしれないが、別れる時はお互い笑顔で別れような？」

　エリスは穏おだやかな笑顔で勇悟の肩を叩くと、喜びを分かち合っている商人や自分の部下を労ねぎらうと言って去って行った。

　どうやらエリスの中では、すでに心の整理はついているようだった。

（なんだよ。もう少しなにかあったっていいだろ。女らしいところをみせて泣くとか、それこそ感極まって……）

　エリスの淡たん泊ぱく過すぎる反応に、勇悟は悶々とした気持ちになる。だが同時に、この世界に召しよう喚かんされた役目も終わり、元の世界に帰る時がやって来たという事実が急に現実味を帯びてきた。




　期限まで三二日、借金残り──○オール




「よう、ユーゴ。飲んでいるか？」

「ありがとう。これもみんな、あんたのお蔭だよ」

「元の世界に帰るんだって？　せっかく地区の皆も慣れて来たのに残念だな」

　木箱に腰かけている勇悟に、商人たちが次から次へと労いの言葉をかけてくる。

「はあ……どうも」

　だが、勇悟は陽気に笑う商人たちに気のない返事を返すだけで、心ここにあらずという体だった。

　そんな勇悟に、商人たちはなにを思ったのか、優しく肩を叩いたり、食べ物を持って来てくれたり、果ては泣き出していきなり抱ほう擁ようしてきたりと、誰もが必要以上に優しく接して、なにかしらの励はげましの言葉をかけてくれた。

「……スメラギ様」

　商人からの熱い別れの言葉が一通り済むと、今度はソレイユが現れた。

「隣、いいでしょうか？」

「え？　あっ、はい。どうぞ」

　勇悟が一歩ずれて人一人座れるスペースを作ると、そこへソレイユがちょこんと可愛らしく腰を掛ける。

「…………」

「…………」

　暫しばらくの間、互いに口を開かず、騒ぐ商人たちを眺めていたが、

「あの……」

　沈黙に耐えきれなくなった勇悟が口を開く。

「元の世界に戻る方法って、どうするのですか？」

「あっ、はい……それは、この街にある教会へと赴おもむき、そこで司し祭さい様さまに帰き還かんの魔ま法ほうを唱となえてもらうのです」

「そう……ですか」

「…………」

「…………」

　会話が終わると、再び二人の間に沈黙が流れる。

　本当はそんな事が聞きたいんじゃない。今、話すべき事は他にある。そう思い、幾いく度どとなく口を開く勇悟だが、思ったような言葉が出ず、暗あん澹たんたる気持ちになる。

「あの……」

　すると、今度はソレイユが意を決したように口を開く。

「もし、もしですよ？　スメラギ様が宜しければ、このままこの世界に残ってもらえないでしょうか？」

「え？　いいんですか？」

「は、はい！　もちろんです。わたくしとしては……」

「主！」

　ソレイユが嬉々として話し始めようとすると、すぐさま窘たしなめるような声が響く。

　声に驚いたソレイユが顔を上げると、半眼のエリスがこちらを睨にらんでいた。

「主、ユーゴになにを話していたのですか？」

「い、いえ、なんでも……スメラギ様、申し訳ありませんが今の話は忘れて下さい」

　ソレイユは慌あわてて立ち上がって一礼すると、逃げるように立ち去っていく。

「……すまなかったな」

　ソレイユが立ち去った方角を眺めたまま、エリスが謝罪の言葉を口にする。

「主の話は気にしなくていい。ユーゴはなにも気にせず、自分の世界に帰ってくれ」

「……………………なんだよ、それ」

　勇悟は吐き捨てるように言うと、立ち上がって近距離でエリスを睨む。

「さっきから思ってたけど、エリスの俺への態度、いくらなんでも冷た過ぎないか？」

「…………」

　勇悟の質問に、エリスは顔を伏せて沈黙を貫く。

　しかし、その態度がさらに勇悟の神経を逆さか撫なでする。

「エリスにとって、俺は目的を達成するための道具なのか？」

　頭に血が上った勇悟は、エリスの胸ぐらを摑つかんで感情を爆発させる。

「俺は用が済んだらとっとといなくなって欲しいと思うような存在だったのか？　俺たちの関係はその程度だったってことなのか？　黙ってないで、なにか言ったらどうだよ！」

「…………思うのか？」

「えっ？」

「本当にそう思っているのかと聞いているのだ！」

　勇悟の手を払いのけ、声を荒らげたエリスの瞳ひとみには光るものがあった。

「私だって思いは主と同じだ！　だが、それ以上に私はユーゴを悩ませるわけにはいかないのだ。一時の感情に流されて、安易な選択を強要してユーゴの一生を棒に振らせるわけにはいかないじゃないか！」

「エ、エリス……」

「ユーゴには元の世界での居場所が……やるべき事があるのだろう？　貴様はその全てを捨てても構わないのか!?」

「それは……」

　エリスからの鋭い質問に、勇悟は即答することができなかった。

　元の世界にあるのは、店長代理を任されているはなまるスーパーマーケットだけじゃない。浪ろう人にん生せいである勇悟には、来年度の受験に向けてやらなければならないことが山とあるのだ。

　エリスは勇悟の事情を察したうえで、あえて感情を押し殺し、憂うれいなくこの世界から立ち去れるように配慮してくれていたのだ。

「…………お……れは…………」

「……すまなかった」

　自分の浅はかさを悟った勇悟が口を開く前に、エリスが先に謝罪の言葉を口にする。

「祝いの席で嫌な気持ちにさせてしまったな。私はもう立ち去るから、ユーゴは気にせず宴うたげを楽しんでくれ」

「エリス、俺は……」

「最後の宴だ。悔くいのないようにな」

　エリスは一方的に告げると、振り返ることなく立ち去っていく。

　その凜りんとした背中に、勇悟は声をかけることができず、黙って見送る事しかできなかった。




　それから食べた料理の味や、誰となにを話したかは殆ほとんど記憶になかった。

　勇悟は気が付けば、ソレイユの屋敷のあてがわれた部屋に戻っていた。

　もう夜も遅いので、シャワーを浴び、寝ね間ま着きに着替えてベッドへと潜り込んだが、一向に眠ることができないでいた。

　勇悟の頭の中には、エリスの言葉が渦巻いていた。

「全てを捨てる覚悟、か」

　この世界に来て五か月、思えば様々なことがあった。

　店の掃除から始まり、新聞の折込みチラシ、トラムケチャップやコロッケといったこの世界に今までなかった商品の販売やサービスなどを提供してきた。

　その結果、今まで当たり前のようにやってきたことがいかに素す晴ばらしいかを改めて知り、また自分の未熟さを痛つう感かんさせられた。

　これらの体験は、ソレイユやエリスをはじめ、シャルール地区の商人たち、マサムネやホタルといった様々な人の協力がなければ絶対に得られなかった貴重なものだ。

　だが、今後の人生を考えれば、そろそろ身の振り方を決めなければならない。

　ソレイユからの依頼を達成した以上、一刻も早く戻ってこれまでの遅れを取り戻すために全力を尽くすべきだ。頭ではそれが最善の選択であるとわかっているのだが、勇悟はそう簡単に結論を出せないでいた。

「俺はどうするべき……いや、どうなりたいんだろう？」

　勇悟はそう独りごちると、自分の将来なりたい理想の姿を夢む想そうする。

　エリスの言う通り、この選択は悔くいのないようにしなければ、と思った。




　翌朝、カーテンの隙すき間まから太陽の光が僅かに差し込んで来ると同時に、ソレイユは目を覚ました。

　昨夜は長年の悲願を達成できて、ここ数年で一番嬉しい日のはずだったのに、それ以上に辛い決断をしなければならなくて、悲しくて殆ど眠れなかった。

「……酷ひどい顔」

　鏡に映る赤く腫はれぼったい自分の顔を見て、ソレイユは苦笑する。

　こんな情けない姿をあの人に見せるわけにはいかない。

　もしかしたら、今日があの人と会える最後の日になるのかもしれないのだから。

「失礼します」

　目の腫れをどうにかしようと、眼下を入念にマッサージしていると、部屋の入り口の扉が開き、ソレイユの忠ちゆう臣しんであるエリスが姿を見せた。

「おはようございます。主よ、今日はまた随分と早いのですね」

「おはよう、エリス。今日はスメラギ様をお見送りする日、ですからね」

　適当に相あい槌づちを打ちながら、ソレイユはなおも目のマッサージを続ける。

　すると、ソレイユの目の前に蒸したタオルが差し出される。

「主の事ですから、碌ろくに睡眠を取っていないだろうと思い、用意しておきました」

「ありがとう。迷惑かけます」

　蒸しタオルを受け取ったソレイユは、ゆっくりとした所作で包み込むようにタオルを目に押し当てる。タオルの熱気が眼下に溜まった血液の流れを良くし、悪い物が流れ出ていくような気持のいい感触に、思わず吐と息いきが漏れる。

　じっくり一分かけて目の周りを温めてタオルをどけると、すっかり血色のよくなったいつもの愛らしいソレイユの顔が現れた。

　健康そうな主の顔を見て、エリスは大きく頷く。

「目が赤いのが多少気になりますが、それは愛あい嬌きようと思ってもらいましょう。ユーゴを思って夜通し泣いていたのですから、ユーゴも文句を言いますまい」

「もう、それは言わないで下さい！」

　ソレイユは赤面した顔を隠すように、再びタオルで顔を覆おおってしまった。




　エリスに手伝ってもらい、寝間着からいつものドレスに着替えたソレイユたちが応接室へと移動すると、そこにはすでに先客がいた。

「やあ、二人とも、おはよう。今日は随ずい分ぶんと朝早いんだね」

　勇悟はソレイユたちの姿を認めると、ウインナーの刺さったフォークを振りながら挨拶をする。

「お、おはようございます。スメラギ様」

「おはよう……ユーゴこそ随分と早いじゃないか」

「まあね、実は行きたいところができたから、早起きして誰かに連れて行ってもらおうと思ったんだ」

「行きたい……ところ？」

　予定では、今日で元の世界に戻るはずなのに、行きたいところがあるという勇悟にエリスは不思議そうな顔をする。

「市場だよ。スーパーマーケットを名乗る以上、取り扱う商品は食品だけじゃなく、衣料品や日用品も取り扱いたいと思うんだ」

「は？」

「今のシャルール地区には、その手の店がないからね。せっかくバリエンテ地区に燃えた店を直してもらえるなら、そういう店も新たに始めようと思うんだ……」

「ちょ、ちょっと待てユーゴ、少し落ち着け」

　興奮したように捲まくし立たてる勇悟を、エリスが慌てた様子で制止する。

「なんだよ。せっかくいいとこなのに……」

「なにがいいとこだ。ユーゴは今日、元の世界に戻るのではなかったのか？」

「ああ、それね……俺、帰るの止めるよ」

「はあっ!?」

「ええっ!?」

　今日の予定を告げるのと同じ調子で衝撃の告白をする勇悟に、エリスとソレイユは目を見開く。

「な、なぜだ！　ユーゴは元の世界でやることがあるんじゃなかったのか？　昨日、あれだけ迷っていたのに、どういう心境の変化があったのだ？」

「もしかして、わたくしがわがままを言ったからですか？」

「いやいや、それはありませんよ」

　涙目で話しかけてくるソレイユに、勇悟はかぶりを振って否定する。

「あれから昨日、俺なりに色々と考えたんですけどね……」

　勇悟はそう前置きをして、この世界に残るという結論に至った理由を話す。

　元の世界に戻り、これまでの遅れを必死に取り戻して大学に進学。卒業後はそれなりの企業に就職し、人脈と資産を築く。そこで得た力を駆使して有望な人材を集め、理想の自分の店を持つというのが勇悟の夢だった。

　その夢は今でも変わらないが、そこへ至る道は決してそれ一つだけではない。

　そもそもこの世界に召喚されたのは、自分の力が実際の現場でどれだけ通用するのかを試してみたい、人から頼りにされたいと思っていたからだった。その思いが強かったからこそ、望のぞむ者ものとしてソレイユの願いに共鳴できた。

「結果として、ソレイユ様との約束は果たせましたが、俺は自分が本当にやりたかったことを達成できていないんです」

「スメラギ様の、やりたい事？」

　ソレイユの言葉に、勇悟は大きく頷うなずく。

「俺は、最初にこの世界に残ると決めた時、シャルール地区をグランマート王国で一番の地区にすると決めました。それを果たせずに元の世界に戻るなんて。具体的にはグランフェスティバルで一位を取るまで帰るつもりはありませんよ」

　勇悟は白い歯を見せて二人に笑ってみせる。

「それとも俺がこの世界に残るのは迷惑ですか？」

「そんなことないです！」「そんなことない！」

　勇悟の言葉に、ソレイユとエリスの声が重なる。

「スメラギ様が残って下さるなら、わたくしとしては願ってもないことです」

「わ、私だって、ユーゴが自分から残るというなら、私にそれを止める権利はない」

「そうですか。それを聞いて安心しました」

　二人からの返答に、勇悟は満足そうに頷く。

　──が、小さく嘆息すると、半眼でエリスを睨む。

「でも、ソレイユ様はともかく、エリスの言い分ってなんだか冷たいよね？」

「んなっ!?　わ、私はこれでも精一杯ユーゴのことを思ってだな……」

　目を白黒させるエリスに、勇悟は落らく胆たんしたように大きく肩を落として告げる。

「あ～エリスが本気で帰って欲しくないと思ってくれないなら、帰っちゃおうかな？」

「そ、それは困ります。エリス、あなたももっと本気でスメラギ様を引き止めて下さい」

「え？　ええっ!?」

　帰ると聞いて、ソレイユが慌てた様子でエリスに説得するように指示する。

「聞きたいな～、エリスの本気の言葉」

「ぐぬぬぬ……」

　勇悟とソレイユに責め立てられ、エリスは形のいい眉まゆを八の字にして唸うなる。

　そのまま唸ること数秒、ようやく覚悟ができたのか、エリスは小さく息を吸うと、胸の前で手を組んで目を潤うるませ、今までのハスキーな声でなく、少女のような可愛らしい声を出す。

「ユーゴ、お願いだ。私にはユーゴが必要なんだ。だから、帰らないでくれ」












「えっ？　あっ、うん、モチロン……」

　エリスからの懇願に、勇悟は顔を赤くしてカクカクと頷く。

（こ、この破壊力は反則だろ）

　エリスの新しい一面は、勇悟の心臓を鷲わし摑づかみにするほど魅力的だった。

　勇悟は自分の心臓が、今にも口から飛び出しそうな程激しく脈打つのを押さえるように胸を押さえる。

　すると、勇悟の様子がおかしい事に気づいたエリスの表情が曇る。

「ユーゴ、どうしたのだ？　どこか具合でも悪くなったか？」

「い、いや、そんなことない……大丈夫、大丈夫だから」

　勇悟は、赤くなっているであろう顔を冷ますように手で扇あおぎながらどうにか取とり繕つくろうと、改めて二人に手を差し出して挨拶をする。

「とにかく、これからもシャルール地区でお世話になるから、エリスもソレイユ様もよろしく頼むよ」

「ああ、こちらこそよろしく頼む」

「はい、これからもよろしくお願いします」

　勇悟が差し出した手を、二人はしかと握り返す。

　手から伝わってくる二人の熱い思いに応えるように、勇悟は強く頷く。

　シャルール地区は、まだまだ発展途中の地区だ。そして近い将来、必ずやグランマート王国で一番の地区へと登りつめ、さらにははなまるスーパーマーケットをも超えるような立派な地区になるだろう……いや、なってみせる。

　その夢は、ソレイユやエリス、この地区で働く全ての商人が力を合わせれば、決して実現不可能ではないだろう。

　その夢の実現のために、先ず行うべきは新たな商売の開拓だ。

「それじゃあ早速だけど、市場に連れて行ってもらえるかな？」

　勇悟の新しい挑戦は、ここから始まる。









　　　あとがき






　はじめまして。この度、第十七回えんため大賞、特とく別べつ賞しようをいただきました柏かしわ木ぎサトシです。この作品を応募した時には、まさかこうして本を出して、あとがきを書くような状況になるとは夢にも思っていなかったので、これを書いている段階でも、目を覚ましたら全てが夢だったのではないか、と疑ってしまう時があります。

　ただ、このあとがきを皆さんが読んでいるということは、無事、本が出せたということだと思いますので、ひとまずは安心したいと思います。

　本当はあれこれと身の上話でもしたいのですが、残念なことにあとがきのページがもうないので謝しや辞じを。未み熟じゆくな私に根こん気きよくアドバイスをくださった佐々木様、荒川様、お二人のアドバイスのお蔭で作品を出すことができました。本当にありがとうございました。イラストを担当してくださったなかばやし黎れい明めい先生。毎回、先生から美び麗れいなイラストをいただく度に物もの凄すごいエネルギーをいただきました。本当にありがとうございました。

　そして、この本を手に取ってここまで読んでくださった全ての方に心からの感謝を。今後も皆様により良い本をお届けできるように、もっと長いあとがきを書けるように頑がん張ばっていきますので、これからも応援よろしくお願いします!!





平成二十七年十二月　　柏木サトシ
























　　　　　この作品は、第17回エンターブレインえんため大賞ファミ通文庫部門特別賞受賞作品『スーパーな男』を改稿・改題したものです。
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イラスト

なかばやし黎明

Reimei Nakabayashi




こういう職業だと２日に１度、スーパーに行って食料品買うのが唯一の楽しみで「こんな経験意味あんのかな」と思っていたら意外なところで巡りあわせがありました。今度かわいい姫と美人の騎士様がいないか探しにいってみます。
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